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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：猫猫 猫、いろは楓、安達洋介、林啓太、冬城あおい、北神ゆうや
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　あとがき







　　　　はじめに




　皆さん、初めまして。

　そうでない方は『デスマーチ』以来でしょうか、お久ひさしぶりです。

　どうも、〝かわいそうな田中〟略りやくして〝かわたな〟こと、田中信二たなか・しんじです。




　本書『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・サヴァイヴ！』（以下、『サヴァイヴ！』）は、ＴＲＰＧのリプレイです。

　まずは、ＴＲＰＧとリプレイについて解かい説せつしましょう。

　ＴＲＰＧとリプレイについて既にご存ぞんじだという方は、ここからは読み飛ばしてもらってもかまいません。




　ＴＲＰＧというのは、〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Roleplaying Game）の略りやく称しようです。

　このゲームは、司会進行役のゲームマスター（以下、ＧＭ）と数名のプレイヤーが集まって行なう遊びです。

　プレイヤーは、各自がひとりのプレイヤーキャラクター（以下、ＰＣ）を担たん当とうし、ＧＭが用意したシナリオの中で、ＧＭが演えんじるノンプレイヤーキャラクター（以下、ＮＰＣ）と会話したり、罠わなをかいくぐり怪かい物ぶつと戦うという冒ぼう険けんを繰くり広ひろげます。

　落おとし穴あなを跳とび越こえたり、攻こう撃げきをかわしたりといった行動は、サイコロ（リプレイの中ではダイスと呼よびます）を使った判はん定ていで成せい否ひを決め、プレイヤーが造つくり上あげたＰＣが物語の主役となっていくという大変楽しいゲームです。コンピューターゲームのＲＰＧを、集まったみんなで遊ぶという感じでしょうか。ＧＭがコンピューターで、攻撃や行動はプレイヤーがそのＰＣを実じつ際さいに演じて行ないます。




　そして、リプレイというのは、実際に遊んだ様子を文章に書き起こしたものです。

　このリプレイを読んでいただければ、ＴＲＰＧがどのように遊ばれているのか、その雰ふん囲い気きを分かってもらえるでしょう。

　もちろん、遊んだことがないという方でも、読み物として楽しむことができます。




　最後に、ここで『アリアンロッド』の説明をします。

　このリプレイは、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以下、『ＡＲ２Ｅ』）のリプレイです。

『ＡＲ２Ｅ』は、ファンタジー世界であるエリンを舞ぶ台たいにしたＴＲＰＧで、ＰＣは遺い跡せきの探たん索さくや財ざい宝ほうの回かい収しゆうなどを生なり業わいとする冒ぼう険けん者しやとなって活かつ躍やくする物語を楽しむゲームです。

『ＡＲ２Ｅ』のルールブックは、冒険の舞台としてエリンディル大陸を紹しよう介かいしています。

本書では、エリンの南にあるマジェラニカ大陸を舞台とします。




　マジェラニカ───。

　この大陸について、『ＡＲ２Ｅ』のファンでもまだご存じないという方もおいででしょうから、解説いたしましょう。

　マジェラニカは、エリンの各地ち域いきを紹介するサプリメント『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　ディスカバリーガイド』（以下、『ディスカバリーガイド』）で紹介された南方の大陸です。

　厳きびしい自然環かん境きようと巨きよ大だいな魔ま獣じゆうが跋ばつ扈こする、危き険けんがいっぱいの大地です。

　そして、それに挑いどむ者たち……。

　ここでは、生き残りをかけた生せい存ぞん競争が日夜繰り広げられるのです！




　どうですか、なんだか血が騒さわぎませんか？

　私わたしは騒ぎます、ざわざわと。

　騒いだあなた、そんなあなたへの一冊さつですから、ぜひともそのままレジへお運びください。

　騒がなかったあなた、新たな体験が待っています。そのままレジにお運びください。

　そして、このお話の主人公のウェンディたちの冒険は本書以外でも公開中です。

　富士見書房さんのウェブサイト『富士見書房公式ＴＲＰＧ ＯＮＬＩＮＥ』にて、本書の前日譚にあたるエピソードが公開中です！　ぜひそちらもご覧ください！




　また、『サヴァイヴ！』は、二〇一四年二月に発売された『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　スキルガイド』（以下、『スキルガイド』）を導どう入にゆうしたリプレイです。

『スキルガイド』は、ＰＣが取得するスキルやギルドサポートを再さい定てい義ぎ、調ちよう整せいして網もう羅らした本で、その名のとおりたんまりスキルとギルドサポートが掲載されています。

　この一冊があれば、ＰＣをさらに強くしようとデータと格かく闘とうし、眠ねむれぬ夜がやってくること請うけ合あいです。新しく整理されたスキルがどうなっているのか、そして実際の運用についての例も示しめしていければと思っています。




　さて、前置きはこのくらいとしましょうか。

　ここからページをめくれば、胸むね躍おどる冒険の始まりです。

　なお、次のページには『ＡＲ２Ｅ』の用語集も用意しました。分からない用語が出てきたら、参照してください。

　では、またあとがきでお会いしましょう！







　　　　『ＡＲ２Ｅ』用語集




セッション：ゲームを始めて終わるまでのこと。

ＧＭ：ゲームマスターの略。ゲームの司会進行、審しん判ぱんを務つとめる。

プレイヤー：ゲームに参加する者。一回のセッションには数人のプレイヤーが参加する。

ＰＣ：Player characterの略。プレイヤーが作成し、演じるキャラクター。

ＮＰＣ：Non Player characterの略。ＧＭが管理するＰＣではないキャラクター。

冒険者：遺跡の探索、護ご衛えい、魔ま物もの退たい治じを生業とする者。

ギルド：冒険者同士で組まれた集しゆう団だん。神しん殿でんから様々な加か護ごを受ける。

ダイスロール：行動の正せい否ひやダメージを決めるためにダイスを振ふること。

ｎＤ：六面体サイコロ（ダイス）を振る数を表す。ｎＤとある場合、ｎ個このダイスを振る。

クラス：戦士や魔ま術じゆつ師しといった冒険内における役やく割わり、職しよく業ぎようのこと。

スキル：戦せん闘とう術じゆつや魔ま法ほう、鍵かぎ開けなどの特とく殊しゆな能のう力りよく、特とく技ぎをデータ化したもの。

ギルドサポート：ギルドが使用できる加護や特典など。

フェイト：〝運命の精せい霊れい〟アリアンロッドの加護。ダイスの振り直しや、個こ数すうを増ふやすことができる。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆フロンティアを目指して




「さて……どうしようか、かわたな」

「どうしましょうねぇ、菊きく池ちさん」




　二〇一三年の年末、ＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室。

　ふたりの男が差し向かいで話はなし込こんでいた。

　その話題は、ファンタジーＲＰＧ『ＡＲ２Ｅ』の新リプレイの構こう想そうについてであった……。

　ではまず。このふたりが何者かを紹介させていただこう。




田中信二

　通つう称しよう〝かわたな〟、私のことである。主な仕事は、ライティング、ＤＴＰ、進行管理などなど。やれる仕事はなんでもやる的な、スタンスの持ち主だ。

　代表作は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』全一〇巻かん。




菊池たけし

　通称〝きくたけ〟。ＴＲＰＧ制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の副社長。

　面おも白しろいこと、読者の意表をつくことが大好き。そのためには、どんな手間も惜おしまないという、エンターテインメントに命をかける物書きである。

『ＡＲ２Ｅ』のゲームデザイナー。著ちよ作さくである『アリアンロッド・サガ』シリーズが二〇一三年一二月に、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』も、今年二月に完結した。




きくたけ：さて。『サガ』シリーズ終しゆう了りようにともない、『ＡＲ２Ｅ』の新作リプレイシリーズを始めることになった。そのうちの一本を、お前に任まかせたい。

かわたな：光栄です。して、仕様などはありますか？

きくたけ：二〇一四年二月に発売される『スキルガイド』（詳細は左のコラム参照）に対たい応おうしたリプレイにすることだ。
















かわたな：なるほど。『スキルガイド』対応ということは……巨人族ネフィリムや妖精のフェイは参加ＰＣに組くみ込こみたいですよね。

きくたけ：同感だ。でっかいのと、ちっこいのが同どう居きよするギルドになりそうだな。

かわたな：はっはっは。して、そのほかの仕様はありますか。

きくたけ：特になし。

かわたな：言い切った!?

きくたけ：あえていうなら、メチャクチャ面白いセッションにすることかな。

かわたな：大おお雑ざつ把ぱな無む茶ちや振ぶりだな、おい！

きくたけ：まあ、ここはキミの自じ主しゆ性せいを尊そん重ちようしよう……そういう意図もあるのだよ。

かわたな：ものは言いようですね。

きくたけ：……で、何かやりたいことはないのか？

かわたな：…………。




　実のところ、挑ちよう戦せんしたいことは…………あった。




かわたな：でっかいこと……ですかね。

きくたけ：待て。人のことはいえんが大雑把すぎるだろ（笑）。巨人族ネフィリムを投入したいってことか？　だが、それは既すでにオファーしたことだしなぁ。

かわたな：でっかいのは……舞台です。

きくたけ：ほう。

かわたな：少々お待ちください……（と会議室から退たい室しつする）。




　しばらく後。

　会議室に戻もどって来た私が手にしていたのは分ぶ厚あついＢ５サイズの書しよ籍せき。『ディスカバリーガイド』であった。『アリアンロッドＲＰＧ』の背はい景けい世界エリンに存そん在ざいする様々な大陸や、地域を紹介する大型ワールドガイドだ。

　私、かわたなは、ぱらぱらと『ディスカバリーガイド』のページをめくり、目的のセクションを開いて見せた。




きくたけ：ほう。舞台はマジェラニカ大陸か。

かわたな：ええ。魔獣が闊かつ歩ぽするマジェラニカ大陸です。




マジェラニカ大陸

『ＡＲ２Ｅ』のベーシックな舞台であるエリンディル。その南方に拡ひろがる広大な大陸である。

　その特とく徴ちようは、大陸のいたるところに棲せい息そくする魔獣たちの存在だ。

　巨大にして獰どう猛もう。強きよう靱じんにして狡こう猾かつ。比ひ類るいなき強さを持つ生命体。

　人々は、そんな魔獣たちの脅きよう威いにさらされながらも、たくましく生活しているのだ。



















かわたな：この大陸に棲すむ巨大魔獣と、魔獣ハンターとなったＰＣたちの闘とう争そうの物語を描えがきたい──。これが私の希望です。

きくたけ：フェイは入れるつもりなんだよな。

かわたな：もちろん。

きくたけ：ふ、ちっこい妖精が、巨大魔獣に挑いどむ──面白い絵え面づらじゃないか？

かわたな：ふふふ。当然意い識しきしておりました。逆ぎやくに巨人族ネフィリム対巨大魔獣、なんてシーンもいいかな、と思ってます。

きくたけ：ほうほう。で……だ。

かわたな：はい。

きくたけ：あとな、俺おれ『モンハン』好きなんだよね。

かわたな：知ってますが何か？

きくたけ：プレイヤーに混まぜてくれない？

かわたな：思いっきり私し情じようを挟はさんだ!?（笑）

きくたけ：ま、それは冗じよう談だんだ。収録予定日近辺は、俺も少々立たて込こんでいるからな。

かわたな：それは残念。ともあれキーワードは「魔獣の大陸を生き抜ぬけ！」という感じで。

きくたけ：狩かるか狩られるか、だな。

かわたな：そして、もうひとつやりたいことは、マジェラニカ大陸を描くこと。

きくたけ：マジェラニカ大陸を描く？

かわたな：そうです。マジェラニカ大陸は、紹介されて日が浅い冒険の舞台です。それゆえに知られざる領域も多いのです。

きくたけ：それはそうだな。この広大な土地は、まだ手つかずのフロンティアに等しい。

かわたな：そう。そのまっさらな大陸を冒険し、そこに住む人々や驚異の大自然を描き出す。そんな感じのフロンティアスピリット溢あふれる物語もやってみたいことのひとつなのです。

きくたけ：ふむ。確たしかに〝でっかい〟な（笑）。そのスケール感は好みだ。やってみるか！

かわたな：はい！




　かくして打ち合わせは終わった。

　凶きよう暴ぼうな魔獣を狩り、大自然の驚きよう異いと格闘する冒険活かつ劇げき。

　富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんに企き画かくのコンセプトを説明、シナリオを考案する傍かたわら、この危険な冒険に挑む精せい鋭えいプレイヤーを選定──そうこうしているとあっという間に時は過ぎ去り……。

　セッションの当日を迎むかえたのであった。







◆Preplay02◆魔獣の大陸に挑め！




　少し寒い冬の日。セッション当日である。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の事じ務む所しよには、ＧＭを含ふくむ五人の男女が集まっていた。

　ＧＭである、かわたながその部屋に入っていくと、そのうちの紅こう一いつ点てん──プレイヤーを担当する予定の大おお竹たけみゆさんが、満面の笑えみで語りかけてきた。




大竹：かわたなさん、あたし今回のセッションすっごく楽しみなんです！

かわたな（以下、ＧＭ）：は、はあ。

大竹：（ぐいっと身をのり出し）このリプレイは『サヴァイヴ！』ってタイトルですよね。

ＧＭ：は。「生きろ！」という意味です。

大竹：──ということは、あたしたち、生きるか死ぬかって目に遭わされるんですよね♪

ＧＭ：も、もちろん、命がけの戦闘をご用意しました。

大竹：超ちよう楽たのしみです！　あたしも腕うでによりをかけたＰＣを用意しましたから♪

ＧＭ：…………。




（お前強ぇなぁ。オラわくわくしてきたぞ！）

　───そんな幻げん聴ちようがＧＭの脳のう裏りに響ひびいた（気がした）。

　大竹さんは、ＴＲＰＧの戦闘が大好きな人だ。

　普ふ通つう、〝命がけの戦闘〟といえば、「不安がったり」「警けい戒かいしたり」するものだが、彼かの女じよにそんな気配は微み塵じんも感じられない。

　まさに生きつ粋すいの〝ＴＲＰＧ戦闘民族〟であった。

　…………だが、それでこそである。

　ハードな戦いを信しん条じようとするリプレイシリーズ『サヴァイヴ！』に相応ふさわしい人材ではないか。

「人選は正しかった──」そんな確かく信しんをＧＭは覚えるのであった……。

　───と。本ほん格かく的てきにリプレイを開始する前に、まずは、大竹さんを始めとした、精鋭プレイヤーたちを紹介させていただこう。




大竹みゆ

　フリーで活動する女じよ性せい声せい優ゆう。ＴＲＰＧ部ルティナスの部長。昨年完結した『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下、『無印』）シリーズでは、ヒロインのピアニィを演じた。さらに『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・オーバーキル』では、著ちよ者しやにも初はつ挑ちよう戦せんしている。

　既に述のべたとおり、ＴＲＰＧが──中でも戦闘が大好きで、キャラクターデータ作成におけるこだわりや、セッション時ののめり込みぶりから、ついたあだ名は〝殺意様〟。

　…………。このたびは、お手て柔やわらかにお願いしたい。

大竹みゆblog*primlog+*　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




林啓太はやし・けいた

　気き鋭えいのイラストレーターで、小説『メックタイタン ガジェット　巨きよ甲こう闘とう士しグランアース』（神坂一かんざか・はじめ著）のヴィジュアルを、弟の林哲てつ也やとともに担当している。ロボットＴＲＰＧ『メタリックガーディアンＲＰＧ』を世に贈おくり出したゲームデザイナーでもあるナイスガイ。

『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　起動、鋼はがねの守しゆ護ご神しん！』（藤田史人ふじた・ふみと著）では、熱血漢、凰堂太陽おうどう・たいようを演じている。

　特に関係ないが、年中タンクトップで過すごす熱き男だ──。

林啓太Twitter　@keita_hayashi




久保田悠羅くぼた・ゆうら

　ＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞく。『ＡＲ２Ｅ』のシステムデザイナーでもある。

　著作は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズ、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・セカンドウィンド』『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』シリーズなど。

　クールな二枚目や理知的な女性から、果ては頭の緩い美少女キャラまで、幅はば広ひろいプレイスタイルを誇ほこるベテランプレイヤーだ。

　油ゆ断だんすると「うにゅう」などと鳴く、萌もえキャラでもある。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　ＴＲＰＧ制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の代表取とり締しまり役やく。名作ＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ　THE AXLERATION』のゲームデザイナーである。

　代表作は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』など。プレイヤーとしての出しゆつ演えんシリーズは多た岐きにわたる。

　ゲームをこよなく愛し、多た忙ぼうな社長業の合間をぬって精せい力りよく的てきにセッションをこなしている。

　ＴＲＰＧを熟じゆく知ちしており、非ひ常じように頼たのもしい反面、ＧＭ的には手て強ごわいプレイヤーでもある。




ＧＭ：……それでは、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・サヴァイヴ！』の収録を始めます！

一同：よろしくお願いしまーす！

鈴吹：いよいよ新しいシリーズの開かい幕まくだな。

林：今回は、マジェラニカ大陸が舞台なんですよね。

大竹：魔ま獣じゆう狩りが、楽しみです！

久保田：大竹さんが、すっかり狩人かりゆうどの目に！（笑）

ＧＭ：ふっふっふ。皆さんセッションが待ちきれないというご様子ですね。では、さっそく、今回予告を読みあげます。

一同：はーい。




●今回予告とハンドアウト

　今回予告とは、セッションのイメージを伝えるための予よ告こく編へんにあたる文章である。

　ＧＭは、『サヴァイヴ！』の壮そう大だいなストーリーを紹介すべく、これを読みあげていく。




ＧＭ：（朗ろう々ろうとした口調で）今回予告──




▼今回予告

　照りつける太陽。

　吹ふきすさぶ熱風。

　舞まい上あがる砂さ塵じん。

　そして蠢うごめく巨大なる魔獣たち。

　マジェラニカ大陸の過か酷こくなる大だい荒こう野やを、キミたちは旅をしていく──。

　今回訪おとずれたのは、カトゥーラ。特殊なエネミーの狩しゆ猟りよう法ほうで生計を立てる人々が住んでいる。

　この村に、黒々とした影かげを大地に落としつつ進む、巨大な災さい厄やくの姿すがたがあった。

　はたして、冒険者たちはこの村を護れるのか!?




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・サヴァイヴ！』

　第一話「進しん撃げきの魔ま黒こく」




　──キミは生き残ることができるか!?




大竹：あれ？　進撃の──〝巨人〟じゃないんですか？

ＧＭ：ええ、巨人ではありません。（棒ぼう読よみで）有名な某ぼう漫まん画がとは無関係ですよ（笑）。

久保田：一匹残らず魔獣を駆く逐ちくするのか！

林：家か畜ちくのように生きるの？

ＧＭ：だから関係ないってば！（一同爆ばく笑しよう）

久保田：で、黒魔ではなく、魔黒なんだね。

ＧＭ：はい。この〝魔黒〟という名には深い意味がありますので、あまり気にしないでください。

鈴吹：深い意味があるのか!?

林：しかも、気にしなくていいの!?

大竹：それ、逆に気になりますから!?

久保田：（じと目で）……本当に深い意味があるのか？

ＧＭ：はっはっは。さて、続けてハンドアウトを読みあげます。

林：笑って誤ご魔ま化かした（笑）。

ＧＭ：今回はギルドハンドアウトで、皆さん全員にあてたハンドアウトとなります。

鈴吹：つまり、今回我々は、ギルドを組んだ状態で始まるんだな？

ＧＭ：そうなります。そして、既すでに皆みなさん四人は、ある程度の冒険を一緒に行なってきた、とお考えください。

大竹：はーい。




　ハンドアウトとは、今回予告同様、セッションの事前情じよう報ほうを提てい示じする文章である。

　シナリオの重要人物との関係を表わす「コネクション」など、より踏ふみ込こんだ情報が記載される。ＰＣ個こ別べつにハンドアウトが提示されることもあれば、ギルド（冒険者パーティ）全体を対象にするものもある。




▼ギルドハンドアウト

　コネクション：ミサキ・ムロート　　　関係：庇ひ護ご

　キミたちは、巨大な魔獣を狩るために冒険している。

　カイラーシャの都を拠点に冒険を繰り広げ、力をつけていたキミたちの元に、ふとした依い頼らいが舞まい込こんでくる。

　カトゥーラ村の村長の娘むすめミサキが、故こ郷きように帰き還かんするための護衛を募つのっているのだという。魔獣の蠢うごめく荒こう野やを行く旅は危険このうえない。確かに護衛は必要だろう。

　また、カトゥーラ村は魔獣狩りの秘ひ伝でんを有する村だという。




ＧＭ：ということで、皆さんにカトゥーラ村への護衛の仕事が斡あつ旋せんされるわけです。

大竹：はーい！　分かりました！

林：魔獣狩りの秘伝……そこはかとなく、マジェラニカっぽい雰囲気がしてきました。

鈴吹：きっとその狩しゆ猟りよう法ほうはカトゥーラ法と呼ばれ、マジェラニカでは有名なんだな。

林：きっと、倒たおした魔獣から素そ材ざいを剝はぎ取とることを、カトゥーラ剝むきというんですよ。

久保田：桂かつら剝きかいっ!?（笑）　大だい根こんじゃないんだから。

ＧＭ：以上でハンドアウト配はい布ふは終了です。キャラクターの作成は終わっていますので、ＰＣの紹介へと移うつりましょう！

一同：はーい！




　今回、ＰＣのレベルは４レベルであり、かつ、この当時は出しゆつ版ぱんされていなかった『スキルガイド』に掲載されるデータを使用する都合上、プレイヤーと事前に打ち合わせを済すませたうえで、ＰＣを作成してもらっている。

　その際さいにマジェラニカ大陸を舞台にすること、ネフィリムやフェイをギルドの中の一員に含むことが必要なことも通達済ずみである。




●キャラクター紹介

ＧＭ：それでは、改めましてＰＣ紹介でーす！

一同：イエーイ！

久保田：……って、何でこんなに王様ゲームみたいなノリなの？（笑）

ＧＭ：よく分かりませんが、盛もり上あがっていてよいのでは？（笑）

大竹：いえーい！（笑）

ＧＭ：それでは、ＰＣ①の大竹さんから、どうぞ。




▼ＰＣ①／ウェンディ・ティファニー・グレース（レベル４）


──大竹みゆ



大竹（以下、ウェンディ）：名前はウェンディ・ティファニー・グレース、外見年ねん齢れい一〇歳さいくらいの女の子です。種族はフェイで、身長は一三〇センチメートルぐらいの小こ柄がらなヴァルキリーです！




ヴァルキリー

　妖精族フェイの種類のひとつ。エルダナーンほどの身長を持つ、戦いを得意とする妖精だ。




林：一〇歳!?　そりゃまたずいぶんちっこいなぁ。

ウェンディ：はい、そこはＧＭと相談して決めた設せつ定ていがあるんで、あとで説明します。

鈴吹：設定あるんだ!?（笑）

ウェンディ：メインクラスはウォーリア、サポートクラスはハンターですよ。




ハンター

　マジェラニカ固有のクラスで、大型の魔獣と戦うプロフェッショナルだ。巨大な武ぶ器き──〝狩しゆ猟りよう武器〟や狩猟のための道具〝猟具〟を使用して戦う。




久保田：ヴァルキリーでハンター……。魔獣相手に大おお暴あばれする気まんまんですね（笑）。

ウェンディ：はい！　今回は魔獣の大陸を舞台にした、激はげしいバトルのあるリプレイだって聞いたので！　って……これじゃ、『無印』の時と同じ流れだよ～！　どうしよう、ピアニィと違ちがいを出したいのに!?

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶですよ。ゲームですから、ご自分の持ち味を存分に発はつ揮きしてください。

林：うん、大竹さんらしくていい！

久保田：あきらめが肝かん心じんともいいます。

ウェンディ：ちょっとはフォローしてください!?（一同爆笑）

鈴吹：まあまあ（笑）。ピアニィはメイジだったけど、今回はウォーリアですから、キャラクターの方ほう向こう性せいは明確に違いますよ。

ウェンディ：よかった！（笑）　じゃ、データの話をしますね。ウェンディの戦法はシンプルです。すごく大きな槍やりを持って、敵てきに突とつ撃げきかけますよ♪　槍が大きいのは《ギガントウェポン》のおかげです。

久保田：ヴァルキリーは槍を使いますから、イメージもぴったりですね。

ウェンディ：《ハンターズハンド》や《フェイタルハント》を持っているので、《超ちよう大おお型がた》を持っているエネミーに対して、ダメージを与あたえやすくなっています。

鈴吹：ちっこい身体で、魔獣の天てん敵てきみたいなヴァルキリーだな。

ウェンディ：魔獣の狩人ですから！

ＧＭ：では、ウェンディの来歴───ライフパスや設定などを教えてください。

ウェンディ：はい。ライフパスの［出自］は〝取とり替かえ子〟。人間の子と取り替えられたので、ヒューリンの多くいる村で、育ての両親や村人たちと一いつ緒しよに暮くらしてきました。

久保田：なら、一いつ般ぱん社会に関する知ち識しきはありますね。

ウェンディ：はい。でも、ライフパスの［境きよう遇ぐう］は〝呪のろい〟です。幸せに暮らしていたウェンディですが、ある晩ばん、村全体が七体の魔獣に襲おそわれ、呪われてしまったんです。

林：なにぃ!?

ウェンディ：その結果、村全体の時が静止し、あたし自身も成長が止まってしまったんです。

鈴吹：なるほど！　それで、外見年齢が一〇歳なのか。

林：村人たちは、どうなったんですか？

ウェンディ：時が静止して、まるで石になったように動かない──ってイメージです。

久保田：なるほど。そんな中、なぜかウェンディだけが生いき延のびた。

ウェンディ：はい。そして、［目的］は〝奪だつ還かん〟。七体の魔獣を倒たおし、呪いを解といて、村の人たちとの暮らしを取り戻すことを目指して冒険に出発しました！

一同：おおぉ～っ。

ウェンディ：お、好こう感かん触しよく♪

一同：まるで主人公みたい！

ウェンディ：ちょっ、〝まるで〟って、ひどくないですか!?（一同爆笑）

久保田：予想以上に王道な設定が出てきたと言いましょうか（笑）。

ウェンディ：………。皆さん、あたしが戦闘さえしていれば満足──って思ってませんか？

一同：…………。




　皆、そう思っていたようだ。




ウェンディ：むぅ～っ!?（笑）

鈴吹：ま……まあ、それにしてもいい設定じゃないかっ！（笑）　きっとウェンディの村では、ヴァルキリーは、〝狩りの女め神がみ〟として信しん仰こうされているんだよ。

ウェンディ：（ぱっと笑え顔がおになって）あ、それ、いいですね♪

ＧＭ：……ふむ。きっと、取り替えられた家の人は、「うちの子は、女神様に気に入られて、女神様のお子と取り替えられた！」と喜んだに違いありません。

ウェンディ：なるほど。あ、設定を思いつきました！（笑）　魔獣が村を襲ったのは、〝狩りの女神〟になる儀ぎ式しきの晩ですね！

ＧＭ：なるほど……〝狩りの女神〟になるはずだったウェンディは、しかしその真の力が開花する前に、成長を止められてしまったんですね。

ウェンディ：そうなんです。その後、時が静止した村にやってきた冒険者にあたしは救出された……って感じで。

林：おお、なら、その人に冒険者ギルドのことを教えてもらったんですね。

ウェンディ：そんなところです。

ＧＭ：ちなみに村を襲った七体の魔獣の正体は不明です。ウェンディが見たのは村に襲いかかる巨大な七つの影のみ。その謎なぞを解とき明あかすことも冒険の目的です。

ウェンディ：分かりました！　で、性せい格かくは真ま面じ目めでがんばり屋。つらくてもひとりで我が慢まんしちゃうタイプかも。

久保田：けなげだ！

ウェンディ：〝狩りの女神〟の象徴、青い装しよう束ぞくを纏って戦いに向かいます！

鈴吹：ヒロイックだねぇ。

ウェンディ：はい。こんなイメージですね……（と、凛りんとした声こわ音ねに変え）わたしの帰る場所を、家族を、止まった時間を、取り戻すっ！

一同：おおーっ！

林：静止した愛を取り戻すために、ヴァルキリーは荒野へ旅立つ！

ＧＭ：そして、明日を見失う。

ウェンディ：見失いません！（一同爆笑）　あと特とく徴ちよう的てきな話し方をします。硬かたい口調なんですけど、言い切る時は、「～なのだ」「～なのだぞ」みたいに。自じ己こ紹しよう介かいは以上ですっ！

ＧＭ：了りよう解かいです。ステキな設定をどうもありがとうございます。



















▼ＰＣ②／ゴード・ジンガー（レベル４）


──林啓太



ＧＭ：さて、次は林君、お願いします。

林（以下、ジン）：はーい。名前はゴード・ジンガー。いつもは気軽にジンと呼んでください。メインクラスはシーフ、サポートクラスはダンサー。種族は、今回の『スキルガイド』で追加されたネフィリムです。

ウェンディ：巨人族のダンサー。




ネフィリム

『スキルガイド』で登場した新種族。特筆すべきはそのサイズである。人間社会に溶とけ込こむ時は、身長二三〇センチメートルほどの大おお柄がらな種族であるが、その本来の姿はそれとはかけ離はなれた高さとなる。八メートルから一〇メートルほどにもなる巨きよ体たいはまさに巨人。遥はるかな古代〝光の時代〟から命脈を保たもつ古代種で、人間にかつての神々の言葉を伝えたり、人々を良い方向に導みちびくべく見守ったりしてきた。

ジン：めっちゃ踊おどりますよ！（笑）　《ダンシングヒーロー》《ソードダンス》《ステップ：ファイア》などのダンサーの技ぎ能のうで踊りながら、命中判定のダイスやダメージを増やします！

ウェンディ：ジンは、踊る巨人なんですね！

ＧＭ：なるほど、新種の巨人、舞ぶ踏とう種である、と。

ジン：舞踏種いうな！（笑）　あと、たぶん戦闘ではセットアッププロセスで《ジャイアントグロース》を使って、一〇メートルほどのマッチョな巨人になります。

鈴吹：ネフィリムだし、やはり巨きよ大だい化かしないとな（笑）。

ジン：ええ。これでダメージが＋２されるし、エネミー特技の《超大型》の効こう果かが受けられるから、自分のいるエンゲージを封ふう鎖さできます。

ウェンディ：（データを見て）……しかも、飛行状じよう態たいの敵も封鎖できるんですね。戦せん術じゆつの幅はばが拡がりそうです！　しかもシーフだから素す早ばやいし。

ジン：ただ、防ぼう御ぎよはほとんど考こう慮りよしていない。

久保田：男らしいな（笑）。

ジン：《アンビデクスタリティ》＋《ワイドアタック》によるウッドナイフ二刀流で範はん囲い攻撃をします。あと、頭に被かぶった魔ま性しよう面が特徴です。これを被ったのには理由があるのです。

鈴吹：ほほう。

ジン：これは、ライフパスに関係する設定です。［出自］が隠かくれ里ざとということで、俺はネフィリムの隠れ里出身なんですよ。

久保田：ネフィリムは、普ふ段だんは隠れ里に住んでいることが多いですからね。時折、人里に出てきて交流しているようです。

ジン：そう。その交流が問題でして。ライフパスの［境遇］が〝苦労人〟なんですが、俺、一人前になるために修しゆ行ぎように出ろって言われたんですよ。

鈴吹：なんで？

ジン：チャラすぎるから！

ウェンディ：チャラすぎるから!?（爆笑）

ジン：そう。実は俺、一族でももてあますほどチャラい性格でして。外見年齢は二〇歳前後だけど、実じつ年ねん齢れいで一〇〇歳ぐらいになっても落ち着かない、と。

ウェンディ：一〇〇歳!?　どんだけ落ち着かないの!?

久保田：ネフィリムの寿じゆ命みようは二〇〇～五〇〇歳ぐらいなので、ジンはちょうど、成人するかしないかの瀬せ戸と際ぎわですね。

ジン：で、遊んでばかりだった俺は、怒おこった親たちに「いい加か減げん真面目に成人の儀ぎを受けてこい！」と、隠れ里の外に放ほうり出だされたんです。

久保田：思し慮りよ深ぶかいネフィリムですし、マジェラニカという土と地ち柄がらから考えて、人間や動物、自然と交流し、自分なりに真理を見つけ出すというのが成人の儀なんでしょうね。

鈴吹：おそらく里には独どく特とくの風習があって、一〇〇歳までに成人の儀を済ませないと、一生ガキ扱あつかいで村八分にされちゃうんだな（笑）。

ジン：おお、それ採さい用ようでいきます。じゃあ、ジンの年齢は九九歳ってことで。で、その時に被っておけと渡わたされたのが恐ろしい形相の魔性面。

ＧＭ：なぜ魔性面!?（笑）

ジン：きっと……チャラすぎて町で遊んじゃわないようにってことじゃないですかね（笑）。

ウェンディ：どんだけチャラいの!?

ジン：よく、「ウェーイ」とか言うし、語尾は「じゃん」とか軽い感じかな。

久保田：ほ、本格的にチャラい！（笑）

ジン：でも、この魔性面のおかげで、女の子に声をかけても怖こわがられるばかり。ホント成人の儀なんて最低だよ！

鈴吹：林君、成人式で問題起こすタイプだろ（笑）。

ジン：起こしませんよ!?（笑）　なお、最後のライフパスの［目的］は〝好こう奇き心しん〟でして。最初はしぶしぶだったけど、外の世界は思ってたより面白いんで、旅を楽しんでます（笑）。

久保田：前向きだ！（笑）

ジン：あと、自然や精霊を傷きずつけるものは許ゆるせないし、傷ついた人や動物は放っておけない。

ＧＭ：根は案外真面目なんですね。なるほど、分かりました。



















▼ＰＣ③／ナッツロッカー（レベル４）


──鈴吹太郎



ＧＭ：次は社長、お願いします。

鈴吹（以下、ナッツ）：名前はナッツロッカー。くるみ割わり人形という意味ですが、覚えにくいので、ナッツとでも呼んでください。愛あい称しようはナッちゃんで（笑）。

ウェンディ：ナッちゃん！　かわいい！

ナッツ：八〇センチメートルほどのからくり人形……エクスマキナです。目鼻はなくて、面めん貌ぼうになっています。ちなみに、その中にくるみを入れると、ばりばり割りますよ（笑）。

ジン：何か、某ＭＭＯのからくりみたいだなー（笑）。

ナッツ：クラスはアコライト、ファランクス。《プロテクション》で魔法防ぼう御ぎよ壁へきを張はり、《カバーリング》で身を挺ていして仲間を護まもる。【物理防御力】は26ありますよ。

久保田：種族がエクスマキナで、クラスがファランクス……アルディオンの出身ですね。




エクスマキナ

　戦乱の大陸アルディオン固有の種族。錬金術で作られた機械のボディを持つ。




ファランクス

　同じくアルディオン固有のクラス。重装甲を纏まとった防御に長たけたクラスだ。




ナッツ：ＧＭの許可をとり、そうさせてもらいました。なので、ライフパスの［出自］もアルディオン大陸のものを使っています。

ウェンディ：なるほど。壁役として活躍しそうですね♪

ナッツ：でも外見はそうは見えない。装そう備びしているファインメイスはおたまみたいな外見、ファインシールドは鍋なべの蓋ふた（笑）。サーコートはエプロンみたいな感じで（笑）。

ＧＭ：おたまにエプロン……お手伝いさんみたいな外見ですね。

ナッツ：でも、別に料理はできない。

一同：できないんかいっ!?（一同爆笑）

ナッツ：謎多きエクスマキナなんで（笑）。




　謎すぎである。




ナッツ：なお、一いち人にん称しようは「ワタクシ」、語ご尾びはカタカナで「デス」「マス」「ゴザイマス」。ご主人様にお仕えしていたので、こんな言こと葉ば遣づかいになりました。

ＧＭ：ほほう、ご主人様がいたんですね。

ナッツ：［出自］が騎き士しですので。ご主人様をお護りするのがナッツの仕事でした。

ＧＭ：なるほど、主あるじに付つき従したがう従じゆう者しやって感じですね。

ナッツ：そういうこと。［境遇］は〝渡と来らい〟。本来はアルディオンに来た、というものですが、ここはあえて、アルディオン大陸からマジェラニカにやってきた、ということにしましょう。

ＧＭ：そちらの方が自然ですから、ＯＫとします。

ナッツ：さて、いざご主人様に連れられて、マジェラニカに降おり立たったのですが……。

ＧＭ：ですが？

ナッツ：（ナッツになりきって、甲高い声で）マジェラニカに到とう着ちやくし、気がついたらご主人様がいなくなってしまったのデス！　ということで、［目的］は〝人ひと捜さがし〟。ご主人様を探すことが、現げん在ざいのワタクシの目的デス。

ＧＭ：なるほど（笑）。ちなみに、主人の設定は？

ナッツ：明確には決めてマセン。

ＧＭ：わ、分かりました（笑）。では、そこはおいおい……意外な人かもしれませんね（笑）。

ナッツ：（甲高い声で）そう。設定は決まっておりマセンが（笑）、ご主人様はきっと、ワタクシがいないところで大変な目に遭あっているに違いありマセン！　早く探さねバ！（笑）

ジン：なんかＣ３ＰＯみたいなキャラだなぁ（笑）。

ウェンディ：ナッちゃんは、けっこう感かん情じよう豊ゆたかで、かわいいかも～（笑）。

ナッツ：ワタクシの自己紹介は以上デス。

ＧＭ：了解です。果たしてナッツはご主人様に再会できるのか……ってところで（笑）。



















▼ＰＣ④／ルシャナ・アムルタート（レベル４）


──久保田悠羅



ＧＭ：それでは次、悠羅さんのＰＣ紹介です。

久保田（以下、ルシャナ）：はーい。名前はルシャナ・アムルタートです。種族はヒューリン。二〇歳。名前の由来は、毘び盧る遮しや那な仏ぶつ、大だい日にち如によ来らいから。アムルタートは、「不死の」とか「不ふ滅めつの」とか、そんな意味です。

ＧＭ：毘盧遮那仏から命名してくるとは面白い。

ルシャナ：マジェラニカっぽいでしょ？（笑）

ウェンディ：うんうん、それっぽい！

ルシャナ：メインクラスはメイジ、サポートクラスはガーデナーです。




ガーデナー

　ハンター同様にマジェラニカ固有のクラスだ。ガーデナーは、錬れん金きん術じゆつによって周囲の地形を作りかえる〝庭園術〟の術者である。厳しい大自然の中、マジェラニカの人々が生きるために編あみ出だした魔法の一種である。通つう常じようは村落の開かい拓たくなどに活用されるが、戦闘時にも応おう用よう可か能のうだ。戦場の地形を塗ぬり替かえてしまうその技は、戦局を左右する力を持つ。




ルシャナ：戦闘中では、この庭園術を使って味方を支し援えんします。《ガーデン：荒野》を使ったあとは、効果を受けている人を強化したり、ダメージを５Ｄ軽けい減げんしたりします。

ウェンディ：５Ｄ!?　おおおっ！　強いっ！

ＧＭ：なるほど……つまり、自分の縄なわ張ばりなら最強、ってやつですね！（笑）

ルシャナ：厳げん密みつには、その縄張りに私はいませんが、おおむねそのとおりです（笑）。他にも、《エンチャントウェポン：風》や《フィジカルエンチャント》で、仲間を強化します。

ジン：味方の支援が得意なわけか。

ルシャナ：ええ。主な装備はガーデンステッキ。レビテートローブを着用しているので、飛行状態にもなれますよ。

ＧＭ：（ルシャナのシートを見て）……あれ？　《フライト》を取ってませんでしたっけ？

ルシャナ：ああ、かわたなに以前見せたデータにはあったね。でも今朝、レビテートローブがあれば飛行状態にはなれるから、他のスキルを取得することに切きり替かえたんだよ。

ＧＭ：…………。

ルシャナ：では、ライフパスを説明しましょう。［出自］は〝庭にわ師し〟なので、ヴァルーナの宮きゆう廷てい庭師アムルタート家の次男としました。

ナッツ：宮廷庭師！　良い家いえ柄がらっぽいデスナ。

ルシャナ：宮廷庭師は兄が継ついでるので、一いち応おうガーデナーの修行はしていますが、家を継ぐことはありませんね。

ウェンディ：比ひ較かく的てき、気楽なポジションだな（笑）。

ルシャナ：はい（笑）。で、マジェラニカ大陸を救った英えい雄ゆう、六勇士のひとり、〝眠りの〟ニドラの血を引く家……の分家です。一応、ヴァルーナ王家の分家にあたります。

ＧＭ：かなりの名家ですね。宮廷庭師って、御お庭にわ番のように、宮廷を護る役目もあるんじゃないですか？（笑）

ナッツ：ダジャレかい！（笑）

ルシャナ：庭師とお庭番は違うから（笑）。で、アムルタート家は、マジェラニカ一二庭てい家けという流りゆう派はの一流派で、ヴァルーナ王家に仕えている……ということにしました。

ウェンディ：一二庭家？　茶さ道どうの流派みたいなものか？（笑）　表千せん家け、裏うら千家みたいに。

ナッツ：表庭家と裏庭家があるんだ。……言い方を変えると、裏庭にわ家け（笑）。

ジン：俺んちの裏庭に来いよ！（笑）

ウェンディ：規き模ぼが小さい！（笑）

ルシャナ：て・い・け・ですよ！　間ま違ちがえないでくださいね！（笑）

ＧＭ：しかし、ルシャナはなぜ、冒険者として旅に出たんですか？　宮廷庭師の名門の一族だし、危険に身をさらす理由はなさそうですが……。

ルシャナ：ヴァルーナは過か去こに一度、巨大な魔獣に襲われました。私もそいつと戦いましたが、追い返すのがやっとだったんです。力不足を痛つう感かんするとともに、ヤツを必ず討とう伐ばつしようと誓ちかって、王宮勤づとめを辞やめて冒険者になりました。

ＧＭ：なるほど。外見や性格はどのような？

ルシャナ：性格は真面目で、名めい誉よを重んじます。銀ぎん髪ぱつに青い目、線の細い青年ですね。

ウェンディ：おおっ、イケメンの気配！

ルシャナ：そうですね、イケメンにしてもらいましょう（笑）。

ナッツ：ゆーらさんの真面目エリート系けいか。ということは、必ず罠にはまるな（笑）。

ルシャナ：はい、テーマは墓ぼ穴けつ庭師です。

一同：墓穴庭師!?

ウェンディ：それはまずい！　庭中穴だらけになるぞ！

ジン：ルシャナは宮廷の墓はか守もりなの!?

ルシャナ：そういうことではなく（笑）。真面目すぎる性格なんで、言わないでいいことを言っては、あとで苦労したりするんですよ。自分で穴を掘ほり、あとでそれを埋うめるという。

ナッツ：なんてマッチポンプだ!?（笑）

ＧＭ：…………。

ルシャナ：旅に出たのも、長男あたりとのやりとりで、言わなくてもいいことを言った結果なのかもしれません。意外と挑ちよう発はつされやすいんですよ私。

ＧＭ：わ……分かりました。

ルシャナ：私の紹介は以上です。



















　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：それでは続けて、ＰＣ間コネクションを取得しましょう。




ＰＣ間コネクション

　事前にＰＣ間の関係を決めておくことでセッションを円えん滑かつに進めるルールだ。『ＡＲ２Ｅ』基本ルールブック②Ｐ[image: ]に掲載されている〝関係表〟を用いて、お互たがいの関係を決めていく。




ＧＭ：取得順は、ウェンディ[image: ]ジン[image: ]ナッツ[image: ]ルシャナ[image: ]ウェンディです。まずはウェンディからジンに。

ウェンディ：いくぞっ。（ダイスを振る）45は［恩おん人じん］か。「あなたは彼かれに恩を受けたことがある。恩を返したいと思っているが、未だにその機会はない」とある。うん、行いき倒だおれているところを助けてもらったことにしよう。

ジン：ＯＫです。ズシーンズシーンと荒野を歩いていると、おやこんなところに女の子が……大だい丈じよう夫ぶか？　ちっこいから踏ふみつぶすところだったじゃん？　──と拾い上げたって感じかな。

ウェンディ：ちっこいは余よ計けいだぞ！　……だが、助かった。変なお面の人よ、ありがとう。

ルシャナ：ツンデレか!?（一同爆笑）

ナッツ：ジンガーのジンは恩人のジン！（笑）

ジン：次は俺からナっちゃんだな。（ダイスを振る）26、［信しん頼らい］か。……じゃあ、「体は小さいけど、こいつは硬くて頼たよりになる」と思ってるよ。

ＧＭ：二メートルの……いや戦闘時は一〇メートルか（笑）。とにかく超ちようでっかい巨人を、小さなエクスマキナがかばうことになりますね（笑）。

ジン：俺、図ずう体たいがでかいから、よく攻撃を喰くらうんだけど、そのつど的てき確かくに防御してくれたって感じかな。何度も助けられたから、信頼してるってことで。

ナッツ：信頼は嬉うれしいですが、あまり痛い目には会いたくないもんデス（笑）。

ＧＭ：次は、ナッツからルシャナに。

ナッツ：（ダイスを振る）56は［好こう敵てき手しゆ］……うーん、なんか違いマスねぇ。振り直しマショウ。（ダイスを振る）おっ、24は［取引］デスな。

ルシャナ：どうやら、仕事を何度か請うけ負おったことがあるみたいですね。

ナッツ：おおっ、いい案が浮うかびマシタ！　ご主人様を失っておろおろしていたワタクシは、なぜかジャンク屋に売られてしまったのデス！

ＧＭ：な、なぜ？（笑）

ナッツ：それはワタクシにも分かりマセン……しかし、売れずに処しよ分ぶんされそうになったワタクシを買ってくれたのが、ルシャナ様だったのデス！　……というのはどうデショウ？

ルシャナ：なるほど、ご主人様を見つけるまでの間、私に同行するよう取引をしたんですね。面白いので、私はＯＫですよ（笑）。

ＧＭ：それでは、［取引］で決定ですね。

ルシャナ：最後は私からウェンディに。これはチョイスで［庇護］にします。アムルタート家は、戦いの妖精ヴァルキリーを信仰しています。

ウェンディ：なんと。

ルシャナ：その中でも、〝狩りの女神〟と呼ばれる特別なヴァルキリー、ウェンディのことを支え、立派に成長してもらわねばならない、と思っています。

ウェンディ：ルシャナは頭が良さそうだし、色々頼りにさせてもらおう。

ルシャナ：というわけでルシャナは、ウェンディを敬って、〝我が女神〟もしくはウェンディ様と呼ぶことにしましょう。

ウェンディ：なにか、くすぐったいが、分かったのだ。
















ＧＭ：ＰＣ間コネクションも決定しましたので、最後にギルドサポート、ギルド名、ギルドマスターを決めて、オープニングに入りましょう！




　相談の結果、ギルドマスターはウェンディに決まり、ギルドサポートは、安全に《陣じん形けい》《蘇そ生せい》《祝福》の三つを持っていくこととなった。

　ギルドサポートとは、ギルド全体に効果がある特殊能力のことだ。

《蘇生》はギルドメンバー全員の【ＨＰ】を一シナリオに一回だけ瞬しゆん時じに回かい復ふくさせることができる。《祝福》はギルドメンバー全員の【ＭＰ】を一シナリオに一回だけ瞬時に回復させることができる。いずれも、ＰＣたちが消しよう耗もうし窮きゆう地ちに立った際に役に立つものだ。

《陣形》は一シナリオに三回、戦闘時の各ラウンドの冒ぼう頭とうにあるセットアッププロセスにギルドメンバー全員が戦闘移い動どうをすることができる。戦闘を有利に運ぶために、重要な役割を果たすギルドサポートだ。




　そして、ギルドの命名である。

　しばしの相談の後、ギルド名は、〝ワイルドブルー〟と決まった。

　マジェラニカ大陸の自然と、〝狩りの女神〟ウェンディの青い衣い装しようにちなんでつけられた。




　かくして、準じゆん備びは整った。

　いよいよ──ギルド〝ワイルドブルー〟の冒険が始まる！







　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆護衛依い頼らいと狩りの秘伝




　メール山のふもとにあるカイラーシャは、マジェラニカ王国王都である。

　大陸最大の交こう易えき都市であり、その街角は多くの商人や旅行者、兵士たちで賑にぎわっていた。

〝ワイルドブルー〟は、この街を拠きよ点てんに活動する冒ぼう険けん者しやギルドのひとつである。

　今日もまた仕事を求めて、一行は、ビルーダキ神殿に顔を出していた。




ＧＭ：では、オープニングに移りましょう。ギルド〝ワイルドブルー〟が仕事の依頼を受けるところから始まります。シーンプレイヤーはウェンディ、ＰＣは全員登場です。

ウェンディ：おお、腕が鳴るのだ！

ＧＭ：さて、舞台となるのは、マジェラニカ王国の王都カイラーシャです（と、地図を出すＧＭ。読者の皆さんは左のコラムを参照していただきたい）。
















ウェンディ：ここは大きな山のふもとにあるのだな。

ＧＭ：はい。城じよう壁へきに囲まれた、インドや東南アジア風の家々の並ならぶ街です。この街にあるビルーダキ神殿では、魔ま獣じゆう退治の依頼を受けたり、情じよう報ほうを得たりできます。

ルシャナ：既にこの神殿から仕事を受けた経験はありますか？

ＧＭ：はい。しばらくここを根ね城じろに、簡かん単たんな依頼を受けながら、ウェンディの故郷に呪いをかけた魔獣の情報を集めていたとお考えください。

ジン：俺たちも４レベル。そろそろでっかい仕事がしたいじゃん（笑）。

ルシャナ：いつまでも、雑ざ魚こばかり相手にしていられませんしね。

ウェンディ：わたしもちょっと大物魔獣狩がりに飢うえているのだ。




　獣かなにかですか。




ルシャナ：我が女神よ、〝狩りの女神〟としてその意気や良し、です（笑）。ですが、人々の前では。もう少しまろやかな言動を心がけていただければ（笑）。

ウェンディ：そ、そうだな。助かるぞ、ルシャナ（笑）。と……とにかく、大物魔獣を狩る仕事がないか、さっそく神殿で聞いてみよう。




　ウェンディたちはカイラーシャ旧きゆう市し街がいにあるビルーダキ神殿を訪たずれた。

　彼女たちの眼がん前ぜんには、石造りの台形のピラミッド状の建物がそびえる。

　多くの冒険者たちで賑わう前庭を抜け、一行はひんやりとした室内へと歩を進めた。




ＧＭ：神殿を訪ねると、顔なじみの受付、バドラが明るい笑顔で迎えてくれます。




バドラ・スウェダ

　ビルーダキ神殿の新米事じ務む員いんで、一六歳さいの少女。冒険者たちに魔獣狩りの斡あつ旋せんをしている。持ち前の明るい性格で、荒あらくれぞろいのハンターたちと渡わたり合あっている。

[image: ]




ナッツ：こんにちは、バドラさん。また来マシタよ。

ＧＭ：「あ、いらっしゃいませ！」

ジン：やっほ～、バドラちゃ～ん♪　元気～？　今日こそお茶しない？　魔性面をパカっと外して、声をかけるじゃん。

ウェンディ：こら！　ナンパするな！（笑）

ＧＭ：「ジンさんったら、もう！　あと、成人の儀ぎの途と中ちゆうなんでしょ？　魔性面を外しちゃダメですよ～？」笑顔のまま、ぴしっと手を払はらいます（笑）。

ジン：も～、堅かたいんだからぁ～。ま、そこがしびれるじゃん♪

ＧＭ：「さてと。今日はどんな依頼をご所しよ望もうですか？」

ルシャナ：我々のレベルに見合う依頼はありませんか？

ウェンディ：ちょっとぐらい、無理目の敵でもいいぞ？

ＧＭ：「ウェンディちゃんは相変わらず好戦的ね（笑）。そうですね……遠出になるし、必ずしも強きよう敵てきが出てくるとは限かぎりませんが、ひとつ面白そうな依頼がありますよ」

ジン：おっ!?　マジで!?

ＧＭ：「ええ。ここから五〇〇キロ南方にある荒こう野やに、カトゥーラという集落があるんです。カトゥーラの村長の娘むすめさん、ミサキさんを連れて、カトゥーラに向かう、というものです」

ナッツ：つまり、ミサキさんの護衛デスな。

ＧＭ：「はい。村に着いた時点で、報ほう酬しゆう五〇〇Ｇをお支し払はらいするとのことです」

ナッツ：（甲高い声で）何と！　護衛をするだけで五〇〇Ｇとは！

ウェンディ：ルシャナ、どう思う？

ルシャナ：ふむ……徒歩で片かた道みち二〇日はかかるんで、五〇〇Ｇはそれほど高いということはないですよ。逆に、バドラさんが、私たちに勧すすめた理由が見えないのですが。

[image: ]

ＧＭ：「実はカトゥーラの村には魔獣狩りの秘伝があるそうで。もしかしたら、それが皆さんの目的の参考になるかも……と思いまして」

ウェンディ：秘伝……あの魔獣たちを倒たおす力にできるかもしれないな……。

ルシャナ：ふむ。秘伝とはどのような？

ＧＭ：「秘伝だけに、その実体は不明です」

ジン：秘伝の狩りかぁ……スゴそうじゃん？

ウェンディ：うーん。ルシャナ……大型魔獣の討とう伐ばつではないが、受ける価値はあるだろうか？

ルシャナ：確かに秘伝は気になりますね。それに、この大陸のことですから護衛の最中に、魔獣に襲われる可か能のう性せいは高いです。そこで討伐の経験が積めそうですね。

ウェンディ：なるほど。

ナッツ：（甲高い声で）マ、魔獣怖いデス……。

ウェンディ：ナッちゃんは、何を言ってるんだ？（笑）　わたしたちは冒険者だぞ？

ナッツ：………ハ、ハハハハ。

ウェンディ：決めた。今回の依頼を受けよう。みんなでがんばるぞ！

ＧＭ：了解です。では、この後すぐに依い頼らい人にんと対面することになります。




　ウェンディの決定を受け、バドラは依頼人である、カトゥーラの村長の娘を呼よび出だした。

　やがて、軽く日焼けした肌はだの少女が、ポニーテールの黒くろ髪かみを揺ゆらしながら現あらわれた。




ＧＭ：しばらくしてから、一七歳くらいの少女がひとり、バドラに連れられてやって来ます。黒髪を後ろで縛しばった動きやすそうな服ふく装そうの、健康的な美少女ですよ。

ジン：ひゅー！　美少女！　いいじゃん！

ＧＭ：「こんにちは！　護衛の冒険者さんだよね。あたしはミサキ・ムロート」

ウェンディ：ウェンディだ。〝ワイルドブルー〟のギルドマスターを務めている。

ＧＭ：「へぇー、こんなちっちゃいのに、ギルドマスターなんだ！　すごいねぇ！」

ウェンディ：（小声で）む～。本当は一五歳なのだが……。

ジン：ねえねえ、ミサキちゃんって、かわいい名前じゃん？

ＧＭ：「そう？　ありがとう！」と言いかけ、ジンの魔性面を見てぎょっとした表ひよう情じように。

ジン：おっとゴメンゴメン。魔性面をちょいと外して……俺、ジンっていうんだ！　そこのイケメンがルシャナで、からくり人形っぽいのがナッツね。この依頼終わったら……。
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ルシャナ：（遮さえぎって）はいはい、ナンパは仕事の後で！

ジン：ちぇー！　ルシャナは委員長みたいだなぁ（笑）

ウェンディ：とにかくミサキをカトゥーラの村まで護衛すればいいんだな？

ＧＭ：「まぁね。やっぱり街から街への移動は、魔獣に襲われる可能性があるし」

ルシャナ：まあ、それがマジェラニカ大陸ですからね。

ＧＭ：「ちょっとカイラーシャの用事が長引いたんで、遅おくれずに村に戻もどりたいって事じ情じようがあって。……もうしばらくすると、村ではたくさん魔獣が出るからね」

ナッツ：（怯おびえたように）魔獣がたくさん……デスか？

ＧＭ：「そう。そいつらを狩るために戻るんだ。うちの村、今が魔獣狩りの季節だから」

一同：魔獣狩りの季節!?（笑）

ウェンディ：まるでキノコ狩りみたいな軽さだ！（笑）

ＧＭ：「ま、似にたようなもんだよ」

ルシャナ：ぜんぜん別物ですよ！（笑）

ＧＭ：「とにかく、急いで戻りたいんだ。あたしが行かないと、収しゆう穫かく高だかに影えい響きようしちゃうからね。こう見えても、一人前の狩人かりゆうどなんだよ？」と、ちょっと得意げに言いますよ。

ウェンディ：ミサキもハンターか！

ＧＭ：はい。よく見ると、戦う者特有の、引き締まった無む駄だのない身体つきをしています。

ジン：なるほど。そんなミサキちゃんでも、村に帰るのに護衛が必要なんだ。

ＧＭ：「それはそれ。一流の狩人といっても、あたしだってうら若わかき乙おと女めだよ？　まぁ、ウェンディちゃんの方が若いけどね、あはは」

ウェンディ：む～っ、本当は一五歳なんだったら～！（笑）

ルシャナ：それはともかく、ひとつ質問があります。

ＧＭ：「何？」

ルシャナ：カトゥーラ村には、魔獣を狩るための秘伝がある、という話を聞いたのですが……それはやはり門外不出なのですか？

ＧＭ：「そうね。あんまり外には出さないようにしてるんだ。稼かせぎに関かかわってくるからね」

ルシャナ：なるほど。……実はこのウェンディ様、故郷の村がとある魔獣に呪のろわれてしまい、その魔獣を倒すために冒険者になったのです。

ＧＭ：「そっか……ウェンディちゃん、こんなに小さいのに……大変だったんだね」

ウェンディ：故郷の村を助けるためだ。いくらでもがんばれるぞ。

ジン：け、けなげじゃん！

ウェンディ：故郷の村を助けるためだ。魔獣はいくらでも倒す。

ジン：か……狩り尽くす気じゃん!?（一同爆笑）

ルシャナ：と、とにかく（笑）。村のご事情は分かります。しかし、秘伝があれば、かの魔獣を倒す力になるかもしれません。依頼を果たしたら、どうか教えてくださいませんか？

ウェンディ：魔獣を倒して、故郷の呪いを解きたいのだ……頼む。教えてはくれないか？

ＧＭ：彼女はしばらくの間悩なやみ、「分かった。親おや父じに頼んでみるよ」と頷きます。

ウェンディ：おお、ありがとう！

ＧＭ：「ようし、決まり！　じゃ、出かける準備が整ととのったら、さっそく出発しようか！」

ウェンディ：じゃあ、さっそく準備をしよう！

一同：了解！

ＧＭ：では、〝ワイルドブルー〟の旅が始まる──というところで、シーンを終了しましょう。

[image: ]







　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆大地に落ちる黒き影かげ




　カトゥーラへの旅は、ひたすらに荒こう野やを踏とう破はする旅であった。

　風に逆さか巻まく土つち埃ぼこり。焼けるような日差し。乾かん燥そうした空気。魔ま獣じゆう・動物たちの襲しゆう撃げき。悪あく条じよう件けんの旅路は、ウェンディたちの体力を着実にそぎ落としていく。

　野や営えいの夜は泥どろのように眠ねむり、また目的地へ向けて歩き出す。

　そんな旅を続ける一行の前に待まち構かまえていたのは……。




ＧＭ：さて、ここからミドルフェイズに入っていきましょう。シーンプレイヤーはジン。ＰＣは引き続き、全員登場です。

ジン：ミサキちゃんを連れて、歩いてカトゥーラに向かってる、ってところかな？

ＧＭ：そのとおりです。カイラーシャから南方へ向かうルートは、遠くに火山帯が見える、緑の少ない荒野が続いています。

ウェンディ：ふーむ、見み渡わたす限かぎりの荒野か。

ＧＭ：皆みなさんは、ミサキの案内の元、何日も何日もひたすらに南へ進んでいくわけです。

ウェンディ：最初のうちは、みんなと合わせて、がんばって歩いているのだが……だんだん、疲つかれて大人の歩ほ幅はばについていけなくなってしまうのだ。

ジン：あれ、ウェンディがいないじゃん？

ウェンディ：す、すまない……。みんな、ちょっと……待ってくれ……！

ルシャナ：ああっ、我が女神よ、申もうし訳わけありません！　大だい丈じよう夫ぶですか？

ジン：やれやれ、しょうがねぇなぁ。じゃあ巨きよ人じん本来の姿すがたになってウェンディに提てい案あんしよう。俺おれの肩かたに乗るといいじゃん。

ウェンディ：よ、よいのか？

ジン：いいよ。小さくて軽いから、全然負ふ担たんにならないじゃん。

ウェンディ：……すまない。

ジン：いいっていいって。とひょいっとウェンディを肩に乗せて進むぜ。

ウェンディ：いい眺めだ。ありがとう、ジン。ちょっと嬉しくなって言うぞ。

ＧＭ：さて、仲間同士で助け合いながら、〝ワイルドブルー〟は荒野を進みます。旅は過か酷こくでしたが、二〇日目になろうかという頃「もうすぐだよ」とミサキが言います。

ジン：おお！　で、ミサキちゃん。「もうすぐ」って、あとどれぐらい～？

ＧＭ：「あと半日ぐらい。でも……ここからが本番なのよね」

ルシャナ：ここからが本番？　それはどういうことですか？

ＧＭ：「まあ、見れば分かるよ」と、彼かの女じよが言ったその時……皆さんの目の前に、ちょっと変わった光景が現あらわれます。




　一行のカトゥーラ村への進路に並へい行こうして、大きな〝溝みぞ〟が延のびていた。運うん河がが渇かつ水すいしたかのようなその〝溝〟は、カトゥーラの村に向けてどこまでも続いているようだ。




ジン：うひゃー！　でっかい溝だなー！

ウェンディ：な、何だこれは？

ＧＭ：この溝、幅はばは五〇から七〇メートルほどあり、深さはおよそ一メートルです。イメージとしては、水が涸かれた巨きよ大だいな運河や用水路が、真っ直ぐ続いているような感じですね。

ナッツ：一メートルデスか……落ちたら、怪け我がをしてしまいマスな。

ウェンディ：確かに。──ルシャナは頭がいいし、この溝を見れば何か分からないか？

ルシャナ：（少し考えて）これはもしかして、魔獣の残した痕こん跡せきではないでしょうか？

ＧＭ：いかにも、そのとおりです。

ルシャナ：ふーむ、蛇へびのような魔獣ではないかと思うのですが……エネミー識しき別べつで調べることは可か能のうですか？

ＧＭ：はい、調べることはできますよ。

ルシャナ：よし。《モンスターロア》を使って、エネミー識別をしてみましょう。

ＧＭ：分かりました。識別値ちは13です。それでは、判はん定ていをどうぞ。

ルシャナ：【知力】は６ありますよ。（ダイスを振ふる）８ですね。達たつ成せい値は14！

ＧＭ：どうやら、魔獣の通った跡あとのようであることは分かります。しかし、ルシャナの持つ知ち識しきと照らし合わせても、このような跡を残して移い動どうする魔獣はいません。

ルシャナ：なるほど……どうやら新種の魔獣のようですね。

ジン：そうだ。ミサキちゃん、「ここからが本番」って言ってたじゃん。もしかして、この跡をつけた魔獣のこと、知ってるのか？

ＧＭ：「そりゃそうさ！　だって、うちの村の風物詩だからね」

ジン：風物詩!?　これが!?

ルシャナ：ということは、この近辺に徘はい徊かいしてる魔獣……ですか？

ＧＭ：「そうなんだよ」

ナッツ：おお、恐おそろしい……！　きっと、恐ろしいハンマーを持った、巨大な戦車のような魔獣に違ちがいありマセン！　ぶるぶるぶる（一同笑）。

ルシャナ：さすがに戦車のような形ではないと思いますが……（笑）。

ウェンディ：うーん、どんな魔獣なのだろうか……。

ＧＭ：さて、溝を前にそんな話をしていると、日の光に照らされ、何かがきらりと光ります。

ウェンディ：む？　あれは何だ？




　近ちか寄よったウェンディが見つけたのは、一メートルはあろうかという半はん透とう明めいの薄うすい板のような物体であった。扇おうぎ形がたをしたそれは、日に照らされて薄い虹にじ色いろに輝かがやいていた。




ウェンディ：扇型の半透明の薄い板!?　ルシャナ、また見てくれないか？

ルシャナ：新種の魔獣のものでしょうか。ちょっと調べてみましょう。

ＧＭ：では、エネミー識別をどうぞ。識別値は、先ほど同様、13です。

ルシャナ：（ダイスを振る）お、高いですよ。出目は11ですから、達成値17です。

ＧＭ：すばらしい。この物体、どうやら鱗うろこのようです。

ジン：鱗!?　こんなでっかいのに!?

ルシャナ：ええ、そのようです。

ウェンディ：新種の魔獣は、やっぱり蛇なのか？

ルシャナ：何ともいえませんね。ドラゴンにも鱗はありますから。

ウェンディ：ドラゴン!?　むむむっ、思いの外大物とやれそうだな──ジン、ナッちゃん♪

ナッツ：ひえぇぇぇっ!?　ドラゴンですかぁ!?

ジン：ハハハ！　強きよう敵てきを前に荒あらぶるウェンディは誰だれにも止められねぇじゃん（笑）。

ルシャナ：それにしても、ミサキ殿……。鱗だけで一メートルとは、ちょっとカトゥーラの魔獣は大きすぎはしませんか？

ＧＭ：「やっぱそう思う？　でも、主様は大きいから、鱗もこれぐらいなんだよー」

ルシャナ：……主様？

ＧＭ：「そっ、主様。あたしたちはそう呼よんでるよ」

ウェンディ：この鱗、透すき通とおって綺き麗れいなのだ。

ＧＭ：「でしょ？　いい値ね段だんで売れるんだ。うちの村では、これを利用して工芸品を作ったり、加工して窓まどガラスの代わりにしたり、色々使ってるんだよ」

ウェンディ：（興きよう味み深ぶかそうに）へぇー……すごいなぁ。

ＧＭ：と──その時。ほのかに生なま臭ぐさい一陣じんの風が、皆さんのそばを吹ふき抜ぬけていきます。

一同：生臭い風!?（笑）
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ウェンディ：な、何だこのにおいは……！（笑）

ジン：風はさわやかなものであってほしかった！（笑）

ルシャナ：うーむ、何ともいえぬ心ここ地ちになりますね……（笑）。

ナッツ：ワタクシ、鼻がないので分かりマセンぞ？（笑）

ウェンディ：ナッちゃんずるい！（笑）

ジン：……って、ちょっと待てよ？　これってさ、近くに新種の魔獣がいるんじゃないか？

ルシャナ：確たしかに、その可か能のう性せいはあります。周囲を見回してみましょう。

ＧＭ：では、空に狼煙のろしがふたつ、上げられたことに気づきます。カトゥーラへ向かう道の手前側からひとつ上がり、その先にひとつ上げられたようです。

ルシャナ：狼煙？　ミサキさんあれは何ですか？

ＧＭ：「主様の接せつ近きんを村に報しらせる狼煙よ」とこともなげにミサキは言います。

ウェンディ：おお、この狼煙の先に……。ついにカトゥーラの魔獣を見られるのだな！

ＧＭ：はい。そして、ふたつの狼煙の中間点付近に、何か黒い物体が浮うかんでいます。

ウェンディ：な、何だあれは!?

ジン：ミサキちゃん……あれ、近づいても平気なの？

ＧＭ：「ああ、主様は追いかける分には大丈夫だよ」

ウェンディ：あれが主様……よし、近づいてみよう。

ルシャナ：そうですね、危き険けんでないのなら、後学のために少し観察したいところです。

ジン：よっしゃ！

ＧＭ：では、皆さんがその点に向けて進んでいくと、やがて空中に浮かぶ黒い物体は、その輪りん郭かくを明らかにしていきます。

ウェンディ：おおっ!?

ＧＭ：その形けい状じようは────流線型のフォルム。

一同：流線型!?




　三日月型のエラ、空にゆらめく鰭ひれ。




一同：エラに鰭!?




　太陽光を照り返し、艶あでやかに光る鱗に包まれた漆しつ黒こくの体。




一同：………………。




　そう。それは、全長一キロに及およぼうかという一匹ぴきの巨大な────、



















マグロであった。




一同：マグロなのかよっっっっっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：はい、そりゃもう立りつ派ぱなマグロです（笑）。

ルシャナ：先程からのこの生臭さ、魚のにおいでしたか（笑）。

ウェンディ：というか、ただの魚ではあるまい。なぜ、あのマグロは空を飛べるのだ？

ＧＭ：「ああ、あれね。どうやら、体から地面の方へ魔ま力りよくを噴ふん射しやして、空に浮いてるらしいんだよね。何でそんなことできるのかは、あたしにも分からないけど」

ジン：あの〝溝〟は、あの魚が通った跡だったのか……。

ナッツ：はっ！　つまり、あの魚の下にいると、ぺっちゃんこにされてしまうのデハ!?

ルシャナ：全長一キロもあろうかという巨きよ体たいを支ささえる魔力が打ち付けられているのだから、地面もえぐられるでしょうな。

ＧＭ：いかにも。ロケット噴射の真下にいるようなものだとお考えください。

ウェンディ：そ、それはすごく危ないのだ！

ジン：うかつに下に潜もぐり込こんだら、俺たちもぺしゃんこだぞ！

ルシャナ：ふむ……実に興きよう味み深い魔獣ですね。懐ふところから手帳を取り出して、細かくメモしていきますよ。それで、あの魔獣の名前、いったい何というのですか？

ＧＭ：「見たまんまだけどね、超ちよう巨きよ大だいオカマグロっていうんだよ」

一同：オカマグロ!?（笑）

ＧＭ：ちなみに、陸の鮪まぐろと書いて、オカマグロです。見た目はそのまま、黒いマグロの姿をしています。

ルシャナ：（沈ちん痛つうな表ひよう情じようで）…………あのさ。

ＧＭ：はい。

ルシャナ：そういえば、このシナリオのタイトルは『進しん撃げきの魔ま黒こく』でしたね。

ＧＭ：魔の黒と書いて〝まこく〟です。

ルシャナ：……もしかしなくても、タイトルは〝まこく〟じゃなくて〝まぐろ〟……？

ウェンディ：はっ!?

ジン：なにぃっ!?

ＧＭ：…………。

一同：…………。

ＧＭ：とうとうバレてしまったようですね。いかにも！　このシナリオの真のタイトルは『進撃のマグロ』だったんですよ。

一同：ダジャレかよ────っ!?（一同爆笑）

ウェンディ：た、確かに〝意味〟はあったが（笑）。

ナッツ：ぜんぜん〝深く〟ねぇ──っ!?（笑）

ルシャナ：く、くだらん（笑）。

ＧＭ：だから気にしなくていいって言ったじゃないですか！

一同：…………。

ウェンディ：…………はぁ～ぁ（[image: ]深いため息）。




　ズオオオオオオ。

　ＰＣたちの間に流れる微び妙みような空気をよそに、

　オカマグロの〝主〟は空を征いく。

　大地をえぐり、土埃をもうもうと立てながら。

　そのつぶらな瞳ひとみは「何も考えていない」──と全力で物語っていた。




ＧＭ：道すがらミサキは説明します。カトゥーラの村はオカマグロ猟で生計を立ている、と。

ルシャナ：あ、あの全長一キロメートルはある超巨大なオカマグロを狩るのですか？

ＧＭ：「本命はもっと小さなオカマグロの群れさ。〝主様〟の後から約一日遅れで行動してるんだ」とミサキが主様の進路の後方を指差すと、そこにはウロコ雲のような影が見えます。

ナッツ：なるほど。無数の魚の影が雲みたいになっているのデスな。

ウェンディ：オ、オカマグロ猟の村だったのだな。

ジン：おおおおおおっ！　マグロきたぁ────っ!!




　だが、この魔獣の存そん在ざいが、ひとりの男の魂たましいに火をつけた。




ジン：（目を輝かせ）マグロが出てきて超ちよう嬉しい！　俺、マグロ大好きなんだよねっ!!

ウェンディ：ん？　マグロを見て興こう奮ふんするなんて、ジンは新種の変へん態たいか？

ジン：変態違うわっ!?（一同爆笑）　マグロが好きなのはプレイヤーの方ですから！

ナッツ：じゃあ、林君が変態!?

ジン：変態はもういいからっ!?（笑）　（熱を込こめて）実は俺、テレビのマグロ漁りようの特番とか、大好きなんですよ！

ルシャナ：あ、時々マグロ特番ってあるよね。

ジン：特にダイナミックな一いつ本ぽん釣づり漁が好きでさ！　そもそもマグロって、でかいやつだと一匹びき数百万とかするんだよ。釣れる保証はないけど、でも釣れたら一発当たる、釣り人びとにとってはギャンブルだけど、そこに男の浪ろ漫まんがあるんだよ！

ナッツ：は、はぁ。

ジン：ちなみに、群むれによって好みがあるので、餌えさもイカあり、トビウオあり。でも、釣れるのは先せん導どうするヤツだけ。だから、群れひとつに付き一匹しか釣れないんですよ。

ウェンディ：へぇ～、そうなんだ！　くわしいんだなぁ。

ジン：マグロ大好きだからなっ！（[image: ]いい笑え顔がお）




　予想外の大ウケであった。まあ、喜んでもらえたのなら、結果オーライであった。




ルシャナ：……しかし、ＧＭ、なんでマグロ？

ＧＭ：いやぁ、実は私わたし、子どもの頃ころは釣りばかりしてましてね。いつか海洋ものがやりたいな、と考えていたんですよ。

ルシャナ：だったら荒野でやるなよっ!?（爆笑）




　ごもっともである。




ナッツ：それにしても、カトゥーラの村は、マグロ猟の村だったのでゴザイマスねぇ。

ＧＭ：「ま、そういうことになるかな」と言って、ミサキは笑います。「それじゃ、村に行こうか！　みんなあたしの帰りを待ちわびてる頃だろうしね」

ウェンディ：ああ、そうだな。案内してくれ。

ＧＭ：では、「こっちだよ！」とミサキが案内し、村に向かう……といったところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。
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◆Middle02◆群むれ集つどう村




　カトゥーラの村の目前で〝ワイルドブルー〟が見たもの。

　それは空を飛ぶ魔獣、超巨大オカマグロだった。

　そして魔獣がもたらした破は壊かいの爪つめ痕あとは、一行の胸むねにその身に秘ひめたパワーの凄すさまじさを、まざまざと見せつけるのであった。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはナッツ、ＰＣは全員登場です。皆さんはミサキに連れられて、再ふたたび村に向けて歩いています。

ウェンディ：ちなみに、オカマグロは今どんな風なのだ？

ＧＭ：超巨大オカマグロは、地面をえぐりながら、ゆっくりと進んでいます。さすがに危険ですので、皆さんは超巨大オカマグロと距きよ離りをとりながら進んでいます。

ウェンディ：ミサキたちは、あれを狩からないんだよな。

ＧＭ：「あはは、主様は災さい害がいみたいなもんだからねぇ。さっきも言ったけど、さすがにあれを狩るのは無理だよ」

ルシャナ：あれについて来る、もっと小さいやつを狩るんでしたね。

ナッツ：ほっ、よかったデス。あいつを狩ると言われたら、ワタクシ、うっかりここからお暇いとまさせていただくところデシタ（一同笑）。

ウェンディ：……わたしはちょっと、しょんぼりだぞ。激しい戦いが楽しめると思ったのに。

ルシャナ：前向きなのはよいことです（笑）

ウェンディ：敵てきに《超ちよう大おお型がた》があると、ダメージが上がるスキルがあって、それが活いかせないのが残念で。

ナッツ：ゲーマーデスねぇ（笑）。

ジン：しかし、主がこの大きさなら、小さいという他ほかのオカマグロも、かなりの大きさじゃねぇかな。

ＧＭ：「さすがに主様ほどじゃないけど、大きいよ」

ウェンディ：（目を輝かせて）本当か!?　《超大型》はついているのか!?（一同笑）

ＧＭ：「ついてるのもいると思うよ」（笑）

ルシャナ：メタな答えを返さないでください（笑）。

ウェンディ：よぉし、早く村に行って、一いつ緒しよに狩りに参加させてもらおうっと♪




　この日一番の笑顔を見せる大竹さんであった。

[image: ]




ＧＭ：では、黒く輝かがやく超巨大オカマグロとの距離が縮ちぢまるにつれて、地面をえぐる音が激はげしくなってきます。まるで暴ぼう風ふう雨うと地鳴りが重なったような轟ごう音おんです。

ナッツ：ひ、ひえぇ～、恐ろしい～！（笑）

ウェンディ：す、すごいものだな。

ＧＭ：一定のペースで、ゆっくりと空を泳いでいた超巨大オカマグロは、遠い方の狼煙の地点を通とおり過すぎ、そのまま去っていきます。

ジン：いやぁ、すげぇ！　近くで見ると圧あつ巻かんだったなぁ～！

ウェンディ：う～ん、やっぱりあいつとも戦いたい……（笑）。

ルシャナ：プロであるミサキさんが「戦うのは無理だ」と言うのですから、我われ々われでは歯が立たないと思います、あきらめましょう（笑）。

ＧＭ：やがて、皆さんは超巨大オカマグロの過すぎ去さった、狼煙の地点に到とう着ちやくすることになります。「さ、着いたよ」とミサキは言いますが、そこには半はん壊かいした狼煙台しかありません。

一同：えっ？

ルシャナ：半壊した狼煙台しか、ない？

ＧＭ：はい。それと、超巨大オカマグロの通った跡が残っています。あとは一面の荒野。

ジン：えっと……ミサキちゃん、着いたって……。

ウェンディ：ここが、ミサキの村……カトゥーラだった場所なのか？




　ウェンディたちは周囲を見回し、呆ぼう然ぜんとした表情を見せる。

　それも無理はない。超巨大オカマグロによる魔力の嵐あらしにより、村は跡あと形かたもなく破壊されてしまった………ようにしか見えなかったからだ。

　しかし────。




ＧＭ：（すがすがしい笑顔で）「ああ！　ここがあたしの故こ郷きよう、カトゥーラだよ！」

ナッツ：そ、そんないい笑顔で、すがすがしく言われマシテも……（笑）。

ウェンディ：ミサキ！　がしっと手を握にぎる！

ＧＭ：「ん？　何？」

ウェンディ：ミサキも、わたしと同じ境きよう遇ぐうだったのだな……村を失うしなってもなお、この場所を故郷だと思っているのだな……！

ＧＭ：「あー、ごめんごめん。説明不足だったね」彼女はばつが悪そうに頭をかきます。

ウェンディ：……え？　違うの？

ＧＭ：「うん。すぐ分かるから、ちょっと待ってて」

ウェンディ：？　言われたとおり、待っていよう。

ＧＭ：すると……遠くから、地鳴りとともに土つち煙けむりが見えます。

ナッツ：ひぃっ!?　ま、またオカマグロでゴザイマスか!?

ＧＭ：「大丈夫。あれが、あたしの村だよ」




　土煙を立てて現われたのは、車輪のついた家々であった。

　それらは、半壊した狼煙台を中心に群れ集う。そして見る間に、荒あれ果はてた荒野に過すぎなかったこの場所が、あっという間にひとつの村へと変へん貌ぼうを遂とげたのであった。




一同：おおおーっ！

ＧＭ：「この移い動どう式しき家屋が、カトゥーラの秘ひ伝でんの一いつ端たんさ！」ミサキは得意げに胸を張はります。

ウェンディ：家が移動してきた……？　ど、どういうことなのだ？

ルシャナ：おそらく、錬れん金きん術じゆつを使っているのでしょうね。

ＧＭ：そうです。この家は錬金術製せいですね。マジェラニカ大陸は、魔獣の惨さん禍かと隣となり合あわせの過酷な土地。これは、そんな大地で暮くらす人々の生きるための知ち恵えなのです。

ウェンディ：ようするに、カトゥーラの人たちは、超巨大オカマグロのもたらす災さい厄やくから逃にげられるように移動式の家を作って、村としたのだな。

ＧＭ：そのとおりです。

ナッツ：とてつもない努力デスなぁ。

ＧＭ：生きるためですから。ちなみに、超巨大オカマグロの経けい路ろを読み、いち早く退たい避ひするため、〝マグロ予よ報ほう士し〟がいまして。狼煙台は彼らの職しよく場ばってことになります。

ルシャナ：先ほどの狼煙は、逃にげ出だすための合図だったわけですね。

ＧＭ：そういうことです。そして、超巨大オカマグロの通った跡に村を移うつし、そのあとに来る小さなマグロたちを捕つかまえて、生計を立てているわけです。

ジン：面おも白しれれぇー！　里を降おりて人間の町を見てこいって言われるわけだ！

ルシャナ：この村独どく特とくの暮らし方でしょうね。通つう常じようは、魔獣の生せい息そく域いきと重ならないように村を作りますから。ていうか、ホント初耳だよ！（[image: ]マジェラニカ大陸の設せつ定ていを作った人）

ＧＭ：はっはっは。

ルシャナ：マジェラニカは広いから、こんな村があってもいいけどさ（笑）。

ＧＭ：ちなみにオカマグロも海のマグロ同様、高たか値ねで買い取られ一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらえるんですよ。なので、カトゥーラは魔獣の生息域に近いところに成立した村なんです。

ナッツ：ふむ、その必ひつ要よう性せいに応おうじて、移い動どう型がた住じゆう居きよの村になったのデショウな。

ルシャナ：実に興味深い話です（笑）。

ＧＭ：さて、家々が移動を終え、騒さわぎはしだいに落ち着いていきます。すると、筋きん骨こつたくましい壮そう年ねんの男だん性せいがひとり、「ミサキ！　帰ってきたか！」と言って、皆さんを出で迎むかえます。

ナッツ：ミサキ様、この方は？

ＧＭ：「あたしの親おや父じだよ。親父、護ご衛えいしてくれた〝ワイルドブルー〟の人たちだよ」とミサキが皆さんを紹しよう介かいします。

ウェンディ：おお、わたしもご挨拶したいと思っていた。

ＧＭ：「ミサキの父親のオーマだ。網あみ元もと……あんたら風に言うと、村長ってとこだな」

ジン：網元かよ！（笑）

ウェンディ：〝ワイルドブルー〟、ギルドマスターのウェンディだ。

ＧＭ：「おお！　大おお海うな原ばらを想そう像ぞうさせる、素す晴ばらしいギルド名だな！」

ルシャナ：ここは荒野ですけどね。




　それは言わない約束である。




ＧＭ：彼は皆さんを改めて見て、白しら髪が交じりの頭を搔きながら言います。「娘むすめが世話になったな……と言いたいところだが。あんたら本当に冒ぼう険けん者しやか？　ギルドマスターは、女の子だし、おっかない仮か面めんをつけてるヤツはいるし、おたまを持ったからくり人形はいるし」

ウェンディ：う、痛いたいところを突かれたのだ！




　痛いところだったのか。




ＧＭ：そこはミサキが取りなしてくれます（笑）。「親父！　見た目なんてどうでもいいだろ？　あたしを無事にこの村まで護衛してくれたウェンディたちの実力は本物さ」

ジン：おお、ミサキちゃん、ナイスフォロー！（笑）

ＧＭ：オーマ村長はしばらく腕うで組ぐみをしたあと、「ま、細かい話はあとにしようか。まずは娘を護衛してくれた礼をさせてくれ」と、皆さんを自じ宅たくに案内しようとします。

ジン：網元だし、家もかなりでかいんじゃないかなー？

ＧＭ：はい、村の中でも一番大きく、立派なものです。

ウェンディ：それじゃあ、お邪じや魔まするのだ。

ナッツ：そういえば、ワタクシたちのお仕事は、これで達成ということになりマスね。

ＧＭ：はい、見事クリアできました。五〇〇Ｇを差し上げます。といったところで、シーンを終了しましょう。
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◆Middle03◆網元の家で……




　カトゥーラの村長オーマの家は、移動家屋とは思えないほどの立派な家であった。

　ウェンディたちは、カトゥーラ特有の見たこともない内ない装そうで飾かざられた一室に通された。

　やがて、皆をもてなすオカマグロ料理の香こうばしいにおいが漂ただよってきて……。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはルシャナ、引き続きＰＣは全員登場です。村長の家の一室に通されました。

ルシャナ：お邪魔いたします。

ＧＭ：まず皆さんは、大黒柱が太く立派なオカマグロの背せ骨ぼねであることに気づきます。

ウェンディ：何と！　オカマグロの骨ほねを柱にしてるのか!?

ジン：きっと見た目以上に軽量で、硬かたくて強きよう靱じんなんだよ。

ＧＭ：「おお、仮面の旦だん那なはお目が高いねぇ。軽くて強いオカマグロの骨は、移動家屋の素そ材ざいとしてはもってこいなのさ」

ウェンディ：へぇ～、そうなのかぁ。

ＧＭ：他にも、採さい光こう窓まどには磨みがかれた鱗うろこがはめ込まれています。このようにオカマグロの骨や鱗を加工して、家の素材にしているようです。

ルシャナ：魔獣をここまで活用するとは……。

ＧＭ：そのほか大猟旗がかけられていたり、猟師の家って雰ふん囲い気きが随ずい所しよに滲にじみでています。

ジン：きっと、大物を獲とった記念に切った尻しつ尾ぽが飾かざってあるんだよ。尻尾の輪切りの切り口を見ると、だいたいの大きさが分かるからね。

ナッツ：他にも、鮫さめの歯とか飾ってありそうデスねぇ。

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。さて、オーマはミサキと一緒に、皆さんを歓かん待たいするためにオカマグロづくしの手料理を振ふる舞まってくれます。

ウェンディ：やはりオカマグロ料理なのだな（笑）。

ジン：でも、こいつら魔獣でしょ？　どうやって食べるんだ？（笑）

ＧＭ：実は魔獣にもエネミーガイド掲載のマウントマイマイのように、まれに食べられるものがいまして。

ルシャナ：ああ、あの珍味と名高いあいつですね。

ＧＭ：オカマグロの場合、邪悪なる気──瘴気の溜まっている特定の内ない臓ぞうをさければ食用可能ということで（笑）。

ジン：きっと魔獣には瘴気袋があって、魔獣の調理をするには免めん許きよがいるんだよ！（笑）

ルシャナ：ということは、各家庭の台所には、鍵かぎ付きのゴミ箱がありますね（笑）。




　それは河ふ豚ぐの話である。




ＧＭ：そんなこんなで、食事がどんどん運ばれてきます。尾お頭かしらつきの刺さし身みや、脂あぶらののった部分を分ぶ厚あつく切った、オカマグロのステーキなどが出されます。

ジン：すげぇ。じゅるりとよだれを拭ふくぜ。

ＧＭ：群れの本隊はまだですが、群れからはぐれた一匹が捕つかまっていてそれを饗きようしてくれているようです。「ほらお嬢じようちゃん、オカマグロのカマはうまいんだぞ！」

ウェンディ：ありがとう、村長さん！

ＧＭ：「そしてこいつが、同じ量の金に匹ひつ敵てきするってぇいう、オカマグロのトロだ！」と言うと同時に、ウェンディと同じぐらいの大きさに切り分けられたトロがどんと出てきます。

ジン：おおおーっ!?　す、すごい！

ルシャナ：こ、これはかなりの高級品ですよ！

ウェンディ：あのぅ……これも、いただいてよいのだろうか？

ＧＭ：「もちろんだ！　うちのかわいい娘を送おくり届とどけてくれたんだから、その礼だ！」と豪ごう快かいに笑って、オーマは手ずからトロを切り分け、振ふる舞まってくれます。

ナッツ：おお、報ほう酬しゆうももらったうえに、この好こう待たい遇ぐう……実に豪ごう勢せいデス。

ジン：うんまぁーいっ!!　何だこりゃ、舌したの上で脂がとろけるぅーっ!!

ルシャナ：料理漫まん画がのリアクションかいっ！（笑）

ジン：巨きよ人じん化かして踊おどりてぇ──っ!!

一同：すんなぁ─────!?（一同爆笑）

ナッツ：家が壊こわれるのはさすがにマズイのデハ？

ウェンディ：もう、ジンには困こまったものだな。本当に子こ供どもみたいだぞ。

ジン：だって俺、成人の儀ぎがすんでないんだもーん！

ルシャナ：お前のご両親の苦労が分かった気がするわっ!!（一同爆笑）




　賑にぎやかな（というか騒さわがしい）こと、このうえない宴うたげが続く。

　と、ウェンディが真しん剣けんな顔で、オーマ村長に話を切り出した。




ウェンディ：ところで、オーマ村長。オカマグロって、みんな、こんなに大きいのか？　と、骨の柱や飾られている尾びれを見て聞こう。

ＧＭ：「おうよ。でもな、俺が若わかい頃ころに獲とったやつは、こんなにでっかくてなぁ……」と、オーマは上じよう機き嫌げんで若い頃の自じ慢まんを始めます（笑）。

ジン：あはは、そりゃすごいっすねぇー！

ウェンディ：オカマグロ猟りようはいつ始まるのか？

ＧＭ：「うむ。出しゆつ猟りようは明日だ。本命の群れは主様から一日ほど遅おくれて来るからな」

ウェンディ：その狩りをぜひ、見学……いや、参加させていただきたいのだ……。

ＧＭ：「むぅ」と、思案顔のオーマ。するとミサキも口くち添ぞえしてくれますよ。「あたしが無事に帰れたのも、この人たちのおかげなんだ。そのお礼だと思って、頼たのむよ、親父」

ウェンディ：お願いなのだ。わたしの故郷の村を襲おそった魔獣を倒たおすために参考になりそうなことはなんでも体験したいんだ。

ＧＭ：では、ウェンディの真剣な視し線せんを見てオーマは頷うなずきます。「分かった。娘の頼みもあるから、猟への参加を許可しよう」

ウェンディ：おお、ありがとうなのだ。

ＧＭ：「出発は明日の早朝だ。そういうことなら早めに休まんと、起きた後がつらいぞ」

ウェンディ：うむ、ちょうど眠くなってきたところだし、今日は早く寝ねるのだ（笑）。

ナッツ：（不安そうに）皆みな様さま、本当に一緒に行かれるのデスか？

ウェンディ：どうしたのだ？　オカマグロ、嫌きらいなのか？

ナッツ：いやいや、食べるだけならば嫌いではないのデス。しかし、あんな巨大な魔獣を捕ほ獲かくしに行くなど、命がいくつあっても足りマセンよ……ぶるぶる。

ルシャナ：もしかしたら、ナッツのご主人様が興味を持って見に来るかもしれませんよ？

ナッツ：なるほど。そういう可能性もありマスね！　ワタクシも同行させていただきマス！

ウェンディ：よかった、モチベーションが上がったみたいだ（笑）。

ＧＭ：と、ここでミサキが言い足します。「そうそう、猟に参加して、いい獲え物ものが獲とれたら、あたしたちが買い取るよー」

ジン：おおっ！　そんなこともしてくれるのか！

ウェンディ：実は、欲ほしい武ぶ器きがあるので好都合だ（笑）。

ジン：そういや、俺もそろそろ新しいナイフにしたいなーと思ってたんだよね～！

ルシャナ：ちょうどいいタイミングでの収しゆう入にゆうになりそうですね。

ウェンディ：よし、そうと決まれば、さっそく寝て明日にそなえよう。

一同：了解！（笑）

ＧＭ：それでは、きりもいいですし、ここでシーンを終了しましょう。

[image: ]







◆Middle04◆狩りの日




　そして翌日──早朝。朝あさ靄もや漂ただよう中、男たちの殺気だった声が村に響ひびく。

　年に数度の稼かせぎ時だ。オカマグロを狙ねらう猟りよう師したちは出猟の準じゆん備びに目まぐるしく動き回る。

〝ワイルドブルー〟もそんな猟師たちの中に紛れ、群れを目指して一路進み始めた。




ＧＭ：さて、次のシーンです。シーンプレイヤーはウェンディ、ＰＣは全員登場です。時じ刻こくは早朝四時頃、あたりは未いまだ薄うす暗ぐらい状じよう態たいです。

ジン：（ナレーション風に）カトゥーラの男たちの朝は早い──。

ＧＭ：はい、そんな感じです（笑）。ただ、ミサキも狩人かりゆうどの男たちに混まじっていますよ。

ルシャナ：ミサキさんも優すぐれた狩人だそうですからね。

ウェンディ：ふわぁ……んー、まだ眠いな……。

ジン：ほらほら、もうすぐ出発なんだから、しゃきっとしなきゃ！

ルシャナ：大きなオカマグロが現われたら、きっと目も覚めますよ（笑）。

ＧＭ：そんな話をしていると、「そろそろ出発するぞ！　あんたらはこっちに乗のり込こんでくれ！」というオーマの声が響きます。

ルシャナ：おっと、何かに乗るらしいですよ。

ジン：船……じゃないよな？　何だろ。

ＧＭ：オーマのところに向かうと、そこには錬金術で作られた、大きな台車のような──オカ船があります。他にも小型のものがいくつかあり、村の男たちが乗り込んでいますよ。

ルシャナ：それぞれの船に、船長と乗組員がいるみたいですね。

ナッツ：オカ船の形状はチャリオットに近いようデスなぁ。

ＧＭ：そんな感じです。縁へりには転落防ぼう止しの手すりが巡めぐらされています。甲かん板ぱん上には台だい座ざが点てん在ざいしていて、猟師たちはそこにベルトで体を固定して猟をするようです。

ルシャナ：そうしなければ、逆ぎやくにオカマグロに釣られてしまうんですね。

ジン：なるほどなぁ～！　面白いなぁ！

ウェンディ：一気に目が冴さえた！　楽しみだな！




　朝日が金色の光を差し。船せん団だん旗が風を受けて翻ひるがえる。

「出発ーっ!!」網元の号令とともに、オカ船は車輪を軋きしませ、〝溝〟にそって進む。

　オカマグロの群れを目指して。




ＧＭ：ということで、船団はオカマグロの群れを求め、北へと進路を取ります。船上で、皆さんは乾かわいた風を感じながら、待機ということになります。

ウェンディ：ふむふむ。……そういえば、船にはマグロ予よ報ほう士しの方は乗っていないのか？

ＧＭ：はい、一いつ緒しよに乗ってますよ。

ウェンディ：マグロ予報士さん、今日のお天気はどうなのだ？

ＧＭ：「今日のお天気は、一日中マグロです。夜になってから晴れるでしょう。マグロ確かく率りつは八〇パーセント」

ジン：本日は、マグロ、夜になって晴れ──。

ルシャナ：どんな予報だよ!?（笑）
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ＧＭ：さて、しばらく跡をたどって行くと、ぽつぽつと地面に黒い影かげが横切り始めます。

ウェンディ：むっ、何だ？

ＧＭ：見上げてみれば、空を縦じゆう横おう無む尽じんに泳ぎ回る、無数のマグロの集しゆう団だんがいます。

ナッツ：おおおお。ついに狩りが始まるのデスね!?

ＧＭ：「さてと、それじゃ、今からカトゥーラの秘伝をお見せしよう。いくつかやり方があるから、よく見てろよ」と、船を泊めてから、オーマが皆さんに声をかけます。

ウェンディ：よし、分かった！

ＧＭ：「まず、こいつが一本釣りだ」と、一本釣りしている人たちを示しめします。釣つり糸いとの先せん端たんには餌えさ、数メートルほど手前に凧たこが結んであります。

ナッツ：ふむ、この凧で餌を空中に飛ばして釣るわけデスな？

ＧＭ：「おうとも。そこの柱に、ベルトで体を固定しろよ。オカマグロに逆に釣られちまうぜ。ま、いざとなったら竿を離せばいいんだが、それは村では不名誉とされているんだ」

ウェンディ：（目を輝かがやかせて）おおーっ、すごく楽しそうなのだ！

ＧＭ：「おう！　こいつぁ荒野の男の狩り方だぜ」

ジン：（目を輝かせて）まさにそのとおり！　やっぱ、一本釣りは燃もえるよなぁ！

ＧＭ：「次はこいつだ。巻まき網あみ猟ってやつで、オカマグロの嫌いやがる特とく殊しゆな魔力を網に流し、凧で空中に展てん開かいするって狩しゆ猟りよう法だな」

ルシャナ：うまく追おい込こんだら、一いち網もう打だ尽じんにする……というやり方ですね。

ＧＭ：「そのとおりだ」と頷いて、別の船を示します。ひときわ大きな船で荒あら々あらしく、オカマグロたちを次々と捕まえていますね。

ウェンディ：おおっ、いっぱい捕まえられるのだな。




　ドンドンドン！

　いつのまにか狩かり場ば全体に轟とどろくような、太たい鼓この音が響き始めた。




ウェンディ：むっ？　太鼓の音だ。

ＧＭ：「あいつらは太鼓隊だ。この狩り場を形成するために、ああやって太鼓叩いて、マグロどもを追い込んでるんだよ」

ルシャナ：追い込み猟までしているんですか（笑）。

ウェンディ：なるほど。様々な手法があるのだなぁ～。

ジン：ひゅー！　腹はらに響くいいリズムだな！　思わず巨人化してステップを踏ふむぜ！

一同：だから踊おどるなぁ────っ!?（爆笑）

ウェンディ：わわわ、落ちる～！　バカモノォ──っ!!　と手すりにしがみつく（笑）。

ジン：す、すまねぇ。

ルシャナ：うーむ……なるほど。オカマグロ狩猟に特化した秘伝だったのですね。これはさすがに、他の魔獣狩りに応用するのは難むずかしいかもしれませんねぇ……。

ジン：まあまあ、そういう難しいことはあとで考えようぜ！（笑）

ＧＭ：「それじゃ、さっそくやってみる？」とミサキがウェンディに声をかける。

ウェンディ：ぜひやりたいのだ！

ＧＭ：「道具は一本釣り用の竿さおと、巻き網猟のものと同じ素材の投と網あみがあるから、好きな方を使っていいよ！」ということで、ここからちょっとしたミニゲームとなります。

ジン：おおっ？　もしやこれは……！

ＧＭ：こちら、獲物表（左図参照）となっております。ひとり一回判定が可能で、一本釣りは【器用】、投網は【筋きん力りよく】で判定を行ない、達成値の高さで、結果が変動します。
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ルシャナ：他のＰＣを支し援えんすることは可能かな？

ＧＭ：はい。他のＰＣの達成値を上げるようなスキルを使うことは可能です。そのスキルがメジャーアクションなら一回判定をしたという扱あつかいとなります。

ウェンディ：（獲物表を見て）すごいぞ、オカトロマグロは一五〇〇Ｇだ！

ジン：マグロじゃないのもいるし！（笑）

ＧＭ：ふふふ、外げ道どうも紛まぎれ込こんでおります。

ルシャナ：ふむ、比ひ較かく的てき危険なものが釣れると、ダメージを受ける可能性があるわけですね。

ＧＭ：はい。特にオカカジキは凶きよう暴ぼうなので、釣り上げると即そく座ざに攻こう撃げきしてきます。

ウェンディ：よしっ、オカトロマグロを狙うぞーっ！

一同：おーっ！

ＧＭ：それでは、順番に狩りをしていきましょうか。

ウェンディ：まずはわたしからだ！　そうだな……じゃあ、網を使ってみたいな。

ＧＭ：乗組員は、小こ柄がらな少女が網を持ち上げたのを見て、「おいおい嬢じようちゃん！　いくら冒険者さんだって、こいつぁ難しいぞ？」と笑いながら眺ながめています。

ナッツ：（乗組員になって）「そいつは俺たちがふたりがかりで使うもんだぜ、お嬢ちゃん」

ルシャナ：（乗組員になって）「女の子が無む茶ちやするもんじゃないぜ？」

ウェンディ：これくらい、大丈夫なのだ。【筋力】は８あるぞ。

ＧＭ：ミサキは乗組員たちを制せいし、「いいじゃないの。ウェンディちゃん、よーくオカマグロの動きを見て、たくさん獲れそうなところに投げるんだ」と言葉をかけてくれます。

ウェンディ：うむ、がんばるのだ！　やーっ！（ダイスを振る）やった、10！　18なのだ！




　ウェンディは小さな身体全体を使って、巨大な投網を軽々と空へと投じた。

　啞あ然ぜんとした乗組員が見守る中、空で綺き麗れいに拡ひろがった網は、ひときわ見事なオカマグロの身体に絡からみついた。




ＧＭ：お見事！　オカトロマグロをゲットです！
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ルシャナ：いきなり大物ですよ、我が女神よ！

ＧＭ：オーマも「やるねぇ嬢ちゃん！　さすがうちの娘の護衛を務つとめあげただけあるぜ！」と褒ほめてくれますよ。

ウェンディ：やったー！　この網は、とても使いやすかったのだ！

ＧＭ：さすがにこれは、荒野を駆かけ回まわる屈くつ強きような男たちもびっくりです。

ナッツ：（乗組員になって）「いやはや、とんでもねぇお嬢ちゃんだ！」

ジン：（乗組員になって）「あの重たい網で、大物をゲットするなんて、たいしたもんだ！」

ウェンディ：えへへ～、うまくとれたのだ！

ジン：俺も続くぞぉ～！　巨きよ大だい化かして、直ちよく接せつ摑み取りを狙うぜ！　いいかな、ＧＭ？

ＧＭ：摑み取りですか…………鯉こいの〝抱だき取とり〟みたいでいいですね！　じゃあ、【敏捷】で判定してください！

ジン：船から飛とび降おり《ジャイアントグロース》を使用。一〇メートルの巨人になるぜ！

ルシャナ：気合い入ってますねぇ……（笑）。

ジン：《ダンシングヒーロー》も使う。軽かろやかに踊りつつ……そこだーっ！（ダイスを振る）６ゾロ！　宙ちゆう返がえりでフィニッシュ、ついでにオカトロマグロもゲットだ！

ＧＭ：おお、クリティカルですか!?　ずずん、と着地したジンはその巨大な両りよう腕うででようやく抱かかえられるほどの、見事なオカトロマグロを捕つかまえました。

ジン：ウェーイ！　嬉しくてさらに踊っちゃうね！

ルシャナ：地面が揺ゆれるから、踊るのは元に戻もどってからにしなさい！（笑）

ジン：てへへっ☆（笑）

ナッツ：これは面白いデスねぇ。見ている方も楽しいデス。

ウェンディ：せっかくだし、ナッちゃんもやってみようよ！

ナッツ：ふむ、確かに、めったにない機会デス。じゃあためしにワタクシは【器用】で、一本釣りに挑ちよう戦せんしてみマショウ。




　ナッツは、ルシャナによる《フィジカルエンチャント》の支援を受けつつ、一本釣りに挑戦。判定の結果はなんとクリティカル。またしても最高の結果である。

　──ということで、〝ワイルドブルー〟は、何とオカトロマグロ三匹を釣り上げるという、すばらしい結果を残したのであった。




ＧＭ：うおおおっ!?　こんなにあっさりオカトロマグロを持っていかれるなんて！

ウェンディ：〝ワイルドブルー〟の実力を舐めていたのではないか？

ＧＭ：くっ！（笑）　仕方ありません。「これはすごい！　一日にオカトロマグロが三匹揚あがるなんて！」「大猟だ！」カトゥーラ村の猟師たちからは、歓かん声せいがあがっています。

ルシャナ：いやぁ、想定外の好こう成せい績せきでしたね。

ウェンディ：えへへ、やったのだ！（[image: ]得意げ）

ＧＭ：オーマも大喜びです。「大猟旗を揚げろぉ！」と、家にあった大猟旗を掲かかげています。

ウェンディ：良い経験ができたのだ！

ＧＭ：というわけで、見事なオカトロマグロが三匹、甲板にごろりと並ならべられました（笑）。

ジン：俺、今日大満足だ（[image: ]マグロ萌もえ）。

ＧＭ：……と、ここで猟師たちに緊きん張ちようが走ります。

ウェンディ：む？

ＧＭ：「ディンゴだ！」「何てこった、あんなにいっぱいいるぞ！」そんな声があがります。

ウェンディ：いったい、何が起こったのだ!?

ＧＭ：といったところで……次のシーンに移りましょう！







◆Middle05◆野や獣じゆうとの攻防




　大猟にわく、カトゥーラの船せん団だん。

　しかし、獲え物ものを横取りしようと迫せまる飢うえた獣けものたちの姿すがたがあった。

　獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうの群むれに、船団は算を乱みだして逃とう走そうを図はかろうとするのだが……。




ＧＭ：ということで、次のシーンです。シーンプレイヤーはジン、先ほどのシーンの続きです。オカマグロの狩り場に、ディンゴの群れが現あらわれたのです。
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ウェンディ：ディンゴって、どんなやつなのだ？

ナッツ：いわゆる野犬デスな。

ＧＭ：ディンゴは猟りよう師したちの獲物や猟師そのものをも狙ねらって襲おそってくるようです。

ルシャナ：たかが野犬と侮あなどってはいけませんよ。彼かれらは非ひ常じように凶きよう暴ぼうなうえに、群れで行動します。戦せん闘とう力りよくのない人たちが襲われたら、ひとたまりもありません。

ウェンディ：それはいけない！　みんな船から降おりて、ディンゴを迎むかえ撃うとう。猟師さんたちを護らなければ！

ジン：がんばって獲とったオカトロマグロもな！（一同笑）

ＧＭ：それでは、皆みなさんが船から降り立ったところで……ディンゴたちが皆さんに気づき、いっせいに走はしり寄よってきます！

ルシャナ：どうやらこちらに気づいたようですね。

ウェンディ：ミサキ、オーマさん、ここはわたしたちに任まかせて、皆を連れて離はなれるのだ！

ジン：ここは俺おれたちが何とかするからさ。

ルシャナ：こうした危き険けんを排はい除じよするのも、我われ々われ冒ぼう険けん者しやの役目ですからね。

ＧＭ：「すまねぇ……頼たのんだぞ！」「ウェンディちゃん、がんばって！」遠ざかる船からふたりの声が届とどきます。

ウェンディ：任せておくのだ！

ナッツ：それではワタクシも、甲かん板ぱんから声をかけます。おたっしゃでぇ～!!

ジン：あ、いつのまにか、ナッちゃんが、手を振ふってるじゃん。

ウェンディ：こらぁーっ!!　ナッちゃーんっ!!（爆ばく笑しよう）

ルシャナ：どさくさに紛まぎれて戦線離り脱だつしないでくださいよ!?（笑）

ウェンディ：もーっ！　ロープの先を輪っかにして、ナッちゃんに投げて、そのまま引ひっ張ぱって連れていくぞーっ!!（一同笑）




　ウェンディの投げ縄はナッツに華か麗れいに的中。

　どうやら、先ほどの投と網あみが良い訓練になったようである。




ナッツ：あ～れ～……すたっ（笑）。

ウェンディ：　勝手にいなくなっちゃ駄だ目めだぞ♪（笑）

ジン：ナッちゃんがいなくなったら、俺たち超ちよう困こまるからねっ!?（笑）
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ナッツ：ううっ、わ、分かりマシタ……これもワタクシの仕事、仕方がありマセン……戦せん闘とうモード・オン！　おたまと鍋の蓋を構えるのでゴザイマス。

ＧＭ：さて、皆さんから五メートル離れた場所に、走ってきたディンゴの群れが三つ、同一エンゲージで現われます（ポーンを置く）。一〇匹ぴきほどの群れだと思ってください。

ルシャナ：なるほど、モブですね。

ＧＭ：そういうことです。皆さんもまた、同一エンゲージにいます。ちなみに、ディンゴＢ・Ｃに比くらべ、ディンゴＡはやや若わかい犬たちのようです。

ナッツ：ということは、おそらく少々能のう力りよくが異ことなるはずデスな。

ＧＭ：なお、皆さんの背はい後ごには、狩り場から離れていくカトゥーラ村の船団がいると思ってください。

ジン：俺たちが抜ぬかれたら、みんなに被ひ害がいが出ちまうじゃん。ここはがんばらないと！

ウェンディ：そうだな！　すちゃっと槍やりを構かまえるのだ！

ＧＭ：それでは、皆さんが迎げい撃げき態たい勢せいを整ととのえたところで……戦闘ラウンドを開始しましょう！




●第１ラウンド

行こう動どう値ち

ジン　　　　　　　　　　14

ルシャナ　　　　　　　　９

ディンゴＡ、Ｂ、Ｃ　　　８

ウェンディ　　　　　　　５

ナッツ　　　　　　　　　４
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ＧＭ：まずはセットアッププロセス！　皆さんの処理を確認しますね……（各人に確認後）……ジン、ルシャナ、ウェンディの順ですね。なお、ディンゴは特に処理はありません。まずはジンの番ですね。

ルシャナ：我が女神よ、ここで《陣じん形けい》を使いましょう。このままでは、ナッツが接せつ敵てきする前に、ジンが三体からタコ殴なぐりされますから（笑）。

ウェンディ：確たしかに、避よけられないと少し危険だな。分かった、《陣形》を使おう！

ジン：ひゅ～！　ありがと～！




　ジン、ウェンディ、ナッツの三人は、ディンゴの群れへと飛とび込こむ。残ったルシャナは、サポートに徹てつするべく、その場にとどまった。




ＧＭ：では、改めてジンの宣言をどうぞ。

ジン：《ジャイアントグロース》！　改めて巨きよ大だい化かするぜ！　で、《超ちよう大おお型がた》がついたから、オートアクションでこのエンゲージを封ふう鎖さする。ここは通さないぜ！

ウェンディ：おおっ、ジンも戦闘モードなのだ！

ＧＭ：ディンゴたちは一いつ瞬しゆん、怯えたように尻しり込ごみをするのですが、リーダーらしきディンゴが威い嚇かくの咆ほう哮こうをあげるとともに、態たい勢せいを立て直します。次はルシャナですね。

ルシャナ：《ルートディビジョン》で「範はん囲い（選せん択たく）」になった《ガーデン：荒野》を使用。呪じゆ文もんを詠えい唱しようすると、ウェンディ様たちの周囲の地形が変わり、次々と水すい晶しよう柱が生えてきます。




　そこに拡ひろがったのは水晶柱が散さん在ざいする、幻げん想そうの荒野。

　マジェラニカ特有の魔ま法ほう使つかいガーデナーの駆く使しする〝庭園術じゆつ〟は、周囲の環かん境きようを塗ぬり変え味方を支し援えんするのだ。




ルシャナ：水晶の柱から放たれる精せい霊れいの光が、力を与あたえてくれます。（ダイスを振る）錬れん金きん術じゆつ判はん定てい成功、前ぜん衛えいの三人は、このラウンド中、命中に＋１Ｄのボーナスが入りますよ。

ジン：来た来たぁ！　マジェラニカの秘ひ技ぎ、庭園術！

ウェンディ：助かる、ルシャナ！　実は、少し命中には自信がなくてな（笑）。

ＧＭ：次はウェンディですね。

ウェンディ：《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》！　槍をくるくる回したあと、水平に構えて、狙いを定めるっ！

ＧＭ：その巨きよ大だいな槍やりの威い圧あつ感に、ディンゴたちは姿し勢せいを低くし警けい戒かい態勢をとります。

ウェンディ：この技わざ──攻こう撃げきに集中するあまり、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が25も減へるのだ……。その代わり、命中判定＋１Ｄ、ダメージが＋８されて、固こ定てい値ちが30になるのだ！

ＧＭ：固定値30!?　や、やめてぇーっ!?（笑）

ウェンディ：手て加か減げん抜きなのだ！

ナッツ：おお、その全力の姿勢──さすがは狩かりの女め神がみなのデス！

ＧＭ：それでは、セットアッププロセスが終わり、イニシアチブプロセス！　最初の行動は、【行動値】14のジンからです。

ジン：それじゃ、いくよー。ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！　対象はもちろん、ディンゴ三体！

ＧＭ：ジンの巨きよ人じんであることを感じさせない身のこなし！　だが、ジンの踊おどりが発する震しん動どうのおかげで、ディンゴたちがぴょんぴょん飛とび跳はねております（笑）。

ウェンディ：ちょっとかわいいかも……（笑）。

ジン：軽かろやかなステップを踏ふんで、ナイフで斬きりつける。さらに《ダンシングヒーロー》も使って、命中は５Ｄだ！

ナッツ：軽やかと言われましても、その巨きよ体たいでステップを踏まれると、激はげしい揺れががががががが！（[image: ]震動してるらしい）

ジン：ちょっと辛しん抱ぼうしといてくれや！　そーれっ！（ダイスを振る）……………げぇっ!?　５Ｄのうち四個こが１ぃーっ!?

ＧＭ：こ、これはすごい！　写メを撮とらなければ！（スマホを取り出す）

ジン：やめてぇー！　恥はずかしいからぁー！（一同爆笑）

ナッツ：オカマグロ猟の時のダイス目の良さは、どこに行ってしまったのデショウ？（笑）

ＧＭ：ディンゴは「戦いの最中に踊るからじゃね？」という目で、後ろ足で頭を搔かきます。

ジン：犬ぅ────っ!?（一同爆笑）

ウェンディ：いかん、舐なめられてるぞ、ジン!?
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ジン：悔くやしいが言い返せねぇじゃん!!　と、とにかく、命中の達成値、14！

ＧＭ：では、ディンゴたちは回避します…………。




　判定の結果、振ふり下おろされたナイフを避けきれず、ディンゴＡはその一いち撃げきをもろに受けることとなった。しかし、ディンゴＢとＣは瞬しゆん時じに刃やいばをすり抜け、回避してしまう。




ジン：くっそぉ、二体外しちまったじゃんっ！

ナッツ：しかし、一体には当たりマシタよ。

ルシャナ：《ワイドアタック》の＋２が無む駄だにならずに済すんだと思いましょう（笑）。

ジン：それもそうじゃん！（笑）ダメージロールは２Ｄ＋27、《ピアシングストライク》を使用して、さらに＋３Ｄするぜー！

ＧＭ：な、何と、固定値がそんなに高いとは!?

ジン：おりゃーっ！（ダイスを振る）出目15！　42点の物理ダメージ！

ＧＭ：巨人の一撃に、土つち煙けむりをあげてディンゴＡの群れの大半が吹ふっ飛とばされます。「ギャイーン！」……が、かろうじて数すう匹ひきが残り、群れは健けん在ざい！

ジン：ちっくしょー、駄目だったか……。

ウェンディ：ジンは自然を愛しているから、無む意い識しきのうちに剣けん筋すじが鈍にぶったのかもな。

ＧＭ：ディンゴたちは「そんな甘あまいことを言っては戦えんぞ」……と言いたげな顔です。

ジン：犬ぅ────っ!?（爆笑）

ルシャナ：どんな歴戦の犬だよっ!?（笑）

ナッツ：実に珍めずらしい、ご主人様にお見せしたいデス。

ジン：と、ともあれ、俺の行動は終しゆう了りようね（がっくり）。

ＧＭ：分かりました。次のイニシアチブキャラクターは、【行動値】９のルシャナです。

ルシャナ：ムーブアクション、マイナーアクションともになし。メジャーアクションで、前の三人に《シャープネスガーデン》！（ダイスを振る）何と、判定でクリティカル！（笑）

ウェンディ：おおーっ、みんなすごいのだ！（笑）

ルシャナ：コストが浮ういて少し嬉しいですね（笑）。ということで、水晶柱の精霊が、皆さんにさらなる力を貸かしてくれます。攻こう撃げき力りよくに＋９してください。

ＧＭ：ちょっと！　野犬相手に本気すぎるでしょう!?（笑）

ルシャナ：ふふふ、我が女神の手加減抜きの宣言が出てますからね。

ウェンディ：うむ（[image: ]大きく頷うなずく）。

ＧＭ：しかし、次はディンゴ三体が攻撃してきますよ！　野生の鉄てつ則そく、それは防ぼう御ぎよの低い者から狙う！　ということで、三体ともウェンディを狙いますよ。

ウェンディ：何だと!?

ＧＭ：まずはディンゴＡ！　ムーブアクション、マイナーアクションはなし、メジャーアクションで、残った数匹がいっせいに嚙かみついてきます！（ダイスを振る）命中、16！

ウェンディ：わたしの回かい避ひは４しかないのだ……！（ダイスを振る）達成値10、失敗っ！　ナッちゃん！　ナッちゃーんっ!?

ナッツ：な、なんでゴザイマスか？　ワタクシ、ちゃんとここにおりマスよ？

ウェンディ：た、助けて～！　ヘルプ！　ヘループっ!?（笑）




　いきなり弱よわ腰ごしになるウェンディであった。




ナッツ：はっ、ウェンディ様がピンチデス！　鍋なべの蓋ふたを掲かかげて、ウェンディ様を《カバーリング》しマスよ。

ＧＭ：突とつ如じよ割わり込こんできたナッツに、ディンゴたちは牙きばを突つき立たてます。（ダイスを振る）14点の物理ダメージです。

ナッツ：おや？　それではワタクシ、ダメージを受けマセンね。かいーん。

ＧＭ：しまった、ナッツは堅かたいんだった！　「ぎゃいんっ！」とディンゴたちはひるみます。

ウェンディ：ふ～、助かったのだ……。

[image: ]

ＧＭ：……が、まだ手て練だれのＢとＣが残っている！　ディンゴＡたちの後ろから、次々と飛びかかってきます！　対象はもちろん、ウェンディです！




　攻撃をかわしきれないウェンディに、ディンゴたちがいっせいに群むらがり牙を剝むく。しかし、再ふたたびその間にナッツが割り込み、《豪ごう腕わん》つきの攻撃を完かん璧ぺきに防ふせぎきった。

　残るディンゴＣの攻撃も、ウェンディに命中するが……。




ＧＭ：（ダイスを振る）９！　24点ダメージ！

ナッツ：あらら、またまた惜おしいデスねぇ。かいーん。

ＧＭ：鍋の蓋かてぇ──っ!?（笑）　《豪腕》入りでもダメージが通らなーいっ！（笑）

ウェンディ：さすがナッちゃん！　頼たよりになるのだ！

ＧＭ：ということで、ダメージを与あたえられずに行動終了です。とほほ。

ウェンディ：次はわたしの行動だな。ムーブアクションなし、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》！　対象はディンゴＢ！

ＧＭ：急所を狙い、目にも止まらぬ速さで槍が繰くり出だされる！　判定をどうぞ！

ウェンディ：いくぞ、命中は４Ｄだ！（ダイスを振る）来たっ、クリティカル！

ＧＭ：くっ、こちらはクリティカルのみ！（ダイスを振る）……７！　14で回避失敗！

ウェンディ：よしっ、当たった！　《スラッシュブロウ》を使用。ダメージは４Ｄ＋59だぞ。

ＧＭ：ご、59!?　そ、それはちょっと、耐たえられないかも……。




〝狩りの女神〟の放つラッシュに耐えきれず、ディンゴＢは一瞬で蹴け散ちらされてしまった。

　続くナッツも攻撃に回り、《ファランクスアタック》を使用。体当たりとともに繰り出されたおたま（メイス）はクリティカル！　ディンゴＣのほぼ八割を吹っ飛ばした。




ＧＭ：何と!?　ディンゴＣも無む傷きずだったのに！

ウェンディ：ナッちゃん、よくやったのだ！

ルシャナ：残る二匹も、【ＨＰ】はほとんど残っていないでしょう。次のラウンドで、ジンの《ワイドアタック》を使えば確かく実じつに倒たおれますね。

ＧＭ：ふっふっふ……だが、もう一度避ければ、こちらにも攻撃のチャンスがありますよ？

ジン：同じ轍てつは踏まないって！　次はちゃんと当ててみせるよ！

ＧＭ：それでは、第２ラウンドへ移うつりましょう！




●第２ラウンド

▼行動値ち

ジン　　　　　　　　　　14

ルシャナ　　　　　　　　９

ディンゴＡ、Ｃ　　　　　８

ウェンディ　　　　　　　５

ナッツ　　　　　　　　　４
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　ということで、戦闘は第２ラウンドに突とつ入にゆうした……が、最初の行動はジン。

　支援を受けた攻撃も今度は外れず、ディンゴたちはあっという間に倒されたのであった。




ウェンディ：安らかに眠ねむれ。〝狩りの女神〟に倒されし者に祈いのりを捧ささげるのだ。

ルシャナ：おお、神こう々ごうしい！

ジン：じゃ、俺はウェンディの祈りに感化され踊るよ。ズシンズシーン！

[image: ]

ウェンディ：うわうわ！（[image: ]揺ゆれている）　落ち着いて祈らせるのだぁ──っ!!

ジン：あれ？

ルシャナ：オチをつけんなぁ──っ!?（一同爆笑）




　そんなこんなで、ディンゴを一いつ掃そうした〝ワイルドブルー〟は、ミサキたちと合流。帰路につくのであった。

　なお、この戦いで拾ったドロップ品は以下のとおりとなった。


・動物の毛皮　　　50Ｇ×２

・動物の牙　　　　20Ｇ×５









◆Middle06◆喜びの歌




　カトゥーラの村。その中央広場には、大きな焚き火が起こされた。

　星空の元、炎が赤々と照らすのは、焚き火を囲む人々の笑顔。

　陽気な歌声が響き、山盛りの料理と、酒樽が次々と運ばれていく。

　オカマグロ狩がりの成功を祝い、盛大な宴うたげが催もよおされようとしていた。




ＧＭ：さて、次のシーンです。シーンプレイヤーはウェンディ、ＰＣは全員登場です。先ほどの狩りから帰き還かんすると、村人たちが結果を聞いて大だい歓かん声せいをあげます。

ウェンディ：えへへ、オカトロマグロが三匹びきも釣つれたからね♪

ＧＭ：はい。網あみ元もとのオーマは、「今日は宴だぁ！」と上じよう機き嫌げんです。村の女たちも、喜んで宴の準じゆん備びに取りかかります。

ルシャナ：仕事も完了したし、秘伝も見たし、我々の目的は完了ですね。

ナッツ：あとは、カイラーシャに戻るだけって感じデショウカ？

ＧＭ：すると、ミサキが明るく言います。「せっかく宴があるんだから、参加していってよね。ディンゴを追い払ったお礼もしたいし！」

ジン：せっかくのお誘さそいだし、何だか俺も踊りたい気分じゃん！

ウェンディ：わたしも参加してみたい。……どうだろう、ルシャナ？

ルシャナ：分かりました。ですが、我が女神よ、夜よ更ふかししすぎてはいけませんからね？

ウェンディ：ありがとう！

ジン：ルシャナがウェンディのお母さんみたいだ！（笑）

ＧＭ：そんなわけで、夕ゆう刻こくから盛せい大だいに宴が開かれることになりました。この宴は、皆さんへの感謝の酒宴でもあり、村をあげての大だい宴えん会かいとなります。




　大猟旗が村の中央に翻り、かがり火が掲かかげられる。

　そして、網元の乾かん杯ぱいの音おん頭どとともに、宴会は始まった。

　オカマグロをふんだんに使った豪ごう勢せいな料理が次々と運はこび込こまれ、上等な酒が開かい封ふうされる。

　男も女も老いも若きも、舞まい踊おどって豊猟を祝い、外から来た冒ぼう険けん者しやたちの勇気をたたえた。




ＧＭ：街の広場では、ドンドンという太たい鼓こに合わせ、人々が笑顔で踊っています。

ルシャナ：ほら、ジン。踊ってますよ？

ジン：ウェーイ！　俺の出番って感じじゃん！　輪の中に飛び込んで、一いつ緒しよに踊るよ！

ＧＭ：そうすると、人々はジンを見て、「あれだけでかいにもかかわらず、動きがまるで羽根のように軽やかだ！」と驚おどろき、称しよう賛さんしますよ。

ナッツ：モテモテデスなぁ。

ジン：ウェーイ、あんたたちのダンスも、サイコーにイカしてるじゃん！

ＧＭ：ネフィリムの隠れ里の踊りですからね。物もの珍めずらしさも手伝って、注目を集めているようです。

ウェンディ：すごく賑やかで、楽しいのだ！

ＧＭ：「ほら、そこのふたり。飲め飲め、今日はあんたらが宴の立て役者だ」と、オーマは紅こう潮ちようした顔で、ルシャナとナッツに酒さか瓶びんを差し出します。

ルシャナ：私わたし、下げ戸こなんです。お気持ちだけ受け取っておきますね。

ナッツ：では、僭せん越えつながらワタクシが。機械なので、酔よっ払ぱらわずにぐいぐいいきマスよ。

ＧＭ：「おっ！　いいねぇ！　さすがは、ディンゴを追い払った冒険者様だ」

ナッツ：うい～、もっと酒を持ってこ～い！　と、すっかりでき上がってしまったのデス。

一同：早っ!?（一同爆笑）
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ルシャナ：酔わないんじゃなかったんですか!?（笑）

ジン：ナッちゃんはしょうがないなぁ（笑）。

ウェンディ：……にしても、みんな、嬉しそうだな！

ＧＭ：「ええ。ウェンディちゃんたちのおかげよ」とミサキが笑顔で応じます。

ウェンディ：予想以上に歓待してくれるんだな。

ＧＭ：「ディンゴに襲われて被害ひとつなかったからね～」冒険者からするとさほどではありませんが、村人にとってディンゴは非常に危険な存在なのです。

ジン：なるほどなぁ。

ウェンディ：ふむ。いつもは、ディンゴをどうしのいでいたのだろう？

ルシャナ：釣ったオカマグロの一部を捨てて、食べている間に逃げていたんだと思いますよ。

ＧＭ：（村人になって）「すごい！　なぜ分かるんですか？」

ルシャナ：ディンゴはマグロを狙ねらってきたようですからね（笑）。

ジン：（村人になって）「さすがは冒険者さんだ、物知りだなぁ」

ルシャナ：（涼しい顔で）冒険者をやる以上、これぐらいの洞察力がないと。

ナッツ：（村人になって）「ほほー。冒険者さんってのはすごいんですなぁ」

ジン：（村人になって）「さぞや腕に覚えがあるに違ちがいない！」

ナッツ：ここだけの話……ルシャナ様は、一二庭家のひとつ、アムルタート家の御お方かたでゴザイマスよ。

ＧＭ：「何と……」「あの一二庭てい家けにして宮廷庭師アムルタート家のご子息まで！」

ルシャナ：いやいや、それほどでも。

ＧＭ：「アムルタート家の庭師が作る庭は、一国の国家予算に匹ひつ敵てきするほどの値がつく、美しきものだとか」

ルシャナ：まるで戦国時代の茶器のような扱あつかいですねぇ（笑）。とはいえ、現げん在ざいは家を離れ、我が女神と、一緒に修しゆ行ぎようしている身ですよ。

ＧＭ：「一緒に修行か……ふむ。あんた、その小っこいお嬢ちゃんに相当入れ込んでいるようだが、何か事情でもあるのかい？」とひとりの酔った男が聞いてきます。

ルシャナ：実は、ウェンディ様は〝狩りの女神〟と呼ばれるヴァルキリーで、凶悪な魔獣を倒す──という使命を持っている方なのです。

ＧＭ：「〝狩りの女神〟か……あんたには悪いが、正直そうは見えないなぁ」男は、疑わしげな表情を崩しません。

ウェンディ：やはりこの姿ではな……。

ルシャナ：むっ。我が女神を疑念の目で見られては心外です。はっきり言っておきますが、この魔獣を倒す使命というのはまごうことなき真実。もしこの村が魔獣に襲われたら、ウェンディ様を頼りなさい。見事に討ち果たしてみせることでしょう！

ウェンディ：うむ。強い魔獣とはぜひ、戦ってみたいのだ。

ＧＭ：「ほ……ほう」と、男は鼻白みます。

ジン：ルシャナって思ってたより、熱いヤツじゃん！

ＧＭ：と、ここでオーマが取りなすように声をかけます。「おお、庭師殿にウェンディ様。本当に頼もしいことだ。この村が魔獣に襲われるようなことがあれば、ぜひとも頼む」

ウェンディ：これも何かの縁えんだろう。その時は任せるのだ！　あと、もし良かったら……。

ＧＭ：「ん？」

ウェンディ：狩りの季節になったら呼んでほしい。またオカマグロ狩りをしたいのだ！　とっても楽しかったのだ！

ＧＭ：「もちろんだとも！」「さすがは〝狩りの女神〟様だ！」村人たちからは、再び歓かん声せいがあがります。

ルシャナ：お待ちを！　オカマグロ猟もいいですが、我が女神にはもっと大事な使命が……というのだが、村人の歓声にかき消される（笑）。

ジン：ルシャナは、堅すぎじゃん？（笑）

ＧＭ：……と、そんな感じで、カトゥーラの祭りの夜は更けていきます。




　焚き火が煌々と輝き、人々の笑い声が荒野の夜空に響く。

　村の豊猟を祝う宴は、いつ果てるともなく続くのであった。







◆Middle07◆哀しみの記憶




　お父さんもお母さんも、わたしのことをとても愛してくれた。

　わたしも、お父さんとお母さんが大好きだった。

　取り替えっ子の妖よう精せいであっても気にせず、お互いが本当の親子のように。

　すべてが幸せだった。

〝狩りの女神〟になるための儀式の日までは───。




ＧＭ：では、次のシーンに……。

ウェンディ：ＧＭ。やりたいことがあるんですけど？

ルシャナ：お、何か思いつかれましたね。

ウェンディ：わたしの過去の回想シーンをやりたいんです。ウェンディの村が呪われたのは、〝狩りの女神〟になる祭の日っていう設定があるんですけど……。

ナッツ：カトゥーラの祭りの様子を見て、思い出したのデスな。

ウェンディ：そうなんです！　どうでしょうＧＭ。

ＧＭ：面白いですね。私もどこかで、ウェンディの過去のシーンを演出したいと思っていました。

ウェンディ：ですよね。

ルシャナ：我が女神の過去──私も興味深いです。

ＧＭ：では、ここは回想シーンとします。うーん。……宴のあと、ミサキの家の寝床でウェンディが昔の夢を見ている……そんなシチュエーションでどうでしょう？

ウェンディ：いい感じです！　では、あの頃わたしは…………。




　──ウェンディの村はアジュールという名であった。

　取り替えっ子チエンジリングであるウェンディは、いずれ〝狩りの女神〟となることは誰もが知るところであった。だが、彼女の育ての親も友達も、そのことは気にせず、ウェンディをごく普通の少女として扱ってくれた……。




ウェンディ：友達とも暗くなるまで遊んでいた。あの頃、わたしの一番の楽しみは、やっぱり──〝狩り〟だったのだ。

ジン：やっぱり───っ！（笑）

ナッツ：なんか、そのまんまデスね！（笑）

ウェンディ：どういう意味っ!?（笑）　と、とにかくあたしは一人前の〝狩りの女神〟になろうと毎日過ごしていたのだ。

ルシャナ：真っ直ぐな幼少期だったんですね。

ウェンディ：そう。そして妖精郷にいるというお姉様たちとお会いする日を楽しみに、早く一人前になりたいと思っていた。

ジン：へぇ、他にも姉妹がいたのか。

ウェンディ：うん。強く美しい姉たちが妖精郷きようにいると聞かされていた。私はこんなちんちくりんなので、まだまだ姉には会えないがな……。

ルシャナ：我が女神よ、自信を持ってください！（笑）

ＧＭ：そんな日々を過ごす中、やがて運命の日を迎えた……と。

ウェンディ：（頷く）……わたしが〝狩りの女神〟になる、儀式の日のことだ。




　その日の宴は、いつになく賑やかで、華はなやかだった。

　ウェンディが〝狩りの女神〟となる祭りの日であり、村を護るための守護者となるべく正式な修行を始めるための節目の日であった。




ＧＭ：その日は、食べ物も飲み物も、ウェンディの好きなものが用意されるんですね。……そういえば、ウェンディの好きなものって何でしょう？

ウェンディ：そうだな……蜂はち蜜みつと果物をいっぱい使ったパイと、濃のう厚こう卵らんのプリンかな。

ジン：おおっ、それはうまそうだなぁ。

ウェンディ：お母さんが作ってくれるのが、とってもおいしかったのだ。

ＧＭ：なるほど、いいですね。では、ウェンディの大好物のパイとプリンに飾かざり付つけがされ、「ウェンディ、おめでとう！」と書かれたカードが添そえられています。

ウェンディ：（幼おさない声で）うわぁ～！　すご～い！

ＧＭ：そして、村の子どもたちが、「ウェンディちゃん、いちにんまえのめがみさまになるんだよね？」と集まってきます。

ウェンディ：（幼い声で）うん！　わたしも、姉様たちみたいになるの！

ＧＭ：子どもたちは「おめでとう！」「がんばってね！」と、花の冠かんむりをかぶせてくれます。

ウェンディ：あ、そのお花、綺麗な青い花で、村にしか咲さいていないという設定にしてください。

ＧＭ：なるほど。……それなら……。「このおはなずっとそだててたんだ。ねがいごとがかなうっていいつたえだから、ウェンディちゃんにあげるね！」

ジン：おお、願いがかなう花の設定キタ──っ!!

ウェンディ：それはいい設せつ定ていなのだ！（幼い声で）ありがとう！　必ず立派な〝狩りの女神〟になるからね！




　小さな約束が交わされ、子どもたちの笑い声が弾ける。

　儀式は進み、人々は恵めぐみをもたらす自然に感謝を捧げ、〝狩りの女神〟の加護を祈り、歌い、踊り、食べて飲み、笑った。




　しかし──その日の夜、ウェンディとアジュール村の運命は狂くるい出した。




ＧＭ：そんな幸せな祭り日も終わろうとしていた深夜。突如、黒い霧──魔獣が放った人々に害をなす〝瘴気〟とともに七体の巨大な魔獣が姿を見せます。




　七体の魔獣の影は、幼いウェンディの目には、圧倒的なまでに巨大であった。おのおのの形状すら明確に把握できないほどに。

　魔獣から放たれる瘴気は人々を襲い、恐慌と悲劇を振りまいていく………。




ルシャナ：村は大騒ぎになったでしょうな。

ウェンディ：そうなのだ。最初に村のハンターたちが迎撃に向かった。わたしもあとに続こうとしたのだが…………。

ＧＭ：ウェンディが見たものは、魔獣に空しく蹴散らされる村のハンターたち。そして村の人々は瘴気を浴びて凍り付いたように静止していく。

ナッツ：瘴気を浴びて村人の時が止まっていくのデスな。

ウェンディ：お父さん、お母さん！　みんな……!!

ＧＭ：名を呼んでも反はん応のうはありません。頰ほおを叩いても、微び動どうだにしません。時が静止したのは人間だけでなく、動物や虫、草花など命あるものすべての時が止まっていきます。

ウェンディ：そんな……どうして、こんな……!!




　すべてが止まってしまった。ウェンディの声が空しく響く。

　ウェンディの頭を撫でてくれた人も、抱だきしめてくれた人も、石せき像ぞうのように動かない。

　不気味な静せい寂じやくの中、慟どう哭こくする幼い少女もやがて、意識を失っていった。




　　　　＊　＊　＊




ウェンディ：そこでぱっと目が覚めて、飛び起きる！

ＧＭ：では、そこで隣に寝ていたミサキが「ウェンディちゃん、どうしたの？　うなされてたわよ」と、不安そうに覗のぞき込んできます。

ウェンディ：心配ない。昔のことを思い出していたんだ。とぽつぽつと夢の話をします。




　ウェンディは、ミサキに自らの過去を語った。




ＧＭ：「そんなことがあったんだ……」とミサキは神しん妙みような顔をします。

ウェンディ：偶然村を訪れた冒険者に助けられたのだ。何年か眠りについた後、なぜか、わたしだけ動けるようにはなった。とはいってもあれ以来、この身体は全然成長しなくなったから、呪われているのも間違いなさそうなのだがな。

ＧＭ：「村人たちは今？」

ウェンディ：今も村であの時のままの姿でいるはずだ。……わたしは村にかかった時が止まる呪いを解除するために冒険しているんだ。

ＧＭ：「ウェンディちゃん」とミサキはそっとあなたを抱きしめます。

ウェンディ：わたしは大丈夫だからと、言ったあと……ミサキにちょっと、つきあってほしいのだと、言って村の外れに案内してもらいたいと、伝えます。

ＧＭ：「いいよ、分かった」ミサキはあなたを連れて、星空の元、村の外れに向かいます。

ウェンディ：ありがとう。では、村はずれに来てから、懐ふところをごそごそ探さぐって、種を取り出す。これを、ここに植えさせてはもらえないか？

ＧＭ：「それは……植物の、種？」

ウェンディ：わたしの村で咲いていた花の種なのだ。まるで晴れた空のような、とても綺き麗れいな、青い花が咲くんだよ。

ナッツ：村だけに咲いているという、願いがかなうというあの花デスな。

ＧＭ：「かまわないけど……ウェンディの話だと、花も時が止まってるんだよね？　植えても、芽が出ないんじゃ……」

ウェンディ：うん。……いつか、わたしがあの魔ま物ものを倒し、村の時がもう一度動き出したら、この種はやがて芽め吹ぶき、花が咲くだろう。




　硬かたい荒あれ地ちの土を掘ほり、小さな手が種を埋うめる。

「もしも花が咲いたら……その時はわたしが村にかかった呪いを解いた時だ」

　そう言って、ウェンディは花開くような笑えみを見せた。




ＧＭ：ミサキはウェンディの手を握にぎり、頷きます。「あたし、このお花を大事にするよ。いつかこの花が咲くまで……ううん、咲いたあとも、ずっとずっと、大事にするよ」
















ウェンディ：ありがとうミサキ。とても嬉しいのだ。

ＧＭ：ミサキは丁てい寧ねいに石を並ならべて、種を埋めた場所に小さな花か壇だんを作ります。「どうか、ウェンディちゃんの願いがかないますように」

ウェンディ：ありがとう、ミサキ。それじゃ……戻ろうか。

ＧＭ：では、ふたりは寝静まった村の中をとおり、静かにミサキの家に戻ります。

ジン：おおおっ！　いいシーンじゃんっ!?

ルシャナ：我が女神の背負っている使命の深さが伝わってきますね。

ナッツ：ワタクシも、ご主人様が恋しくなってきました！

ウェンディ：（ドヤ顔で）ふふふ、ステキな設定だろう？

一同：まるで、大竹さんの設定じゃないみたいだ。

ウェンディ：だから、あたしは戦闘だけやってれば、満足ってわけじゃないんですってばぁ───っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：と、オチがついたところで、もうひとつ演出を。




　先ほどまで、ウェンディたちを照らしていた美しい星空にかげりがさす。

　にわかに黒雲がわき上がり……カトゥーラの村は激しい豪雨に見舞われたのであった。




ウェンディ：豪雨!?　急すぎだ……これはいったい？

ＧＭ：ふふふ。それは次のシーンのお楽しみです。
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◆Middle08◆蹂じゆう躙りんの魔ま獣じゆう




　突然の豪雨。

　雨あま粒つぶがカトゥーラの家々と大地を勢いよく叩き、大きな雨あま音おとが響ひびく。

　この急きゆう変へんした天候がまねく惨さん禍かを、この時。予想できるものは誰だれもいなかった。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはジン、ＰＣは全員登場です。宴の翌よく日じつ、皆さんが目を覚ますと、窓まどから日が差しているのが見えます。

ジン：おっ、雨はあがったみたいじゃん。

ＧＭ：はい。ですが……その時、村は大おお騒さわぎになっています。

ウェンディ：大騒ぎ？

ルシャナ：我が女神よ、外に出てみましょう。

ＧＭ：外に出ると、昨さく晩ばんの豪雨の影えい響きようで、足元が泥でい濘ねい……泥どろ状じようになっているのが分かります。

ウェンディ：これはいけマセン、転んだら泥だらけになるのデスよ。

ＧＭ：そして気づきます。──乾かわいた大地であった村の周辺が、一面の泥沼になったことに。
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一同：何だってぇ────っ!?

ＧＭ：さながら、田植え前の水田のごとし。

ナッツ：一夜で荒野が沼地になるとは……マジェラニカとは、実に不思議な大陸デスなぁ。

ジン：すごいや！　まるで庭園術みたいじゃん！（笑）

ウェンディ：ルシャナ、何かしたのか!?（笑）

ルシャナ：違います！（笑）　そもそも私は荒野専せん門もんです。

ウェンディ：あ、そうだった（笑）。

ルシャナ：それに、こんな広大な範囲を〝庭園術〟で変へん貌ぼうさせるとなると、相当な魔ま力りよくと準備が必要ですし……まずひとりでは不ふ可か能のうです。

ウェンディ：やはりあの雨のせいなのか……。

ルシャナ：そのうえで、普通の自然現象としても考えがたいものがあります。この不毛の荒野が拡がる街で、熱帯雨林地方もかくやという集中豪雨は不自然すぎます。

ＧＭ：（す、鋭い）……さて、どうでしょうね。そして皆さんは気づきます。この騒ぎの中、村人が真に恐れていることに。彼らは皆、一様に空のある一点を見すえています。

ウェンディ：む。そっちを見てみよう。




　蒼あおい空の中に浮かぶのは、とてつもなく巨大な魚の影。

　黒く輝かがやく鱗うろこを持つその魚影は、カトゥーラ村へと迫せまってきていた。

　しかも、先日ウェンディたちが目撃した時とは異なり、蛇行しながら進んでいた……。




ウェンディ：あ、あれはまさか……!?

ジン：おいおいおい、噓うそだろ!?　あれ、超ちよう巨きよ大だいオカマグロじゃねーかっ!?

ＧＭ：はい。〝主様〟こと超巨大オカマグロです。網元のオーマも「こんな事態は初めてだ」と言っています。

ルシャナ：とすると、過去に即そく座ざに折り返して戻ってきた経験はないんですね？

ＧＭ：「うむ。超巨大オカマグロは、半年に一度の周期でこの周辺を回遊する。そのルートは年ごとにずれはするが、大きな変化はないのじゃ」

ウェンディ：いったいどうしたというのだろう……？

ナッツ：そんなことよりも、早く逃げマショウ！　移い動どう家屋なら、すぐに逃げられるハズ！

ＧＭ：ところが、地面のぬかるみに車輪をとられて、移動式家屋が動けない状じよう態たいです。

ナッツ：な、何トぉーっ!?

ジン：ああ、スリップしちゃってるじゃん。

ルシャナ：これでは、動くこともできませんね……。




　すぐにでもこの場を離れるべく、カトゥーラの村人は移動式家屋を動かそうとする。

　しかし、車輪は空回りし、後方に泥水を跳ね上げるだけであった……。




ＧＭ：「主様の進行方向から離れろ！」「駄目です、車輪が動きません！」「ならばせめて人だけでも！」「いやじゃあ！　わしはこの家から動かんぞぉ！」てな感じで村人は大混乱。

ジン：頑がん固こじーさんがいるじゃん!?（笑）

ウェンディ：おじいちゃん、早く逃げて～！（笑）

ＧＭ：ともあれ、そのような騒ぎが村のあちこちで勃ぼつ発ぱつしています。

ウェンディ：そうだ、ミサキは？

ＧＭ：ミサキは家の外で、自分の家の車輪をどうにかしようと試し行こう錯さく誤ごしていますね。

ルシャナ：皆さん、車輪に板を嚙かませてください！　それで動くようになるはずです！

ウェンディ：ルシャナは物知りだな。……わたしたちも手伝おう！

一同：おうっ！

ＧＭ：と、みんなで協力しながら家を移動させるのですが……それ以上に、超巨大オカマグロの進行速度が速く、とてもすべてを避難させることは難むずかしいでしょう。

ナッツ：ひぃ～、こんなところでぐずぐずしていては、潰つぶされてしまいマスよ！

ルシャナ：やむを得ません。家はあきらめていただいて、即座に退たい避ひしてください！

ＧＭ：網元とミサキが説得をし、村人たちは暗い表ひよう情じようで避難を始めます。彼らの家は、解かい体たい工場であり、船を兼かねているものもあります。破は壊かいされたら再さい建けんは容易ではないでしょう。

ジン：村の人たちの、大事な収しゆう入にゆう源げんがなくなっちまうってことか……。

ウェンディ：そうだ……！　花か壇だんは!?

ＧＭ：幸いにして、雨の被ひ害がいを免まぬがれたようです。そして村はずれに植えたことで、オカマグロが単純に来た道を戻っているなら、被害から免まぬがれそうだったのですが……。

ルシャナ：………蛇行しながら進む、超巨大オカマグロの魔力によって、花壇ごとえぐられてしまいかねない……ということですね。

ＧＭ：はい。跡あと形かたもなくえぐり取られてしまうでしょう。

ウェンディ：せっかくミサキが、花が咲くのを楽しみにしてくれているのに……！

ＧＭ：オーマは、皆さんの前に座ると、深々と頭を下げて、額ひたいを地面に押おしつけます。

ウェンディ：そ、村長さん!?

ジン：おいおい、急にどうしちゃったのさ！

ＧＭ：「巨大な魔獣たちと渡わたり合あってきたあんたらにしか頼めないんだ！　頼む、どうか超巨大オカマグロから、この村を護ってくれ！　このとおりだ！」

ナッツ：し、ししししかし、あの地面を掘り返しながら進む魔獣ですよ!?

ＧＭ：「親父、無茶をいうなよ！」とミサキ。

ジン：いやいや、さすがの俺も大きくなっても一〇メートルじゃん。全長一キロメートルの魔獣はちょっと。ちなみに何レベルぐらい？

ＧＭ：超巨大オカマグロは50レベルぐらいですね。

ジン：サバ言うなこのヤロー！（笑）

ＧＭ：マグロですよ（笑）。ともあれオーマは続けます。「無茶を言ってるのは分かってる。だが、宮廷庭師の旦那によれば、ウェンディちゃんは〝狩りの女神〟なんだろ？」

ルシャナ：……は、はい。

一同：…………。

ＧＭ：「そして、魔獣を倒す使命があるんだよな」

ルシャナ：そ、そのとおりです。

ジン：…………こ、これは（笑）。

ナッツ：超ことわりづらいデスな（笑）。

ＧＭ：「で、俺達の村が魔獣に襲われたら頼れって、言ってくれたよな」

ルシャナ：そ…………。

一同：そ？

ルシャナ：そのとおりじゃぁぁぁぁぁぁっ!?

一同：これが────




──これが墓穴か!?（一同爆笑）




ジン：すげぇじゃん。これが、ルシャナの墓穴ってヤツか！（笑）

ルシャナ：うーむ……。キャラ立てとして言ってはみたものの、実際喰らってみると………こんなにダメージを受けるものだとは。




　けっこうショックだったらしい。




ルシャナ：と、とにかく、我が女神よ、大変ことわりづらい状況を作ってしまい申し訳ありませんが……いかがしましょう？

ウェンディ：うむ。ひとつ…………心配なことがある。

ＧＭ：「というと？」

ウェンディ：〝主様〟を───




──狩ってしまってもよいのか？




一同：げぇぇぇぇぇ────っ!!（一同爆笑）

ジン：完全に殺やる気じゃん、この人!?（笑）
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ナッツ：ああああっ、ワタクシは、ご主人様に会えるのでしょうか？（笑）

ウェンディ：やるからにはな！（[image: ]最高の笑顔）

ルシャナ：漢おとこ前まえすぎます！（笑）　ですが、さすがに……（笑）。

ウェンディ：あ、村人が〝主様〟と崇めているのが気になっているというのもあるのだ。

ＧＭ：心配無用です。巨大な個こ体たいを〝主様〟と呼んでいるだけ。信しん仰こうの対象ではありません。

ルシャナ：川や海にいる大きな魚を〝主〟というじゃないですか。あんな感じでしょう。

ウェンディ：なるほど、そういうことだったのか！　……よし、ならば何も問題はない！　みんな、殺るぞ！

一同：だから、問題はあるんだってばぁ──────っ!?（一同爆笑）

ジン：超巨大オカマグロは50レベルだからっ!?（笑）

ウェンディ：たとえどんな魔獣だろうと、わたしは身体を張ってこの村を護る！

ルシャナ：素晴らしい心がまえです、我が女神よ！　ご意い志しに従います。この状況をまねいた責任の一端は私にある気もしますし（笑）。

ジン：あんたなぁっ!?（笑）　だが、俺もつきあうじゃん。魔獣が大地を荒らすのは、放置するわけにはいかねぇじゃん！

ウェンディ：それこそ〝ワイルドブルー〟の面々だ。で、ナッちゃん？

ナッツ：はー……仕方がありマセン。ワタクシはこのまま、お暇いとまさせていただきマス！　今までお世話になりマシタ！

一同：ちょっ!?（笑）

ウェンディ：な、ナッちゃーんっ!?（一同爆笑）

ナッツ：止めないでクダサイ！　ワタクシ、命が惜しいのデス!!（笑）

ウェンディ：こらーっ！　ロープを投げて、ぐいーっと引っ張るよーっ！（笑）

ナッツ：あーれーっ!?（笑）

ウェンディ：ナッちゃんは〝ワイルドブルー〟の壁役なのだ。身体を張ってわたしを護ってもらわないと困るのだ！

ナッツ：…………あのデスね？

ウェンディ：なんだ？

ナッツ：先ほどウェンディ様が身体を張って村を護るとおっしゃっていたヨウナ？

一同：…………。

ウェンディ：ああ、あれは建前だ。

一同：ちょぉ──────っ!?（一同爆笑）

ウェンディ：あ、言い間違えた。建前でなく、見得を切る──決めぜりふ的な……もの？




　なぜ疑問系なのか。




ウェンディ：改めてナッちゃんに言おう。この〝ワイルドブルー〟は一心同体。ナッちゃんの痛みはわたしの痛み。ナッちゃんが倒れる時は、わたしが倒れる時だ。

ナッツ：おお！　なんか腑ふに落ちない気もしますが、いい話な気がしてきマシタ（笑）。このナッツロッカー、精せい一いつ杯ぱいウェンディ様をお護りしマスよ。

ウェンディ：うむ。ありがとうなのだ！

ルシャナ：ふぅ（笑）。あとは、超巨大オカマグロにどう対処するかですね。

ＧＭ：では、ここでどなたか【知力】の判定をしてみてください。難なん易い度どは12です。

ルシャナ：では、僭せん越えつながら私が。（ダイスを振る）出目がよかった。11、達成値は17です。

ＧＭ：お見事。ルシャナが改めて超巨大オカマグロを観察したところ、やはりレベルはおよそ50で倒すことは不可能です。

ナッツ：それは分かっておりマス！（笑）

ＧＭ：しかし、ルシャナは先日の狩しゆ猟りよう風景から、あるヒントを得ることができました。

ルシャナ：……ふむ、つまり、カトゥーラの秘ひ伝でんが関係するのでしょうか？

ＧＭ：鋭いですね。そのとおり、カトゥーラの秘伝を使い、超巨大オカマグロの進路を誘ゆう導どうし、村に被害が及ばないようにするわけです。

ルシャナ：猟師たちは、確かマグロを追い込むために、太鼓を使っていましたね。あれなどは、進路を変更に役立ちそうですね。

ナッツ：ほっ。とりあえず、超巨大オカマグロとは戦わなくてよいのデスな。

ルシャナ：まあ、油断はできませんけどね。

ウェンディ：よしっ、さっそく村長さんたちに相談するのだ！

ＧＭ：オーマとミサキは、その話を聞き、即座に村の猟師たちを集めてくれます。

ルシャナ：超巨大オカマグロを倒すことはできませんが、進路をそらすことは可能です。しかし、そのためには、皆さんのお力と、この村の秘伝が必要なのです。

ウェンディ：村を救うためだ、どうか協力してくれ！

ＧＭ：猟師たちは「もちろんだ！」「いくらでもやってやるぜ！」と、要よう請せいを受けてくれます。

ウェンディ：ありがとう！　それじゃあ……みんな、いくぞっ！

一同：おうっ！




　かくして、〝ワイルドブルー〟は巨大魔獣の進路をそらす作戦に挑いどむことになった。

　手早くポーションなどを使い準備を整え、一同は行動を開始した。
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◆Middle09◆魔マ黒グロ誘導作戦




　迫る超巨大オカマグロ。地響きが近づく。

　あの巨体の下におさまれば、村は跡形もなく押しつぶされるだろう。

　ウェンディの額に、ひと筋の汗が流れる。

　それは、緊張のためか、それとも〝狩りの女神〟としての使命を前にしての高こう揚ようか。

　彼女自身にも分からなかった。




ＧＭ：さて、ここからはＦＳ判定となります。内ない容ようは次のとおりです。




名めい称しよう：超巨大オカマグロの進路をそらす

制せい限げん人数：４人

終了条じよう件けん：２ラウンド経過

支し援えん判定：すべての能力値

判定：【知力】

難なん易い度ど：11

完かん了りよう値ち：11

成長点：10点
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ＧＭ：現在村の女おんな子こどもたちは、皆さんに後事を託たくしつつ、避難しています。

ジン：（突とつ然ぜん村人の頑固老人になって）「わしゃここを動かん！　残るぞ！」

ルシャナ：まだやってた（笑）。

ウェンディ：いいから、おじいちゃんは逃げるのだ！（笑）

ＧＭ：そんな中、皆さんは迫り来る超巨大オカマグロの進路をずらすための行動を開始します。そういうＦＳ判定に挑んでいただくわけです。

ルシャナ：具体的にすることは？

ＧＭ：超巨大オカマグロの情じよう報ほうを調べ、作戦を練り、立案した作戦を実行するわけです。

ルシャナ：なるほど。まあ当然作戦を練る必要はありますね……。では、村長にこの周辺の地図を借り、オカマグロの進行ルートを予想して、書かき込こんでいきます。

ＧＭ：「ふむ、この様子だと、あと一時間もせずに村に到達するな」と、オーマが地図を見て言います。

ルシャナ：できうる限かぎり迅じん速そくに行動しなければなりませんね。

ＧＭ：なお、このＦＳ判定の終了条件は２ラウンド経過。それまでに成功できなければ、超巨大オカマグロが村の位置に到とう着ちやくし、何もかもを引き潰つぶして去っていきます。

ウェンディ：ぐずぐずしてはいられない、みんな、急ごう！

ＧＭ：では、ＦＳ判定「超巨大オカマグロの進路をそらす」を開始します。

一同：おうっ！




●第１ラウンド

行こう動どう値ち

ジン　　　　　　14

ルシャナ　　　　９

ウェンディ　　　５

ナッツ　　　　　４




ＧＭ：まずはセットアッププロセスですが、何か処理がある人……（各人に確認後）……いませんね。イニシアチブプロセス。この段階では皆さんは、超巨大オカマグロの習性などを調べることになります。難易度11の【知力】判定をお願いします。

ウェンディ：行動値からすると、最初はジンの番だな。

ジン：俺、【知力】判定は苦手だから待機っ！

ＧＭ：決けつ断だんが早い！（笑）では次はルシャナ。

ルシャナ：ふむ。ここは我が女神の名誉のために、私たちをもてなしてくれたカトゥーラの村人のために、全力をつくしましょう！　フェイトを２点使って、４Ｄで判定します。

ウェンディ：おお、ルシャナが燃えているのだ！




　小さかった空中の魚影が徐々に大きくなっていく。

　背負った責任の重さに気が焦る中、ルシャナあくまで冷静な思考を巡らせる───。




ルシャナ：私の知識のすべてを動員し、最善の方法を考えます！　（ダイスを振る）よし、出目は15！　達たつ成せい値は21です！

ＧＭ：おお！　差分は＋10、進行値が４点進みます。




進行値　０[image: ]４




ＧＭ：一気に進行値が４増えたので、いくつかのイベントが始まります。

ウェンディ：おお、やったぞ、ルシャナ！

ＧＭ：ルシャナは調査した情報を考察し、超巨大オカマグロを追い込むために、猟で使われた太鼓を活用する作戦を思いつきます。

ルシャナ：あの太鼓ですね。では…………オーマ殿どの、太鼓を使いましょう。あれならば、オカマグロの進路に影響を与えることができるかと。

ＧＭ：「すぐ用意させるぜ！」ということで、イベント２では太鼓を巧みに叩けるか、【敏びん捷しよう】判定が必要でした。しかし進行値が４まで到達したため、クリアされたことになります。

ルシャナ：なるほど……。私の合図に合わせて、太鼓を叩いてださい！　そぉーれっ!!

ジン：俺も手伝うじゃん！　踊りながら、どんどこどんどこ、太鼓を叩く。

ルシャナ：き、器用な！（笑）
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ナッツ：ぽんぽこ、ぽんぽこ、とワタクシもおたまで太鼓を叩くでゴザイマス。

ウェンディ：おたまで!?（笑）

ルシャナ：ええいっ！　この際何でもＯＫです！（笑）　肝心なのはリズムを合わせること！




　地を削けずる轟音を貫つらぬいて、雄ゆう渾こんな鼓こ動どうが響ひびく。

　生命の魂を揺ゆさぶるリズムに、巨大な魔獣はゆらり──と身じろぎをしてみせた。




ウェンディ：ということで、太鼓叩きは成功したのだな？

ＧＭ：はい。その結果、超巨大オカマグロは音のする方向をぎろりと見て、好みのリズムの方向に少し進路を偏らせます。少なくとも、注意を引いたことは間違いありません。

ルシャナ：よし、もっと有ゆう効こうな作戦に移りましょう！

ＧＭ：さて、ここで進行値４のイベントが発生します。どうにか気を引くことに成功した皆さんは、次の作戦を決行します。その名も、魔力ネットワイヤー作戦！

ウェンディ：魔力ネットワイヤー作戦!?

ルシャナ：ああ、そういえば、網あみを使っていた人たちがいましたね。

ＧＭ：はい。巻き網猟用で用いていた、魔力を流した特とく殊しゆな網を村中から借りだし、オカマグロの進路を変える、という作戦です。

ルシャナ：むう普通の網では、いかにも非力だが、魔力が流れているカトゥーラ特性の網ならあるいは……。

ウェンディ：希望はあるのだな！

ＧＭ：はい。ということで、巻き網猟用の魔力網を凧や立木などを使ってうまく展開する必要があります。ここからは、難易度13の【器用】判定に変更となります。

ウェンディ：次はわたしだな。とりゃーっ！　と走りながら凧で網を展開するぞ！　フェイトを１点使用だ！（ダイスを振る）う、達成値15！

ＧＭ：差分は＋２ですね。進行値が１点上じよう昇しようします。




進行値　４[image: ]５




ウェンディ：ど、どうにか引っかかったのだ！　すぐに木にくくりつけて……！

ＧＭ：しかし、超巨大オカマグロは、網を嫌がって身をよじりますが、反応はそこまで。あっさりと網をぶちぶち引きちぎり、そのまま進んでいきます。

ウェンディ：ああーっ!?　あ、網がちぎられたのだ！

ＧＭ：「ぎゃー!?　あの網高かったのにー!!」猟師の嘆なげきがこだまします（笑）。

ルシャナ：これもまた、村を救うためなのです……あきらめてください（笑）。

ジン：さすがは超巨大、パワーが半はん端ぱねぇじゃん！

ウェンディ：もっとしっかり引っかけないとダメか……くっ、この小さな身体が憎にくい!!

ルシャナ：そういう問題でもないかとぉ──っ!?（爆笑）
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　この後、ナッツがフェイトを１点投入して判定。予備の網を持ち出して超巨大オカマグロを牽けん制せい、進行値を２点上昇させることに成功した。




進行値　５[image: ]７




ＧＭ：さて、進行値６でイベントが発生しますよ。魔力ネットワイヤー作成により、超巨大オカマグロの進行方向が半身ほどそれます。

ウェンディ：やったぁ！

ＧＭ：しかし、まだ安心はできませんよ？　村の半分は、まだ進行ルートにかかっていますからね。おまけに、先ほどで予備の網を使いきってしまいました。

ジン：網が持っていかれちまったんだな。

ＧＭ：そんなイメージですね。皆さんに残されたのは……ダイナマイトのみ！

一同：だ、ダイナマイトぉっ!?

ナッツ：そ、それは違法な猟法デハ？（笑）




　爆薬を水面下に投じ、その衝撃破で魚を気絶させるダイナマイト漁という漁法がある。

　現実世界では立派な違法漁法なので、ご注意されたい。




ルシャナ：背に腹はらはかえられません、この〝禁断の猟法〟を使いましょう！

ＧＭ：というわけで、この爆ばく弾だんを、いかに素す早ばやく設せつ置ちできるか、という判定になります。ここから、難易度14の【敏びん捷しよう】判定となります！

ジン：14ね。待ってた甲斐があったじゃん！　素早く動くのは、俺の一お八は番こだぜ！

ＧＭ：それでは、待機していたジンの行動です。どうぞ。

ジン：《ダンシングヒーロー》！　踊おどりながら、爆弾設置！（笑）

ウェンディ：ジン、がんばってくれ！

ジン：うぇーいっ!!　任せときなって！　精霊よ、俺に力を貸してくれ！　フェイトを１点使うぜ！　おりゃあーっ!!（ダイスを振る）




　気合い十分に振ったダイスは、机つくえの上を跳はね回まわり……そして、止まった。




ジン：げっ、１が多いな……いけるか？

一同：（固かた唾ずをのんで見守る）

ジン：……出目13、【敏捷】が７、足して20！　差分＋６で、進行値４上昇！　これで進行値が11になって、ＦＳ判定クリアじゃぁぁーんっ！（一同拍はく手しゆ）




進行値　７[image: ]11




ＧＭ：これはすごい！　軽やかなステップを踏ふみながら距きよ離りを詰つめ、ジンは見事、もっとも効こう果か的てきと思われるポイントに、爆弾を設置しました。

ジン：素早く設置したあとは、魔力の風ふう圧あつを利用して華か麗れいに離れるぜ！

ＧＭ：しかし、そうは問屋が卸おろさない！　進行値11で、イベントが発生します。




　爆弾が爆ばく発はつし、その衝撃を嫌った魔獣が進路を変える。

　目的は達した。

　だが、そのあとの超巨大オカマグロの進路が問題であった。




ＧＭ：超巨大オカマグロはぐりんと九〇度旋せん回かい！　ズズズとジンに向けて突つっ込こんできます！

ジン：ちょっとぉーっ!?　このマグロ、今まで人間には全然興味を示さなかったじゃん!?
















ＧＭ：ふふふ。気まぐれな魔獣の考えることですからね。ここで難易度12の回かい避ひ判定をお願いします。回避に失敗すると４Ｄ＋40の貫通ダメージがいきます。

ジン：くぅっ、この魚ぁ──────っ!?

ナッツ：それにしてもこのダメージ………これは【ＨＰ】０もありエル数値!!

ＧＭ：超巨大オカマグロの直下に吹き荒れる、魔力の嵐の激しさを表現しています。

ルシャナ：なるほど……。ですが、超巨大オカマグロの鈍どん重じゆうさゆえか、回避のチャンスはありそうですよ。

ウェンディ：うむ。生き残るんだジン!!

ジン：おお、ウェンディも応援してくれるじゃん！

ウェンディ：お前は、〝ワイルドブルー〟の範囲攻撃担当だ。死なれるとその……困る！

ジン：ですよねぇ────!?（一同爆笑）




　戦いの妖精ヴァルキリー。

　彼女たちはマジェラニカきっての戦闘民族であった。




ジン：とにかく避けるしかねぇ！（笑）俺の回避は７、５以上で成功するはず！（ダイスを振る）………………どうだっ!?




　閃せん光こう、轟ごう音おんを背に、巨大な魚ぎよ影えいが迫る。

　ジンに待ち受けるは圧殺される運命か？

　仮面の下で血相を変えたネフィリムは、数歩地を蹴けったかと思うと、全力で跳ちよう躍やく！

　横っ飛びで、超巨大オカマグロの進路から飛び退いた。




ジン：出目は９で、達成値16で…………回避成功じゃんっ！

一同：やったぁーっ!!

ウェンディ：ジン！　よくやったのだ！

ジン：ふぁー……疲つかれたぁー！　死ぬかと思ったよ！（笑）

ルシャナ：オカマグロはどこにいます？

ＧＭ：進路を変え、緩やかにカトゥーラの村から遠ざかっていく姿が確かく認にんできます。

ナッツ：どうやら、作戦は成功したようデスね。

ＧＭ：村人たちは「〝ワイルドブルー〟ばんざーいっ!!」と大歓声をあげています。

ウェンディ：わたしも、村を護れて嬉しい。

ルシャナ：……しかし、いったいどうして、オカマグロは急に進路を変更したのでしょう？

ＧＭ：と、ルシャナが不審に思った時、村人のひとりが、恐きよう怖ふに引きつった声で叫びます。




「お、おい、あれを見ろ……！」

　喜びに沸わき立たつ人々が、たちまち意気消しよう沈ちんする。

「どうして、主様が戻ってくるんだ……!?」

　彼らが見たのは、さらに回頭し、カトゥーラの村に向かってく黒く巨大な魚影であった。
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一同：何だってえぇ────っ!?

ＧＭ：一旦、遠ざかるかに見えた超巨大オカマグロは何者かに強いられたかのように進路を変更、村を目指して進みます。

ウェンディ：ど、どういうことなのだ……!?

ＧＭ：といったところで、シーンを終了しましょう！







　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆戦いくさ乙おと女めは死し闘とうに挑いどむ！




　村人たちと協力し、村に迫せまるオカマグロの進路の変へん更こうに成功した〝ワイルドブルー〟。

　これで村は壊こわされずに済すむ。誰だれもが喜びの声をあげる中、異い変へんは起きた。

　超ちよう巨きよ大だいオカマグロが、再ふたたび村を目指して突とつ撃げきしてきたのだ！




ＧＭ：それでは、クライマックスフェイズです。皆みなさんは無事、超巨大オカマグロの進路をそらすことに成功しました……が！

ジン：「〝主様〟が戻もどってきた」って話だったじゃん？

ＧＭ：そのとおり。

ウェンディ：ルシャナ、これはどういうことだろう？

ルシャナ：（少し考えて）ＧＭの描写にありましたが……動きが妙みようでした。まるで、強ごう引いんに方向を変えられたように見えました。

ＧＭ：では皆さん、難なん易い度ど12の【感知】判はん定ていをどうぞ。誰だれかひとりが成功すればＯＫです。




　判定には、ウェンディのみが成功。

〝狩かりの女め神がみ〟の目は、些さ細さいな変化を見み逃のがさなかった。




ＧＭ：超巨大オカマグロの頭に、何か棒ぼう状じようのものが刺ささっています。

ウェンディ：棒？　マグロって棒を頭部に刺す習性とかあったのか？

ＧＭ：ありませんよ!?（笑）　よく見れば、魔獣が向きを変えようとすると、その棒状のものが光り、そのつど進路が村へ向かうように修正されるようです。

ウェンディ：なるほど……。あの棒が、マグロを操あやつっているみたいなのだ！

ジン：さすが〝狩りの女神〟……見事な視力じゃん！

ルシャナ：カトゥーラ村を襲おそわせるため、何者かがマグロを操っている可能性がありますね。

ジン：なんてことをしやがる……！

ナッツ：お、恐おそろしい！　ワタクシ、お暇いとまさせていただきマス（笑）。

ウェンディ：またぁ！　帰っちゃダメ！（笑）　それにしても……（少し考えて）……あの棒を取れば、オカマグロを解放できるじゃないか？

ナッツ：無理デス！　第一、あんな高いところに、どうやって行くというのデスか!?

ウェンディ：うぐ、た、確かに、身長は足りないが……！（笑）

ジン：身長の問題じゃないから（笑）。全長一キロメートルのマグロだろ？　高さはざっと一〇〇メートル。俺が巨人化したって届かないじゃん。

ルシャナ：ＧＭ、あの棒に近寄りたいのですが、どうすれば？

ＧＭ：…………そこなんですよ、悠羅さん。

ルシャナ：はい？

ＧＭ：マジで《フライト》を外したんですか？　昨日キャラクターシートを見せてもらった時は取ってたじゃないですか。

ルシャナ：…………。




《フライト》とは、対象を飛行状態にすることができる魔法である。

　これがあれば、超巨大オカマグロの頭部まで全員を導みちびくことができたのだ。

　先行して作成されていたルシャナのデータを見たＧＭは、この《フライト》で超巨大オカマグロの元に乗り込めると算段をつけて、シナリオを組んでいたので………あったが。




ルシャナ：しまったぁぁぁぁっ!?　今朝になって《フライト》を外してしまったぁぁぁっ!!

ナッツ：ナゼ!?

ルシャナ：《フィジカルエンチャント》の方が有効かなぁ～と、判断しまして。

ウェンディ：お、おお。

ジン：ってことは今、飛行能力があるのは………。

ウェンディ：……レビテートローブを装備したルシャナだけ？

ルシャナ：ぐ。

ナッツ：では、先にルシャナ様にオカマグロの頭部まで向かってもらい、ロープを垂たらしてもらってから、我々も登りマショウ。

ルシャナ：ま、待てぇ───っ！　私は防御力がかなり低いんですよ！　もしオカマグロの頭部で戦闘が開始されたら、突出した私は大ピンチですよ!?

ジン：確かにメイジが孤立するのは、死にフラグじゃん！

ウェンディ：（沈痛な表情で）それは、〝ワイルドブルー〟の戦力にとっても、深刻な事態をまねくな。

ナッツ：…………アノ～。

ルシャナ：何か？

ナッツ：これって、ルシャナ様の〝墓ぼ穴けつ〟が発動したのデハ？

ウェンディ・ジン：…………はっ!?

ルシャナ：………し──、




───知るかぁぁぁぁぁっ!?




ウェンディ：墓穴か？（笑）　またしても墓穴なのか？

ＧＭ：いやぁ。プリプレイで墓穴庭にわ師しをやりますって、言ってるそばから墓穴掘ってて、超びっくりしました。はっはっは。

ウェンディ・ジン・ナッツ：ルシャナ──ッ!?（一同爆笑）

ルシャナ：ていうか、先に言え──っ!?

ＧＭ：シナリオの内容を先に言えるわけないでしょ──っ!!




　ぐだぐだな展開であった。
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ルシャナ：他に……何か手段はないのか!?

ウェンディ：うむ。考えてみよう。




　一同しばし熟考。だが、特に良いアイデアは出ず──。

　ジンがオカマグロにとりついて登とう攀はん、その後ロープを垂らすという案も出た。だが、ぬめりのあるオカマグロの体表をロープなしで登るには難易度が高すぎ、落下の危険もあった。

　また、それでは（ルシャナよりマシではあるが）ジンが孤立することは変わらなかった。

　相談の結果、やはり、レビテートローブでルシャナが先行することになった。

　なお、ルシャナは《マジックブラスト》＋《フィジカルエンチャント》を用いてウェンディとジンのふたりの【筋力】を、このシーン中＋２した。




ルシャナ：では……できるだけ早く来てくださいね？

ウェンディ：分かった。すまないが頼んだぞ。

ジン：がんばってくれじゃん～。

ルシャナ：では、レビテートローブで空を飛んで…………マグロの頭を目指しましょう。

ＧＭ：特に妨ぼう害がいなどもなく、頭の上に到達しました。棒状の何かは、どうやら生物の〝棘とげ〟のようですね。

ウェンディ：うう、痛いたそう……。

ＧＭ：見てみると、ちょっとやそっとじゃ抜ぬけそうにありませんね。

ルシャナ：これ……触さわっても、感電しませんよね？

ＧＭ：大丈夫です（笑）。

ルシャナ：では、ここにロープを結び、下に垂らしましょう。

ＧＭ：ルシャナがロープを結び下に垂らすと……周辺で、〝ごそり〟という音が聞こえます。

ルシャナ：……何やら、嫌いやな予感がしますね。




　ごそり、ごそり。嫌な音が響ひびく中、ルシャナはあたりを鋭するどく見回す。

　──その足元、マグロの皮ひ膚ふの下で、〝長大な何か〟が蠢いた。




ウェンディ：ルシャナぁーっ!?　あ、足、足元ぉーっ!?

ルシャナ：これは……もしや、寄き生せい虫ちゆうですか？

ＧＭ：ご名答！　ごそごそと這はい回まわるそれは、やがてマグロの皮膚を喰くい破って顔を出します。形は胴どう体たいの長いムカデに似にていますね。
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ルシャナ：ぎゃあ───っ!?

ウェンディ：やだぁ～!!　キモイよぉ～！

ＧＭ：ちなみにこやつ、名前を魔獣ディディモゾイドといいます。

ジン：ディディモゾイド!?　変な名前じゃん？

ＧＭ：そういう名前の寄生虫がいましてね。音の響きで選びました。

ウェンディ：そ、そうか。待望の魔獣だというのに、あまり嬉しくないな。

ルシャナ：お気持ちは分かります（笑）。

ＧＭ：さて、ディディモゾイドは一〇メートルの位置まで這はい出でて、ルシャナに［奇き襲しゆう攻こう撃げき］をします。オカマグロの体内からの攻撃のため、そのように処理をしました。
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ルシャナ：不利は承知でしたが……っ!?

ＧＭ：なお、刺さった棘はルシャナと同じエンゲージにあります。ウェンディたち三人は、登とう攀はんの判定に成功すれば、［奇襲攻撃］後に始まる戦闘に最初から参加できます。

ルシャナ：い、今のうちに早く登ってきてください！（笑）

ジン：おうっ!?

ＧＭ：では、ディディモゾイドはルシャナに《毒どく粘ねん液えき》で攻撃！（ダイスを振る）……命中の達成値は24です！

一同：高っ!?




　ディディモゾイドの口内から、濁にごった緑色の粘液がルシャナに向けて放たれる。




ＧＭ：なお、この強酸性の《毒粘液》の攻撃は貫かん通つうダメージで、ダメージを１点でも喰らうとバッドステータスの［毒（２）］を受けることになります。

ルシャナ：殺す気かぁ────っ!?

ナッツ：ＧＭ。《プロテクション》は？

ＧＭ：届きません。

一同：ですよねぇ────っ!!

ルシャナ：ヤバイ、ヤバイ、ヤバイ！　私の回かい避ひは２Ｄ＋４ですよ!?

ジン：頼むじゃん。ここは踏ふん張ばってくれぇ!!

ウェンディ：残ったフェイトを全部使ってもいいから！

ナッツ：ええ！　ルシャナ様が戦闘不能でクライマックスの戦闘を迎えたり、《蘇生》を切ってから始めるよりフェイトを使いきった方がマシかと。

ＧＭ：…………（みんなの心がひとつになってる）。

ルシャナ：分かりました、残りフェイト４点をすべて使用して、死んでも回避する!!

ウェンディ：ルシャナ、死んだらダメだぞ！

ルシャナ：分かっております（笑）。これは心がまえを述べたまで。では……回避判定──。




　緑色をした毒液の飛ひ沫まつがルシャナを覆おおい尽つくさんばかりに迫る──。

「あれを受けたらただではすまない！」

　ルシャナは、マグロの頭部から転がり落ちぬよう、棘に結びつけたロープをしっかりと握にぎり全力で飛び退すさった。




ルシャナ：──達成値は24！　同値は回避成功!!

一同：あっぶねぇぇぇぇっぇ────っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：では、ルシャナに当たらなかった毒液は、オカマグロの頭部を腐ふ臭しゆうを放ちながら溶かしていきます。

ジン：やっべぇぇぇぇぇっ!?

ナッツ：ひぇぇぇぇぇ────っ!?

ウェンディ：ルシャナ、危ないところだったな。

ルシャナ：ええ、命拾いしました──。なんという恐ろしいシナリオでしょう。




　むしろ、大ピンチの演出に貢献してくれたルシャナに感謝である。




ルシャナ：って、皆さん早く登ってきてください!!（一同爆笑）

ＧＭ：はい（笑）。では残る三人に、登攀の判定をしていただきましょう。この判定に失敗をすると……これから始まる戦せん闘とうへの参加が、１ラウンド遅おくれます！




　三名は、ルシャナの垂らしたロープを伝い、難なん易い度ど12の登攀の判定を行なった。

【筋力】がやや低いジンは、《フィジカルエンチャント》の恩おん恵けいを受け、問題なく成功。

　残るふたりも危あぶなげなく成功し、全員無事、ルシャナのいる場所へたどり着けた。




ジン：《フィジカルエンチャント》マジ感謝じゃんっ!!（笑）

ナッツ：カタカタカタ……ふう、登り切りマシタ。

ウェンディ：こうして見ると、《フィジカルエンチャント》は役に立つスキルだな。………ルシャナ、ちょっとついてなかっただけだぞ（笑）。

ルシャナ：我が女神よ、そういってもらえると少し救われます（笑）。

ウェンディ：あ、そうだ。ナッちゃんはロープを身体に結んで、命いのち綱づなにするんだ。

ナッツ：おお、スバラシイアイデアデス！

ウェンディ：うむ、これはナッちゃんの逃亡防止の意味もあるのだ（笑）。

ナッツ：ナンとぉぉぉおおおっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：さて（笑）。全員が登り切ると同時に、ディディモゾイドが奇き声せいをあげ、あごを打ち鳴らします。どうやら皆さんを敵てきと認にん知ちしたようです。

ウェンディ：やる気だな？　ならば、容よう赦しやはしないのだぞ！

ＧＭ：さて、クライマックスの戦闘に入る前に、今回の特とく殊しゆルールを説明しておきましょう。





・この戦闘中に［スリップ］の効果を受けた場合、難易度14の【筋力】または【敏びん捷しよう】の判定を行なう。失敗すると、３ＤのＨＰロスを受け、「ぶら下がり状じよう態たい」となる。

・ぶら下がり状態を回かい復ふくするには、メジャーアクションで難易度12の登攀の判定を行なう必要がある。失敗した場合、マグロの背せ中なかから落下し、即そく座ざにシーンから退たい場じようする。

・ぶら下がり状態でないキャラクターは、難易度10の【筋力】判定に成功すると、同一エンゲージの他ＰＣのぶら下がり状態を解かい除じよできる。

・なお、飛行状態のキャラクターは、ぶら下がり状態にならない。






ジン：なるほど。マグロの背せはぬるぬるしているから、滑すべりやすいんだ。

ＧＭ：はい、そんなイメージです。

ナッツ：これは絶ぜつ対たい、敵が［スリップ］攻こう撃げきをしてきマスよ！

ウェンディ：ぶら下がり状態、かなり危き険けんだぞ……判定に失敗したら、即そく退場なのだ！

ＧＭ：ふっふっふ。どんどん落ちていただきましょう。

ルシャナ：私だけはぶら下がり状態にならずにすみそうですね。よかったよかった。

ナッツ：ふ、《フライト》……（一同笑）。

ルシャナ：《フィジカルエンチャント》が役に立ったから、許ゆるしてくださいよ！（笑）

ナッツ：掘った墓穴を、必死で埋うめておられマスな（一同笑）。

ＧＭ：自ら掘った穴を、責せき任にんを持って自ら埋める。庭園術じゆつのプロの技わざが光りますね。

ルシャナ：やかましいわっ！（一同笑）

ジン：墓穴庭師はさておき……（笑）。マグロはどうやったら止まるんだ？

ＧＭ：メジャーアクションを使って、頭に刺さった棘を抜けば、元の進行ルートに戻ります。

ナッツ：おっ？　案外簡単デスね。

ＧＭ：しかし、この棘はディディモゾイドのもので、本体を倒たおさねば、抜いても同じものを刺されてしまいます。なお、３ラウンド以内にこれが抜けなければ……。

ウェンディ：まさか……村に突つっ込こむのか!?

ＧＭ：そのとおり！　カトゥーラの村は、超巨大オカマグロによって破は壊かいされます！

ジン：一いち難なん去ってまた一難ってか。

ウェンディ：早くディディモゾイドを倒して、村を助けねば。そして、魔獣……邪悪な敵ではあるが、実は操られていたこの超巨大オカマグロも、解放してあげたい！

ＧＭ：おお、何と優やさしい。超巨大オカマグロは、涙なみだをそっと流します（一同笑）。

ウェンディ：な、泣いてるぞ!?

ルシャナ：魚は泣きませんよ？

ＧＭ：…………。ま、まあ、謎多き魔獣なので（一同爆笑）。

ウェンディ：そして、いつか正々堂々と決着をつけよう！
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ＧＭ：結局倒すんか！（笑）　では、戦闘に入りましょう！




●第１ラウンド

行こう動どう値

ジン　　　　　　　　　14

ディディモゾイド　　　12

ルシャナ　　　　　　　９

ウェンディ　　　　　　５

ナッツ　　　　　　　　４
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ＧＭ：改めて、配置を説明しましょう。皆さんは、棘とエンゲージをしている状態です。そこから一〇メートル離はなれたところに、ディディモゾイドがいます。

ウェンディ：はいっ！　ディディモゾイドは《超ちよう大おお型がた》ですか！

ＧＭ：はい。《超大型》です。超巨大オカマグロに寄生していた《超大型》な寄生虫です。

ウェンディ：（嬉しそうに）よしっ！　やった！

ＧＭ：では、第１ラウンドを開始しましょう。まずはセットアッププロセスから！　処理を行なう人を確認しますね。……（各人の処理を確認し）ジン、ルシャナ、ウェンディで、敵はディディモゾイドが行ないます。まずはジンから───。

ウェンディ：む。ジンのセットアッププロセスで、《陣じん形けい》を使うのだ！




　その言葉を合図に、ウェンディ、ジン、ナッツの三人が、ディディモゾイドの元へ一気に前進。ルシャナはその場を動かず、杖を構かまえて支し援えんの態たい勢せいをとる。

　しかし、ナッツは【移い動どう力】が足りず、七メートルの地点にとどまった。




ウェンディ：ナッちゃんが届とどかなかったー！（笑）

ナッツ：ジン様、ウェンディ様、がんばってクダサイ。ワタクシは後ろから《プロテクション》を飛ばしマスので（笑）。

ＧＭ：さて、改めてジンのセットアッププロセスです。宣せん言げんをどうぞ。

ジン：《ジャイアントグロース》！　巨きよ大だい化かして、このエンゲージを封ふう鎖さする！

ＧＭ：了解。では、ディディモゾイドはセットアッププロセスでオリジナルエネミースキルの《寄生生物操そう作さ》！　宿主の肉体を刺し激げきすることで振しん動どうを起こさせます！

ルシャナ：これで［スリップ］させるつもりですね！

ＧＭ：そのとおり。対象はＰＣ全員です。難易度10の【敏捷】判定を行なってください。失敗すると［スリップ］しますよ！

ナッツ：あわわわわっ！（[image: ]揺れている）　で、ゴザイマス！

ジン：『ワンダと巨象』みたいじゃんー（笑）。




　苦痛に身を震わす超巨大オカマグロの頭部で、必死にバランスをとる〝ワイルドブルー〟。

　バランス感覚に優れたジンは余裕の身のこなしで、震動に耐える。

　ウェンディとジンはそれぞれフェイトを１点使用し、なんとか判定に成功。ふたりは必死にオカマグロの体表にしがみつき難を逃れた。

　そして、ルシャナは──。




ルシャナ：（にこやかに）レビテートローブで飛行しております。

ＧＭ：くっ!?（笑）

ルシャナ：ふふふ、やはり持っていて正せい解かいでした（笑）。

ウェンディ：しかし《フライト》があれば、もっと楽だったかも……（笑）。

ルシャナ：ううっ。とにかく私のセットアッププロセスです。《ガーデン：荒こう野や》を、ジンと我が女神に！（ダイスを振る）発動成功。命中判定に＋１Ｄされます！




　マジェラニカの秘ひ技ぎ、庭園術──その使い手である彼にかかれば、どんな場所であろうと、水すい晶しよう柱の並ならぶ幻げん想そう的てきな荒野が生み出されるのだ。
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　それがたとえ、超巨大オカマグロの頭部であっても。




一同：…………。

ナッツ：シュールな光景デスね。

ウェンディ：ぬるぬるだった表面が、荒野になってしまった！（笑）

ＧＭ：超巨大オカマグロも違和感を抱いているのか、目を丸くしています。

ルシャナ：元から丸いでしょっ!?（爆笑）

ウェンディ：わたしの番だな。《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》だ！　ダメージに＋８する。一いつ刻こくも早くこいつを倒すために、攻撃に専せん念ねんするのだ！

ＧＭ：ふふふ、これで【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が０になりましたね。

ウェンディ：ふふふ。ナッちゃんが護ってくれるのだ！

ナッツ：ワタクシっ!?　え、ええ。モチロン身体を張りますヨ？（笑）

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移うつりましょう。割わり込こみなどがなければ、【行動値】14のジンのメインプロセスとなります。

ルシャナ：ジン、ここで待機すると、次の攻撃に《シャープネスガーデン》が入りますよ。

ジン：おっと、それは欲ほしいところじゃん。ここは待機だ！

ルシャナ：さて……相手は何をしてくるか。

ＧＭ：ナッツがいない今がチャンス！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《旋せん回かい攻撃》！　対象はジンとウェンディです。

ウェンディ：むっ、範はん囲い攻撃か！

ＧＭ：いかにも、そのとおり！　あごを打ち鳴らしながら、激しく頭を振ふり回まわして攻撃を仕し掛かけてきます！　命中判定は３Ｄ＋９！（ダイスを振る）よし、達成値は20です！

ウェンディ：くっ……（ダイスを振る）達成値10！　駄目だ、避さけきれない……。

ジン：それは俺も厳きびしい！（ダイスを振る）駄目だ、出目９、達成値16で命中！

ＧＭ：当たった！　ふふふ、ダメージは５Ｄもあるんですよ？

ウェンディ：な、ナッちゃんがいてくれたらーっ！

ナッツ：仕方がないのデス、ワタクシ、足が遅おそいのデス（笑）。

ＧＭ：とりゃーっ！（ダイスを振る）ぎゃーっ!?　な、何だこの出目はーっ!?　一番大きい目が４とはどういうことだ！（笑）

ウェンディ：かわたなさんにしては出目が低いぞ！（笑）

ＧＭ：５Ｄで13しか出なかった……とほほ。しかし、固こ定てい値ちがどうにかしてくれる！　53点の物理ダメージです！




　しかし、この攻撃をルシャナが《シールドガーデン》──水晶柱で防御壁を展開して受け止める。ナッツもウェンディに《プロテクション》をウェンディに使用。

　結果、ジンに38点ダメージ、ウェンディに19点ダメージとなった。




ＧＭ：落としきれませんでしたか。ディディモゾイドは、ぎちぎちとあごを打ち鳴らし、怒いかりを表ひよう現げんします。さて、次はルシャナの行動です。

ルシャナ：水晶に宿る精霊たちの力を借り、ジンとウェンディ様の攻こう撃げき力りよくを上げましょう。《シャープネスガーデン》！

ジン：おおっ、周りの水晶が光ってるぞ。

ルシャナ：（ダイスを振る）発動成功。攻撃力に＋９してください。

ＧＭ：むう。では、ここでウェンディの番です。

ウェンディ：よぉし……思いっきりやるぞ！　ムーブアクションで《ハンターズハンド》！　これで、《超大型》の敵へのダメージが＋３Ｄ！

ジン：来た来た、ハンターの本ほん領りよう発はつ揮きだ！

ウェンディ：マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》！　これでさらに、攻撃力が＋12されるぞ。

ＧＭ：ひ、ひぃっ!?　ダメージがどんどん上がっていく!?

ウェンディ：さらに《ボルテクスアタック》も使うぞ！　ダメージに＋40なのだ！

ナッツ：おお、ウェンディ様が本気デスぞ。

ウェンディ：命中判定にフェイトを１点使って５Ｄ！　槍やりを構えて高く跳とぶ！　いくぞっ……！（ダイスを振る）クリティカルッ!!

ＧＭ：ここでクリティカルとはっ!?　これは避けられんっ!?




　ディディモゾイドは〝狩りの女神〟の渾こん身しんの一撃を真正面から喰らってしまう。




ウェンディ：では、ダメージ！（ダイスを振る）出目が41！　[image: ]点の物理ダメージ！

ＧＭ：なんて数字だ！　４レベルのＰＣのダメージじゃないですよ!?　これにはディディモゾイドも苦く悶もんの声をあげ、のたうち回ります。

ウェンディ：これが戦乙女の力だ！　しゅたっと着地！

ＧＭ：突とつ然ぜんの強きよう敵てきの出しゆつ現げんに生命の危き機きを感じ取ったのか、ディディモゾイドはあごを鳴らしながら身を震ふるわせます。

ジン：ん？　何かするつもりか？

ＧＭ：ダメージを受けたこの時点で、オリジナルエネミースキル《種族保ほ存ぞん本ほん能のう》を使用し、《分ぶん裂れつ》を使用。傷きず口ぐちから、徐じよ々じよに二匹ひきに分かれていきます！

[image: ]

一同：何だってぇ────っ!?




・《種族保存本能》と《分裂》

《種族保存本能》は【ＨＰ】にダメージを受けた直後に《分裂》を使用できるという、オリジナルエネミースキルだ。《分裂》はＨＰを半分に分けた分身を、未行動で登場させるというエネミースキルである。




ウェンディ：ふ、増ふえた!?

ＧＭ：まっぷたつに別れたディディモゾイドは、それぞれ欠けつ損そんした部分をシュウシュウと瞬時に再生させ、ふたつの個別の個体を形成、ワキワキと動き出します。

ウェンディ：うぅ～（[image: ]キモがっている）。

ＧＭ：なお、新しく増ぞう加かしたディディモゾイドは、未行動状態で現あらわれます（ポーンを置く）。以い降こう、増えた方はディディモゾイドＢと呼よびますね。

ナッツ：未行動状態デスと……。ワタクシの行動の前に、増えたやつが攻撃してきマスよ!?

ルシャナ：すみません、《シールドガーデン》はラウンド一回だけしか使えないのです。

ジン：やばい、俺たちふたり、大ピンチだぞ！

ウェンディ：みんな、生き残るのだっ！

ルシャナ：ええ我が女神よ！

ナッツ：大賛成デス！　ワタクシも死にたくはありマセン！

ＧＭ：さて。ウェンディの行動後、【行動値】12のディディモゾイドＢが動きますよ！　ムーブアクションで《潜せん行こう》、マグロの肉に潜もぐり込こみつつ、戦闘移動を行なおうとします。




・《潜行》

　ディディモゾイドのオリジナルエネミースキル。これにより寄生した生物の肉に潜り、戦闘移動を行なうことができる。この移動で敵キャラクターとエンゲージしてもそこで移動停止しなくてもよい。エンゲージが封鎖されていても使用でき、離脱の行動値判定に＋１Ｄする。ムーブアクションで離脱した場合でも、マイナーアクションを使用可能である。




ジン：このスキル、マジでヤバイじゃん？　と、とにかく、エンゲージは俺が封鎖してるから、離り脱だつしたけりゃ対決しな！

ルシャナ：ジン、絶対に通さないでくださいよっ！（笑）

ＧＭ：まずはこちらが、３Ｄ＋12で判定しましょう。はっ！（ダイスを振る）達成値21！

ジン：（少し考え）《ダンシングヒーロー》を使うぜ！

ナッツ：用よう途とが広いフェイトを温おん存ぞんする作戦デスな。

ジン：そういうこと！　やつが潜り込む前に、手を伸のばして摑む！（ダイスを振る）よっしゃ、出目15！　達成値29で勝利だっ！

ＧＭ：妨害されたか！　ディディモゾイドＢがマグロの体内に潜る前に、ジンはその体をむんずと摑みました。

ジン：うっ、気持ち悪ぃ！　何かぬめぬめしてるじゃん！
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ＧＭ：寄生虫ですので（笑）。びちびちと暴れ「きしゃーっ！」と叫びディディモゾイドは、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《毒粘ねん液えき》！　毒を含ふくんだ粘液を、ナッツに吐はきかけます。

ナッツ：うわ、汚きたないうえに厄やつ介かいな攻撃してきマシタよ！

ＧＭ：［毒］になって【ＨＰ】が減へれば、《カバーリング》もできまい！




　ナッツはこの攻撃を《プロテクション》で軽減し、22点の貫かん通つうダメージを受けた。

　結果、あえなく［毒（２）］を喰らってしまう。




ナッツ：いたた……［毒］で、身体が紫色にッ！　ま、毒消しがあるので、大丈夫デスがね。

ＧＭ：さて、次はそのナッツの行動です。

ナッツ：さてと、それでは皆みな様さまのところへ参りマショウかね。ムーブアクションで前進、ディディモゾイドのエンゲージに入りマス。

ウェンディ：ナッちゃんが来てくれたぁ～！

ナッツ：マイナーアクションで毒消しを飲み、［毒］を回復。メジャーアクションで通つう常じよう攻撃を行ないマス。対象はディディモゾイドＡ！




　繰くり出だされたおたまが、ディディモゾイドの頭部にパカンっ！　と命中。

　コミカルに見えて侮れない一いち撃げきは、魔獣を倒せないまでも、確かく実じつに追おい詰つめていった。




ＧＭ：さて……それでは最後、待機していたジンの行動です。

ジン：ウェーイ！　全力で攻撃してやるじゃん～！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！

ＧＭ：やーめーてー！




　この攻撃をジンはクリティカルで命中させる。

　その巨きよ体たいに似に合あわぬ軽かろやかさで、ジンは踊おどり、ナイフを繰あやつる。

　舞い踊る刃やいばが、ディディモゾイドたちを確実に捕とらえ、切きり裂さいていく！




　しかし──。




ＧＭ：ディディモゾイドＡは、体たい液えきを噴ふき出だしのたうちながらも、健在。そして、ディディモゾイドＢは、攻撃を受けたので《種族保存本能》＋《分裂》を使用します。




　めきょきょっ！

　新たなディディモゾイドＣの誕生であった──。




ウェンディ：三匹目ぇ────っ!?

ジン：おいおい、ピンチ感が半はん端ぱないじゃん！

ナッツ：ひぇぇぇぇっ!?　逃げ出したいのにこの命綱がっ！　この命綱がっ!?（一同爆笑）

ウェンディ：なっちゃん、どうどう（笑）。

ルシャナ：おそらく、【ＨＰ】が余あまっている限かぎり、増え続けることができるのでしょう。そしてどうやら《分裂》は一度しかできないようです。

ウェンディ：なるほど。何度もできるなら、Ａもとっくにもっと分裂してるのだ。

ルシャナ：逆に言うと、新たに出現したＣは一撃で倒さないといけませんね。

ジン：だな。次はあいつを狙おうじゃん！

ＧＭ：では、新たに増えたディディモゾイドＣが動きます。ムーブアクションで《潜行》を使用、離脱を試みます。判定は……（ダイスを振る）出目13、達成値25！




　しかしこの離脱は、フェイトを１点使って執念で妨害に来た、ジンによって阻はばまれる。




ジン：逃がすかよっ！　体をむんずとひっつかんで、地面に叩きつける。

ＧＭ：引ひき戻もどされてしまっては仕方がない。ディディモゾイドＣは、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで、前ぜん衛えい三人に《旋回攻撃》です！




　巨体をしならせ、ディディモゾイドＣは強きよう烈れつな体当たりを喰らわせる。

　対する三人は、全員回避に失敗した。




ジン：確か、さっきのダメージは50点ぐらいだったよな。

ナッツ：ならば、ワタクシがジン様を《カバーリング》して、ウェンディ様に《プロテクション》を使えば、どうにか全員持ちそうデスナ。

ルシャナ：その後に《蘇そ生せい》を使えば、態勢を立て直せます。

ウェンディ：うむ、その作戦でいこう！

ナッツ：かしこまりマシタ。ジン様、お護りいたしマス。《カバーリング》デス！




　この時は、全員この攻撃をしのげる──そう思っていた。




ＧＭ：それでは、ダメージロール、いきます！（ダイスを振る）──うわおおっ!?

一同：なっ───




　転がった五つのダイスは──……

　４、５、６というヤバイ目だけで占められていた。

　結果。叩き出されたダメージは合計、73点であった。
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一同：────な、何だってえぇーっ!?

ウェンディ：や、やばい、これは……まずいのだ！

ルシャナ：しまった、これでは《蘇生》を使っても間に合わない！

ジン：俺はかばってもらったからいいけど、ナッちゃんとウェンディが倒れる！　くっそー、《旋回攻撃》を《インタラプト》しておけばよかったじゃん！

ウェンディ：いや、みなイケルと思ったのだ。ジンは自分を責めることはない。悪いのは、先ほどの攻撃のしょぼいダイスロールに比べて、大きすぎるダメージを振って、わたしたちを幻惑してきたＧＭなのだ！

ＧＭ：私のせいっ!?（一同爆笑）

ルシャナ：確かに、狡こう猾かつなＧＭの罠でしたね（笑）。

ＧＭ：…………。

ナッツ：……（考かんがえ込こんでいる）。

ウェンディ：ナッちゃん？

ナッツ：……ここは、ウェンディ様に《アフェクション》しマショウ。

ウェンディ：えっ!?　な、なぜだ!?

ＧＭ：……。

ナッツ：ワタクシでは、新たに増えたディディモゾイドを一撃で倒しきれマセン。しかし、ウェンディ様ならば、それが可能デス。

ウェンディ：そ、そうだが……しかし！

ナッツ：それに、ワタクシにはあなた様が結んでくれた命綱があります。戦闘不能となり、ここから滑り落ちても、地面に落ちることはないはず。

ウェンディ：おおっ！

ＧＭ：まあ、この場所から滑り落ちたら、シーンから退場することは変わりませんがね。

ナッツ：（不満そうに）ちぇ～！（一同爆笑）

ルシャナ：ともあれ（笑）。確かに、ナッツの提案は、理にかなっているかと。

ウェンディ：分かった。ナッちゃん。では……頼む。

ナッツ：ウェンディ様に《アフェクション》！　ウェンディ様へのダメージを０にしマス。

ＧＭ：分かりました。ウェンディの前に光の障壁が展開され、攻撃をすべて防ふせぎます。

ナッツ：そしてワタクシはジン様をかばい、ダメージが二倍になりマス。【物理防御力】は26、47点を二倍して、94点ダメージ。戦闘不能デス。

ジン：ナッちゃ────んっ!!




　小さな体のエクスマキナが、巨大なネフィリム──ジンを身を挺ていしてかばう。

　信じがたい頑がん健けんさを発はつ揮きした鍋の蓋ふたで、魔獣の攻撃をしのぎきったものの、ナッツはついに限界を迎えてしまう……。




ウェンディ：ナッちゃん……!!

ナッツ：ふふふ。良いのデスよ……ウェンディ様。ワタクシは最後の力で、敬礼をしながら叫びます──。




　オサラバデゴザイマス──っ！




　そして一同の視界からヒュ──────っと消えていくエクスマキナ。
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　こうして、ナッツロッカーは、超巨大オカマグロの魚体の側面でぶらんぶらんと宙づり状態になったのであった──……。




一同：無茶しやがってぇ────っ!?（一同爆笑）

ジン：……なぜだろう、身体を張った良いシーンなのに超笑えるじゃん!?

ウェンディ：うむ。これがナッツの人徳だな。




　それ、褒めてませんから。




ルシャナ：（笑いをこらえて）と、とにかく、我々は、信頼に応えてくれた彼の思いを、無む駄だにしてはいけませんね。

ウェンディ：ああ。……ナッちゃんをあとで引き上げるためにも、必ず……勝つ!!

ＧＭ：その心意気やよし。では、クリンナッププロセスに何もすることがなければ、第２ラウンドに移りましょう。




●第２ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　　　　　　　　14

ディディモゾイドＡ、Ｂ、Ｃ　　　12

ルシャナ　　　　　　　　　　　　９

ウェンディ　　　　　　　　　　　５

ナッツ　　　　　　　　　　　　　（戦闘不能）
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ウェンディ：それにしても、ナッツが戦闘不能になるような激戦になるとは………。

ジン：オカマグロを楽しく狩っていた頃には想像もできなかったじゃん。

ルシャナ：『サヴァイヴ！』のタイトルは伊達ではなかったようですね。

ウェンディ：やはり、戦闘はこれぐらい歯ごたえがないと♪

一同：…………。




　喜んでいただけて何よりであった。




ＧＭ：それでは、第２ラウンドのセットアッププロセス、まずはジンから！

ジン：激しく足を打ち鳴らし、炎ほのおの精せい霊れいを呼よび寄よせる。炎の陣じん、《ステップ：ファイア》！　炎の精霊よ、力を貸かしてくれ！　ダメージに＋９じゃん！

ＧＭ：次は、ディディモゾイドたちですね。当然使うのは《寄生生物操作》！　【敏捷】判定をどうぞ、難易度は10です！




　寄生虫たちが再び、邪じや魔ま者ものを振ふり落おとさせようと、宿主であるオカマグロの肉を食くい破やぶる。

　だが、ウェンディはフェイトを１点使用して安全に回避し、ジンも余裕で回避に成功する。そして、飛行状態のルシャナは、その影響を受けずに終わる。

　そしてルシャナは、再さい度ど《ガーデン：荒野》を使用し、ウェンディとジンの命中判定を強化した。

　続くウェンディは《ハンティングスタイル》を使用するも、ここで【ＭＰ】切れ。全力で攻撃するべく、一同と相談のうえ《祝福》を使用、【ＭＰ】を全回復させた。




ウェンディ：力がみなぎってくるのだ！　回復した【ＭＰ】で、さらに《ハンティングアデプト》も使うぞ。ダメージが＋８。【物理防御力】０なのだ！

ＧＭ：捨すて身みの構えは変わらずですね。では、イニシアチブプロセス──ジンの行動です！

ジン：よっしゃ、俺の攻撃がこの戦いの鍵を握ってるじゃん！

ウェンディ：頼んだぞジン！




　現在三体のディディモゾイドが健在である。仮に一匹でも残すと、ジンの行動後に《旋回攻撃》もしくは《毒粘液》という強力な攻撃を三連続で受けることになる。

　失敗は、ギルド崩壊の危機に直ちよつ結けつする。

　範囲攻撃を得意とするジンには、複数の敵を倒すことが求められていた──。




ジン：よし決めた──俺はＣは狙わない。

ウェンディ：うむ。これ以上ディディモゾイドが増えてはかなわないからな！




　ディディモゾイドＣは、未だ《分裂》を残していると思われる個体だ。

　ダメージが伸びず、Ｃを打ちもらした場合、四体目のディディモゾイドが出現するだろう。

　それは、避さけねばならぬ事態であった。




ジン：ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！　対象はディディモゾイドＡとＢだ！　フェイトも１点使って、確実に当てるぜ！




　命中の達成値は19。これを二体とも回避に失敗。確実に仕し留とめるべく、ジンは《ピアシングストライク》を使用し、さらにフェイトを１点つぎ込こむ。

　ナイフを手に舞まいながら繰り出した一撃は──。




ジン：────合計で73点の物理ダメージ！　どうだぁっ！

ＧＭ：さすがにそれは耐えきれません。ジンがナイフを払はらうと、ディディモゾイドたちの首がすぱっと吹っ飛びます！

一同：やったぁーっ!!

ＧＭ：…………（一体は避よけておきたかった）。次はディディモゾイドＣの行動ですよ。「きしゃあぁ!!」とあごを鳴らして頭を振り回します。ムーブアクションなし、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《旋回攻撃》！

ジン：おっと、させるかよ！　《旋回攻撃》を《インタラプト》じゃん！

ＧＭ：…………（やはりここで《インタラプト》だよなぁ）。




　力強いステップを踏ふみながら、ジンはディディモゾイドの懐ふところに潜り込む。

　そして、大地に根を張はる樹じゆ木もくのように、がきりと相手に組み付いた！




ＧＭ：「き、きしゃぁ？」

ウェンディ：不覚。ちょっとかわいいと思ってしまった……（笑）。

ジン：ここは俺のステージだ、どうせだし一いつ緒しよに踊ろうじゃん！

ＧＭ：力尽くで押おさえ込まれ、ディディモゾイドＣは身動きがとれなくなってしまいます。メジャーアクションのスキルが消されたため、攻撃は不発に終わります。

ウェンディ：ジン、いいぞ！　次はルシャナだな。頼む！

ルシャナ：はい。メジャーアクションで《エンチャントウェポン：風》を、我が女神に！

ウェンディ：ありがとう！　これでわたしのダメージが〈風〉属性の魔法ダメージに！

ジン：光と風の精霊も、ウェンディに力を貸してくれてる。思いっきりやっちゃいな！

ウェンディ：ああ！　槍やりを大きく回して、構えるぞ！

ＧＭ：では──ウェンディの行動です！

ウェンディ：いくぞっ！　ムーブアクションで《ハンターズハンド》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》！　フェイトを１点使って、５Ｄにする！

ＧＭ：槍に風の刃やいばを纏い、ウェンディの強烈な一撃が放たれる！　命中判定をどうぞ！

ウェンディ：えーいっ！（ダイスを振る）　出目は16……達成値、24！

ＧＭ：さすがにそれは、クリティカルしなければ回避できませんね……（ダイスを握にぎる）。

一同：……（固かた唾ずをのんで見守る）。

ＧＭ：では……回避します！　はっ！（ダイスを振る）




　ダイスが勢いきおいよく机つくえを転がり、跳はね回まわり……静止した。




ＧＭ：６と………

ウェンディ：クリティカルはダメぇ──っ!!

ＧＭ：…………４！　クリティカルせず、回避失敗です！

一同：当たったぁーっ!!

ジン：ウェンディ！　いけーっ！

ウェンディ：ダメージは５Ｄ＋62！　村を、人々を護るために、お前をここで……倒すっ!!




　勇ましいかけ声とともに、ウェンディの小さな体が宙ちゆうを舞う。

　跳とんだ頂ちよう点てんで、槍の穂ほ先さきを下方──ディディモゾイドに狙いを定め──。




ウェンディ：……77点、〈風〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージッ!!　思いっきり槍を突つき立たてる！



















　──一いち条じようの流星と化した戦乙女の一撃が、おぞましき魔獣の体を両断した！




ＧＭ：ウェンディの一撃が炸さく裂れつ！　ディディモゾイドは、断だん末まつ魔まの悲鳴をあげて倒れます！

ウェンディ：や……やったぁ……！　倒したぞーっ！

ルシャナ：あとは……この超巨大オカマグロを操っている、妙な棘を抜くだけです。

ウェンディ：うむ、そうだな。もう少しの辛しん抱ぼうだから、待っていてくれ！




●第３ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　　　　　　　　14

ルシャナ　　　　　　　　　　　　９

ウェンディ　　　　　　　　　　　５

ナッツ　　　　　　　　　　　　　（戦闘不能）

[image: ]




　そして迎むかえた三ラウンド目。

　ディディモゾイドは倒したものの、超巨大オカマグロをコントロールする棘は、刺さったままだ。このラウンドのうちに、棘を抜かねば、カトゥーラの村は破壊されてしまう。

　そこで、一同は行動値順に棘を抜く判定に挑ちよう戦せんする。




ＧＭ：難易度12の【筋力】判定になります。

ジン：では、俺が────（ダイスを振る）ダイス目は……４!?




　棘は、びくともしなかった。




ルシャナ：では、私が挑戦しましょう───（ダイスを振る）出目は７。




　棘は、がんとして抜けなかった。




ジン＆ルシャナ：先生、お願いします！

ウェンディ：ふっふっふ。どぉ～れぇ～！　…………って、わたしが失敗すると超巨大オカマグロが村を踏みつぶしちゃうのか!?

ジン：そ、そうなるじゃん。

ルシャナ：すみません。我々【筋力】判定が得意でないうえ、フェイトを使いきってまして。

ウェンディ：わ、分かった。《フィジカルエンチャント》のおかげで、ファンブル以外は大丈夫とはいえ、緊張するな…………。

ルシャナ：振り直せないですからね。




　ここで失敗すれば、村は崩壊し、戦ってきた意味そのものがなくなってしまう。

　本来なら余裕の判定であったが、万一の際に振り直すためのフェイトもつきていた。

　だが、ためらっている時間はない。

〝狩りの女神〟は緊張に表情を引き締めて棘を引き抜きにかかった。




ウェンディ：主様、さあ、いるべき場所に帰ろう！　えぇ───ぃっ！（ダイスを振る）




　すぽんっ！




ウェンディ：出目７………達成値17で成功だ！




　よい音とともに、棘はオカマグロの体表から引き抜かれた。




一同：やったぁぁぁぁぁ────っ!!

ウェンディ：よかったよぉぉぉぉ───!?（[image: ]本気でプレッシャーを感じていた模様）

ＧＭ：深々と刺さっていた棘が外れ、〝主様〟は、ゆっくり元の進路へ戻っていきます。

ジン：ウェンディ、やったじゃん！

ルシャナ：見事でしたよ、ウェンディ様。

ウェンディ：ふたりとも、本当にありがとう！

[image: ]（弱々しい声で）だぁ～れかぁ～……た～す～け～てぇ～（一同笑）。

ウェンディ：そうだ、ぶら下がってたナッちゃんを命綱に結んだままだった！（笑）

ジン：さっそく引っ張り上げて、カトゥーラに凱がい旋せんしようじゃん！（笑）

一同：おうっ！




　魔獣の危機は去った。

　超巨大オカマグロに別れを告げ、〝ワイルドブルー〟は、帰還の途につくのであった。







　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆陰いん謀ぼうの残のこり香が




　超巨大オカマグロは、本来の回遊コースにのり、村から離れていく。

　それを見たウェンディたちは、カトゥーラの村へと向かう。

　一方、荒こう野やの一角にそびえる山上から、ウェンディたちを注ちゆう視しする者たちがいた。




ＧＭ：では、エンディングに入りましょう。まずはマスターシーンです。皆さんがディディモゾイドを倒した直後です。遠い山脈から、皆さんを見つめていた者たちがいます。

ウェンディ：むっ？

ルシャナ：「たち」ということは、複ふく数すういるんですか？

ＧＭ：はい。ひとつは人型の影、もうひとつは、巨大な魔ま獣じゆうの影です。




　村へと帰還する〝ワイルドブルー〟を一いち瞥べつし、人型の影は低く呟く。

「……どうやら、ディディモゾイドは倒されたようだな」

「やれやれ、雨まで降ふらせて仕掛けたというのに、空から振ぶりに終わるとはな！」

　忌いま々いましげにうめくのは、獣けものの体たい軀くを持つ影だ。苛いら立だたしげに足を踏みならし、唸る。




ルシャナ：やはり、ただの雨じゃなかったようですね。

ＧＭ：ルシャナにはお見通しでしたね。




「まぁ、いいではないか」

　そんな獣を横目に、人ひと影かげは口元に笑えみを浮うかべた。

「もっと面おも白しろいものを、見つけたのだからな……」

　今一度、二対の眼まなこが荒野を映うつす。

　その先には──蒼あおい衣い装しようを纏まとった、幼おさない戦いくさ乙おと女めの姿すがたがあった。




ウェンディ：め、目をつけられた!?　いったいこいつら、何者？

ＧＭ：ふふふ。謎を残したまま、このシーンは終了です。

ジン：もったいつけるじゃん！（笑）







◆Ending02◆さらばカトゥーラ




〝ワイルドブルー〟はカトゥーラの村に足を踏み入れた。

　英雄たちの帰還に、村人たちは喜びを爆発させる。

　笑顔と歓声に満ちた人々の輪の中に入って、ウェンディたちは深い達成感を覚えていた。




ＧＭ：さて、次は改めて、皆さんのエンディングシーンとなります。皆さんが無事、超巨大オカマグロから降りて村に戻ると、ミサキが真っ先に飛び出してきます。

ウェンディ：ミサキ、ただいまなのだ！

ＧＭ：「みんなすごいよ！　ありがとう、本当にありがとう！」

ウェンディ：へへへ……（照れ照れ）。

ＧＭ：そしてそのあとから、猟りよう師したちが大猟旗を持って押しかけ、「〝ワイルドブルー〟ばんざーい!!」と叫さけびます（一同笑）。

ジン：やっぱ大猟旗はいいねぇ～（笑）。

ナッツ：皆様が助かったのはよかったのデスが、ワタクシ、体がへこんでしまいマシタよ。

ジン：あとできっちり直してやらないとな。

ＧＭ：喜びの声が響く中、〝主様〟と呼ばれた巨大なオカマグロは、地平線の彼方へ消えていきます。そして、ディディモゾイドを倒した後、オカマグロの〝主様〟を見たルシャナはあることに気づきました。

ルシャナ：何にですか？

ＧＭ：オカマグロから邪悪な瘴気を感じなくなったのです。つまり種別が魔獣から動物になったということですね。

ルシャナ：なんと！　もしや、魔獣だったのはディディモゾイドによる寄生せいでしたか？

ＧＭ：そういうことです。ちなみにこれは群れの他の個体にも当てはまります。彼らは〝主様〟の放つ瘴気に当てられて魔獣化していたため、それがなくなったことで浄化されます。じき内蔵に溜まっていた瘴気が体外に放出され、完全に種別：動物へと戻るでしょう。

ジン：オカマグロも変だけど、ディディモゾイドも奇妙な魔獣だったってことか……。

ＧＭ：村長のオーマは手を差し出します。「さすがは〝狩りの女神〟とその仲間たちだ。あんたらのおかげで、この村は救われた。ありがとう、〝ワイルドブルー〟」

ウェンディ：手を握って、握あく手しゆしよう。わたしたちだけでは、勝ち目はなかったのだ。

ジン：そうそう。カトゥーラの人たちがはぐくんできた、知恵と技ぎ術じゆつがあってこその勝利さ。

ウェンディ：うむ、だから、礼を言うのはこちらのほうなのだ。ありがとう。

ナッツ：さてと、そろそろ出発しマショウ。神しん殿でんにこのことを報ほう告こくしなければいけません。

ルシャナ：ええ、そうですね。この棘のことも調べたいですし。

ＧＭ：「もし近場に来たら、ぜひまた寄よってくれ。またごちそうしてやるからな」とオーマ。

ウェンディ：ふふっ、楽しみにしているのだ。

ＧＭ：ミサキはウェンディの手を握り、「あの花がいつか、必ず咲さくことを祈ってる。今日のことは、絶対に忘わすれないよ」と涙ぐんで言います。

ウェンディ：ミサキ……ありがとう。わたしの時が戻ったら、必ずまた、会いにくるよ。




　人々に見送られて、〝ワイルドブルー〟はカトゥーラ村をあとにする。

　夕日に染そめられた空には、黒く輝かがやく魚たちの姿がある。

　彼らはこれからも、この荒野でたくましく生きていくことだろう。




ウェンディ：最後に村に手を振ふり返かえして、みんなと歩いていくのだ！

ＧＭ：……といったところで、今回のセッションは終了です。お疲つかれ様さまでした！

一同：お疲れ様でしたーっ！





『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・サヴァイヴ！』




第一話「進しん撃げきの魔ま黒こく」




─ＦＩＮ─



























　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆次なる物語へ……




　第一話の収しゆう録ろくは、こちらが思っていた以上に盛もり上がり、楽しいものとなった。

　ＴＲＰＧであるのだから、想定外のことが起きるのは、当たり前のこと。

　ただそれが、面白い方向に転がっていくのは、喜びの極みである。

　そして、魅力的なＰＣたちから、この物語をさらに面白くするための素材をたくさんもらったことも収穫だった。

　あの設定を活かそう、これはこうしよう……などと考えるうちに時は過ぎ去り…………。

　そして、第二回の収録日がやってきた。




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：皆さんおはようございます。『サヴァイヴ！』第二話の収録を始めたいと思います！

一同：はい！

ＧＭ：まず、今回予告を読みあげます。




▼今回予告

　鉱こう山ざん町まちラムプーラに、魔ま獣じゆうの影かげが忍しのび寄よる。

　邪じや悪あくな瘴しよう気きとともに出しゆつ現げんした〝そいつ〟は、大地に根を張はり、町の光景を見たこともない空間に塗ぬり替かえていく。

　圧あつ倒とう的てきな魔獣の力の前に、人はただ震ふるえることしかできないのか!?

　唯ゆい一いつの希望は、遥はるかな時を超こえて残されし、叡えい智ちの館やかたにあった───。




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・サヴァイヴ！』

　第二話「七つの封ふう印いん」




　───キミは生き残ることができるか!?




久保田：……魔獣なのに、大地に根を張るの？

大竹：獣けものなのに根っこが生えているってことでしょうか？　面白いですね（笑）。

ＧＭ：はっはっは。くわしくは、シナリオが始まるまでのお楽しみってことで。

大竹：叡智の館って、ダンジョンっぽいですよね。ダンジョン対たい策さく、あんまりしてないんですけど……。

鈴吹：多少トラップがあっても、ジンがなんとかしてくれるよ。シーフなんだし。

林：うん、任まかせてください！

久保田：ルシャナが《フライト》を取りましたし、ナッツの防ぼう御ぎよ力りよくも頼たよりになるから、トラップがあっても、たいしたダメージは受けませんよ、きっと（笑）。

大竹：そうですね！（笑）　って、あと、社長。あたし、前回を思い返したんですけど、ナッちゃんの扱いひどかったなぁって……どうもすみません。

鈴吹：あ、それは大丈夫。むしろありがたいぐらい。逆にもっと、ぞんざいに扱った方が楽しくなりそうかなって（笑）。ナッツが臆病すぎるのもつっこんで欲しくてやってるし。

大竹：そうだったんですか。ならよかった～（笑）。

ＧＭ：さて、次はハンドアウトを配はい布ふします。今回もギルドハンドアウトにしました。




▼ギルドハンドアウト

　コネクション：花の魔獣　　　関係：好こう奇き心しん

　カイラーシャの神しん殿でんで、キミたちは奇き妙みような魔獣に関する依い頼らいを耳にする。

　鉱山町ラムプーラの周辺にある小さな鉱山を次々と襲しゆう撃げきする魔獣が出しゆつ没ぼつしているという。

　その魔獣はかつてない姿すがたをしており、花の魔獣と呼ばれているという。

　ウェンディは、その姿に不思議な既き視し感かんを覚えるのであった。




大竹：……不思議な既視感？　昔会ったことがあるんですかね？　それとも、故こ郷きようのアジュール村に咲さいていた花に似にているとか？

久保田：故郷に咲いていた花に似ているんだとしたら、「故郷の花が呪のろわれた結果、魔獣へと変化してしまった」というお話になるのでは？

鈴吹：故郷を襲おそった魔獣のうちの一体に似ているのかもしれないですね（笑）。

久保田：にしても、魔獣は、基本的には動物が邪悪化したものなんだけどなぁ（笑）。

林：すごく特殊な魔獣ってことなのかな？

鈴吹：ふーむ。確かに前回の寄生虫タイプの魔獣はすごく特殊な魔獣と言える気がする。

大竹：まあ、ウェンディとしては、魔獣と戦えるならどんと来いです！

林：やはり、ポイントはそこなの!?

大竹：も、もちろん故郷の村を救うため……ですからね！（一同爆笑）

久保田：今さら取りつくろわなくても（笑）。

ＧＭ：では、ハンドアウトの配布が終わったところで、キャラクターの成長報告に移うつりましょう。




●キャラクターの成長




　データをつきあわせ、賑にぎやかに相談しながら、一同はキャラクターを成長させていく。

　そして、数十分後、キャラクターたちのレベルアップが完かん了りようした。




▼ウェンディ・ティファニー・グレースの場合（５レベル）


───大竹みゆ



ＧＭ：では、成長報ほう告こくをお願いします。

大竹（以下、ウェンディ）：ウェンディなのだ。５レベルになった！　まず、スキルは《ギガントウェポン》を、ＳＬ上じよう限げんである３レベルにしたぞ。武ぶ器きがかなり強くなったのだ！

ＧＭ：ほほう。

ウェンディ：武器攻こう撃げきにダメージボーナスが入る《フェイタルハント》も、ＳＬ上限である５レベルまで上げたのだ。これで前ぜん提てい条じよう件けんを満たしたので《ヘビーハント》を取得できたぞ。

ＧＭ：《ヘビーハント》ってどんなスキルでしたっけ？

ウェンディ：対象が《超ちよう大おお型がた》なら、一シナリオにつき一回だけ、「対象：単体」に対して、ダメージに＋［攻撃に使用した武器ひとつの重量］点することができるのだ。

林：ウェンディの場合は、ダメージに＋20点入るのか……強い！　それに《超大型》はこのリプレイだといくらでも出てきそうだから無駄にはならないだろうし。

ウェンディ：一いつ般ぱんスキルは、【最大ＨＰ】が上がる《バイタリティ》を取得したのだ。

ＧＭ：装そう備びに変へん更こうはありますか？

ウェンディ：今回、武器を変えたぞ。バルディッシュにしたのだ。

ＧＭ：ポールウェポンの一種ですね。確か、三日月状の斧頭がついている。

ウェンディ：うむ。それから、装そう身しん具ぐとして、狩しゆ猟りよう武器応おう用よう書を買ったのだ。スキルによって減げん少しようした【行こう動どう値ち】を、狩猟武器応用書で補おぎなって、調整している。それから、ハイＨＰポーションを買ったぞ！

ＧＭ：なるほど。成長報告はそんなところですか？

ウェンディ：ああ。あと、ＧＭと相談なのだが、前回に比くらべて、身長が一センチメートル伸のびたってことにしたい。ウェンディの中で止まっていた時が、再ふたたび動き出したみたいな演出で……。

久保田：一シナリオ終えるごとに、身長が一センチメートル伸のびるの？　もし、一〇シナリオこなしたとしたら、一〇センチメートル伸びることになるよ？（笑）

ウェンディ：身長じゃなくて、胸むねが大きくなるとかでもいいんだけど（笑）。

林：身長の方が建けん設せつ的てきですよ（笑）。

ＧＭ：ま、ここは、身長が伸びたということにしましょう。

ウェンディ：じゃあ、身長が伸びたということにするのだ！（笑）




▼ゴード・ジンガーの場合（５レベル）


───林啓太



林（以下、ジン）：俺おれも５レベルになった。スキルは、《スペシャライズ：短たん剣けん》を１レベル上げて、命中とダメージを上げたぜ。

ＧＭ：ふむふむ。

ジン：それから、新しん規きに、武器攻撃で１点でもＨＰダメージを与あたえると［放心］を与える《ディセクトエッジ》と、《ジャイアントグロース》の効こう果か中に武器攻撃のダメージが上じよう昇しようする《ジャイアントフォース》を取得したじゃん。

ルシャナ：敵てきより早く動いて、ひとつのエンゲージに［放心］をばらまく作戦ですね。

ジン：はい。それから、一般スキルで《クローズオフ》を取得。封ふう鎖さからの離り脱だつに対するリアクションに＋１Ｄのボーナスが入るぜ。

ＧＭ：なるほど。装備の変更はありますか？

ジン：武器がソードブレイカーになって、ちょっとだけダメージが上がった。それから、ポーション類を買ったり、漆しつ黒こくの星を買ったりしたじゃん。

ＧＭ：堅実でけっこうですね。

ジン：それから、俺も身長が一センチメートル伸びたことにしよう。

ウェンディ：ジンもか!?

ＧＭ：ちなみに、通常時二三〇センチメートルが二三一センチメートルになって何か意味があるんですか？

ジン：だって、俺、まだまだ成長期なんだもーん！（笑）

一同：早く大人になれぇ────っ!!（爆笑）




▼ルシャナ・アムルタートの場合（５レベル）


───久保田悠羅



久保田（以下、ルシャナ）：私わたしは、《マジックブラスト》と《シャープネスガーデン》のレベルを上げて、《フライト》を新規取得しました。それから、《マジックブラスト》が２レベルになったので、ギルドメンバー全員に支し援えん魔ま法ほうが飛ばせるようになりましたよ。

ジン：《シャープネスガーデン》のレベルも上がったなら、ダメージも上昇したってことだよな？　このギルド、攻こう撃げき力りよく高すぎるよ！（笑）

ルシャナ：だが、高コストなので、長くは持たないという……（笑）。

ＧＭ：一般スキルはなにを取得しましたか？

ルシャナ：動物や魔獣から話を聞けるのは便利だろうと思いまして。《アニマルエンパシー》を取得しました。

ウェンディ：もしかして、ルシャナは動物が好きなのか？

ルシャナ：…………。いえ、あくまで便利かな、と思ったからですよ？

ＧＭ：確かにマジェラニカでは有効そうですね。

ルシャナ：装備は、胴どう部ぶ防ぼう具ぐをフェザーアーマーに変更しました。

ウェンディ：相変わらず、攻撃はしないタイプのメイジなんだな？

ルシャナ：ええ。相変わらず、私はバフ師し（ネットゲーム用語：自身およびギルドメンバーを強化する魔法の使い手の意）です（笑）。




▼ナッツ・ロッカーの場合（５レベル）

鈴吹（以下、ナッツ）：ナッツ、デス。スキルは、命中判はん定ていにボーナスが入る《ディバインアーム》、【物理防御力】と【魔法防御力】にボーナスが入る《ホーリーガード》を新規取得しマシタ。それから、《ファランクスアーツ》のレベルを３まで上げマシタ。

ＧＭ：ナッツもダメージを上昇させてきたんですね（笑）。

ナッツ：そうなのデス。これも、いざという時のため。一般スキルは、防具の移い動どう修しゆう正せいが０未満の場合、プラスマイナス０に変更になる《イミューンウェイト》を取得。

ＧＭ：ナッツも【行こう動どう値ち】を調整しているんですね。

ナッツ：はい。装備は、左手武器がハードシールドに、補ほ助じよ防具がミスリルポイントアーマーに変わりマシタ。それから、装身具として、高位聖せい印いんを買いマシタ。

ＧＭ：高位聖印を装備すれば、アコライトだと分かりやすくていいですね（笑）。

ナッツ：それから、ポーション類を買っておいたデス。以上デス。

























●ギルドの成長

ＧＭ：次は、ギルドの成長です。ギルドレベルが３になりましたので、ギルドサポートをひとつ新規取得できますよ。

ルシャナ：《結束》とか《限げん界かい突とつ破ぱ》あたりがいいでしょうか？

ウェンディ：《宿しゆく敵てき：魔獣》はどうだろう？　あっ、ＧＭとしては、困るかな？

ＧＭ：いえ、《宿敵：魔獣》はいずれ取ると思っていたので、問題ありません。

ルシャナ：マジェラニカだから、魔獣はたくさん出てきますし、良い考えかと。

ジン＆ナッツ：さんせーい！

ウェンディ：よし！　《宿敵：魔獣》を取ったということで！

ＧＭ：分かりました。

ウェンディ：みんなで魔獣に対する憎ぞう悪おを語ったり、「魔獣許ゆるすまじ」ってノートに書き取りして、敵てき対たい心しんを高めたのだ！

ジン：相変わらず殺意高いっスね！（一同爆笑）

ナッツ：おおおお、オソロシイ訓練デス！（笑）

ルシャナ：なるほど。まず敵対心を高める……と。で、戦せん闘とう技ぎ術じゆつはどう磨みがくのですか？

ウェンディ：戦闘技術は……ヴァルキリーの加か護ごによって、高めるのだ！（笑）

ＧＭ：分かりました（笑）。では、プリプレイを終しゆう了りようし、オープニングフェイズに移ります。







　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆鉱山町に潜ひそむ影かげ




　マジェラニカ大陸にある、とある小さな鉱山。

　カツンカツンと足音を立て、ふたつの人影が坑こう道どうを歩いて行く。

　影のひとつは小こ柄がらでずんぐりむっくり、もうひとつは大おお柄がらでひょろりとしていた。




ＧＭ：オープニングフェイズの最初は、マスターシーンです。

一同：はい。

ＧＭ：とある鉱山にある坑道を、小柄な人影と、大柄な人影が歩いています。ふたりは、ライトがくくりつけられた、頑がん丈じようそうなヘルメットをかぶっています。

ジン：……スーパーマリオブラザーズ？（笑）

ＧＭ：いえ、このふたりはただの鉱こう夫ふで、雑ざつ談だんに興きようじています。




　大柄な鉱夫がぼやく。

「前に行ったヤツら、全然帰ってこないんだよなぁ。おおかた逃げたんだろうけど……」

　すると、小柄な鉱夫は周りを見回したあと、声を潜ひそめた。

「でもさ……俺、聞いちまったんだよ」

「なにを？」

「ここの坑道、幽ゆう霊れいが出て、そいつに連れて行かれたんじゃ……って話」




ウェンディ：幽霊？

ジン：坑道に幽霊かぁ。なんか、このパターンだとこの鉱夫さんたちヤバくね？




「幽霊が人間を連れて行くだって？」

「ああ。幽霊が木の根みたいな触しよく手しゆを伸のばして、人間をさらっていっちまうんだと。

　だから、行ったきり戻もどってこないヤツらがいるんだって」

　恐おそろしいと身体を震わせる小柄な鉱夫に対して、大柄な鉱夫はくだらないと一笑に付す。

「植物の幽霊なんかいるもんかい！　あははは！」

　ふたりは気づかない。

　背はい後ごに、不気味な触手が迫せまっていることに。




ウェンディ：鉱夫さん、うしろっ、うしろぉ～っ！（笑）

ＧＭ：触手は小柄な鉱夫に絡からみつくと、悲鳴を上げる間も与あたえずに、そのまま勢いきおいよく闇やみの中へと引きずって行ってしまいます。

ナッツ：あああぁナントいう悲劇っ！（笑）

ＧＭ：大柄な鉱夫は気づかずに「まったく、そんな話を真に受けて」と話を続けるのですが、もちろん、返事はありません。するとその時彼の視界をちらりと花びらがよぎります。




「……こんなところに花びら？　ちょっと変だな……」

　仲間に意見を聞こうと、大柄な鉱夫は背後を振ふり返かえる。

　すると、そこには……。




ＧＭ：大柄な鉱夫が「ぎゃああああ！」と悲鳴を上げたところで、カメラがブラックアウト。

ウェンディ：こ、今回はホラーなのか？（笑）

ルシャナ：むしろ、マジェラニカだし怪獣映画っぽい感じ？

ジン：触手もあるよ？（笑）

ＧＭ：さてどうなることでしょう。ともあれ、坑道に花びらが舞い、同時に黒い霧きりのようなものが立ちこめていくところで、シーンを終了します。




◆Opening02◆魔ま獣じゆう調ちよう査さ依い頼らい




　マジェラニカにある、カイラーシャのビルーダキ神しん殿でん。

　ウェンディたちは、ビルーダキ神殿事じ務む員いん、バドラにいい依頼がないか尋たずねていた……。




ＧＭ：オープニングフェイズの２シーン目にいきましょう。舞ぶ台たいは、カイラーシャのビルーダキ神殿です。シーンプレイヤーはウェンディですが、全員登場になります。

一同：はい。

ルシャナ：その前に、前回のディディモゾイドの件を神殿に報告しておきたいのですが……。

ＧＭ：了解。では報告したということで。ですが、神殿の方でも未知の現象ということで、新たな情報などはつかめませんでした。

ウェンディ：それは、残念だな。

ＧＭ：さて、皆さんは、ビルーダキ神殿なじみの事務員のバドラから、「ラムプーラの町で魔獣が出た」という噂話を耳にしました。

ジン：噂話なの？

ルシャナ：この大陸では、魔獣が出るのは珍めずらしくありません。この手の話は、しょっちゅうあるのでしょう。

ジン：でも、人命が危き険けんにさらされるってことなんだから、噂話とはいえ、ほうっておくわけにもいかないじゃん？

ＧＭ：はい、そのとおりです。「ラムプーラの件けんは、既に行方ゆくえ不明者も出ているそうです。それに、出現した魔獣は珍めずらしい姿をしているとのことで、調査依頼が正式に来ています」

ウェンディ：珍しい姿をした魔獣？

ＧＭ：「行方不明者が消息を絶たったと思わしき地点に、花びらが多数落ちていたそうです。だから、ラムプーラでは〝花の魔獣〟と呼ばれています」

ウェンディ：ハンドアウトに書いてあった、わたしが既視感を覚えた魔獣のことか？

ＧＭ：はい。ウェンディの脳のう裏りに、巨きよ大だいな花と根を持った魔獣の姿が過よぎります。「あの晩に見た魔獣の中に、そんなヤツがいたような？」という気持ちになりました。

ウェンディ：花の魔獣……わたしの村が襲われた時、そんな姿の魔獣がいたような……。

ルシャナ：では、私は、しかしその名前は間違っている可能性がありますね。分類上は、魔獣と植物はもともと別のものですよ？　と、長々と説明を始めます（笑）。

ウェンディ：花の魔獣というものは、おかしいものなのか？

ルシャナ：動物や幻げん獣じゆうが邪じや悪あく化かしたものが、魔獣と呼よばれるのです。植物は邪悪化しても、植物のままなんですよ。

ウェンディ：そ、そうなのか！　なら、わたしが昔見た魔獣は……。

ルシャナ：あるいは、触手を持つ海洋生物か蛇へびあたりを、植物と見み間ま違ちがえたのでは？

ウェンディ：そ、そう言われると、自分の記き憶おくに自信がなくなってしまうのだ……（笑）。

ジン：難むずかしいことは一いつ旦たん置いておこうぜ。現げん場ばに花びらが落ちてたっていうなら、今回の獲え物ものは、分類が植物である可か能のう性せいが高そうじゃん。

ナッツ：獲物が植物？　それでは、《宿敵：魔獣》を取得するために、地じ獄ごくのような特訓──書き取りをした日々は、無む駄だだった、と……？（うちひしがれた声で）

一同：あ（笑）。
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ジン：で、でも、魔獣って説もあるし、特訓は無駄にはならないだろう……たぶん！（笑）

ナッツ：（うちひしがれた声で）ですが、ラムプーラの町は鉱山地帯にあると聞いておりマス。植物は存そん在ざいしていても、イカやタコは存在しないはずなのデス！

ジン：いやいや荒野にマグロいたじゃん!?（一同爆笑）

ルシャナ：あれは特例すぎる！（笑）　一いち応おう、地底湖がある可能性もありますから、そんなにガッカリせずに（笑）。

ジン：そうそう！　それに、蛇やミミズの可能性もある！　気落ちするにはまだ早いよ！

ＧＭ：「この大陸は、人知を超こえた何かがあるものです。決めつけはダメですよ」

ナッツ：バドラさんに、諭さとされマシタよ！（笑）

ウェンディ：マジェラニカは不思議大陸！（笑）

ジン：ちなみに、報ほう酬しゆうはいくらくらい？

ＧＭ：「報酬は一〇〇〇～六〇〇〇Ｇくらいだそうです」

ジン：ずいぶんと大おお雑ざつ把ぱじゃん？（笑）

ＧＭ：「成果によって報酬が変動するタイプの依頼です。詳しよう細さいな内ない容ようは向こうで説明を受けてもらうことになります」

ナッツ：なるほどデス。

ウェンディ：個人的に気になるし、この依頼、引き受けさせてもらおう。

ルシャナ：そうですね。我が女神の村を襲った魔獣と関係がありそうですし。

ＧＭ：「では、ラムプーラの町長であるカダルさんへの紹しよう介かい状じようを書きますね。これを持って、町へと向かってください」

ウェンディ：分かったのだ。

ＧＭ：では、紹介状を受け取って、ラムプーラへと出立したところで、シーンを終了します。







　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆ラムプーラの町で




　カイラーシャの都ま市ちから転送サービスで近くの町まで移動、そこから四日ほどの旅を経へて、ウェンディたちはラムプーラの町へ到とう着ちやくした。

　そこは、巨きよ大だいな露ろ天てん掘ぼりの採さい掘くつ場じようを有する、賑にぎやかな町だった。




ＧＭ：ミドルフェイズに入ります。最初のシーンは皆さんがラムプーラの町にやってくるところから始まります。シーンプレイヤーはウェンディで、全員登場になります。

一同：はい。

ＧＭ：ラムプーラがあるのは、第一話の舞台よりも西側……カイラーシャの南南西にある山地です。転送サービスを使って近くの町まで行けば、四日ほどで到着します。でないと二五日ぐらいはかかるという。
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ジン：マジェラニカでっかいじゃん！（笑）

ウェンディ：転送サービスは八〇〇Ｇか……。前回オカトロマグロがとれてよかったな。

ルシャナ：では、転送サービスを利用します。

ＧＭ：では、途中の町から、皆さんは丘きゆう陵りよう地帯から山さん岳がく地帯くらいの、それなりに急きゆう勾こう配ばいな細い道を進んでいくことになります。かなり厳きびしい旅路ですが、空気が澄すんでいるのもあって、荒こう野やを歩くよりは涼すずしくて快かい適てきです。

ウェンディ：ふむふむ。

ＧＭ：数日ほどの旅路ののち、やがて露天掘りの巨きよ大だいな鉱こう床しようが見えてきます。その西側に家々が建たち並ならんでいて、そこがラムプーラであろうと推すい測そくできます。あちこちから煙けむりがあがっているので、人々がいるのは分かりますし。

ウェンディ：……露天掘りって何？

ルシャナ：地表からすり鉢ばち状じように掘ほり進すすめて、鉱こう石せきを採さい掘くつするやり方のことですよ。

ウェンディ：さすがルシャナ、物知りだな！　たしかにそれは遠目にも目立ちそうだ！

ナッツ：鉱こう脈みやくが地表の近くにあるからこそできる、珍めずらしい手しゆ段だんなのでゴザイマス。

ルシャナ：露天掘りはコストが抑おさえられますし、危き険けんも少ないので、やりやすいのでしょう。

ＧＭ：なお、町の背はい後ごにも山々が連なっていまして、そこにも、鉱山の入り口や坑こう道どうらしきものがいくつか見受けられます。

ルシャナ：なるほど。いかにも鉱山地帯という感じなんですね。

ＧＭ：はい。皆さんは道なりに進み、そのまま、ラムプーラの町に到とう着ちやくします。

ウェンディ：まずは……町長に会いに行くのがいいのか？

ルシャナ：そうしましょう。

ＧＭ：では、町の中央にある、石いし造づくりで三階建ての立りつ派ぱな庁ちよう舎しやに皆さんはやってきました。

ジン：受付の人に紹しよう介かい状じようを見せて、町長との面会を申もうし込こもうじゃん。

ＧＭ：皆さんは、町長のカダルと面会することになりました。四〇歳さいくらいの男だん性せいで、真ま面じ目めそうな面持ちをした、文官タイプの人間です。




　町長は挨拶も早々に、一同に魔ま獣じゆう事じ件けんについて説明を始めようとするのだが……。




ルシャナ：……その前に。ひとつ伺っておきたいことがあるのですが。

ＧＭ：「何でしょう？」

ルシャナ：失礼ながら、魔獣が出たというわりには、町に危き機き感が足りないように思えます。

ＧＭ：「ふむ？」

ルシャナ：人々は普ふ通つうに生活しているようですし、採掘も続けてますよね？　それに、この庁舎もずいぶんと立りつ派ぱで……。

ジン：……そうか。言われてみれば、魔獣に襲おそわれている町って感じがしないじゃん。

ＧＭ：「実は、ここはハイドラストーンという、特とく殊しゆな鉱こう物ぶつが採とれまして……」




　不ふ審しんそうなまなざしを向けるルシャナに対して、カダルは語った。

　ラムプーラでは、マジックアイテムの原料になる、魔ま力りよくを宿したハイドラストーンという鉱石が採掘できるのだという。

　鉱脈は町から山にかけて存そん在ざいしているため、あちこちに採掘場が点てん在ざいしていること。

　そして魔獣が出しゆつ没ぼつするのは、山にある採掘場であり、今はそこだけを封ふう鎖さしているのだと。




ＧＭ：なお、ハイドラストーンというのは、このシナリオのオリジナル鉱石です（笑）。

ジン：なるほど（笑）。

ＧＭ：「露天掘りの採掘場では魔獣が出ていないので、操そう業ぎようを継続しているのです」

ルシャナ：……危険そうに思えますが。

ＧＭ：「たしかに。ですが、露天掘りの方の採掘まで停止すると、既に受注している分をさばけなくなります。なにしろ、ハイドラストーンの鉱脈が発見され、操業が本格化したのは最近のこと。取引先の信頼を失うわけにもいかず……」

ジン：まぁ、他に代わる産業がないんだとしたら、採掘を止めるわけにはいかないだろうな。

ＧＭ：「はい」

ルシャナ：なるほど。とりあえず、町のおかれた状じよう況きようは分かりました。

ウェンディ：改めて、魔獣の件けんについて、話を聞きたいのだ。

ＧＭ：では、オープニングフェイズのマスターシーンで描かれた事件に代表されるラムプーラ周辺で起きている出来事を、町長が説明していきます。





・山にある採掘場の坑道に入った鉱こう夫ふたちが、次々と消息を絶たっている。

・数少ない帰き還かん者しやたちの話では、「黒い霧きりのようなものが発生したと思ったら、急に木の根に似にた触しよく手しゆが伸のびてきて、鉱夫たちを絡からめ取とっていずこかへと連れ去った」とのこと。

・黒い霧のようなものにうかつに近づくと、かなり苦しい思いをする。漂ただよってきただけで、その場から逃にげたいと思うくらいである。

・襲しゆう撃げきがあった現げん場ばには、花びらが残されていたため、襲撃したものに〝花の魔獣〟という名前がつけられた。なお、今まで〝花の魔獣〟のような存在が現あらわれた事例はない。






ジン：ウェーイ！　前例のない魔獣か、面白そうじゃん。

ＧＭ：「皆さんには、鉱山で起きている襲撃事件、および、襲撃していると思われる魔獣について、まずは調ちよう査さをしていただきたいのです。報ほう酬しゆうは前金で一〇〇〇Ｇです」

ルシャナ：まずは調査……ですね。

ＧＭ：「はい。さらに、魔獣を倒たおしていただけた場合は、追加報酬として、五〇〇〇Ｇお渡しいたします」

ナッツ：調査をすれば一〇〇〇Ｇ。さらに魔獣を倒せば、合計で六〇〇〇Ｇ手に入るということデスネ。

ＧＭ：「なお、ドロップ品は、皆さんのお好きにしていただいてかまいません。その他、問題などが発生した場合は、ご相談いただければと思います」

ルシャナ：ＧＭ、ここまでの情じよう報ほうから、エネミー識しき別べつを試すことは可か能のうですか？

ＧＭ：いえ、できません。情報がざっくりしすぎていて、分ぶん析せきできるほどの材料がそろっていない感じです。今後の進行によってエネミー識別を行なえる機会はくるかもしれません。

ルシャナ：分かりました。

ウェンディ：つまり、ちゃんとした目撃情報もないから「種別：魔獣」かどうかは分からないわけだ。

ジン：花の幽霊だったり、花のゴーレムだったりするのかもしれないじゃん？

ウェンディ：まあ、《宿しゆく敵てき：魔獣》が空振りになるかもしれないのは残念だが……。困っている町の人たちがいるのだ。この依頼を引き受けたい。

ナッツ：あぁ、ワタクシタチの〝特訓の日々〟はイッタイ………。

ウェンディ：ナッちゃん。困っている人がいるんだぞ？（[image: ]にっこり）
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ナッツ：（甲高い声で）ハイ──っ！　依頼を受けましょうウェンディ様！（一同爆笑）

ルシャナ：さすがは、我が女神。困った人に救いの手を差し伸べていますね。

ウェンディ：というわけで、町長。依い頼らいを引き受けよう。

ＧＭ：「ありがとうございます！」

ルシャナ：（ちょっと考えてから）とりあえず、目撃者たちに聞きき込こみに行くところから着手しましょうか。

ウェンディ：そうだな！




　と、依頼がまとまり、〝ワイルドブルー〟が調査に乗り出そうとした時……。




　──異変が起こった。




ＧＭ：では、ここで、建物の外から激はげしい鐘かねの音が聞こえてきます。

ウェンディ：な、何だ!?

ＧＭ：そして「魔獣が出たぞぉ──っ!?」との叫び声も！

[image: ]

一同：なんだってぇ────っ!?

ジン：様子を見に、外に出て行った方がよさそうじゃん？

ウェンディ：そうだな!!

ＧＭ：では、皆さんが何事かと外へと飛び出すところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle02◆混こん乱らんの渦か中ちゆうへ




　ウェンディたちが外に飛び出ると、町中に鐘の音が響ひびき渡わたっていた。

　驚おどろくウェンディたちに、カダルは説明する。

「この鐘は、魔獣が町に侵入した時に鳴らされるものです！」




ＧＭ：ミドルフェイズの２シーン目。前のシーンからの続きになります。シーンプレイヤーはジンですが、全員登場です。

一同：はーい。

ＧＭ：ラムプーラの町中に、警けい鐘しようが鳴り響いています。町の住人たちも騒そう然ぜんとしています。

ウェンディ：カダル町長、魔獣はどこで出たのだ!?

ＧＭ：カダルが言うには、町の東側の露天掘りの採掘場で魔獣出現の騒ぎが起きているようです。そちらを見れば、黒い霧のようなものが立ちのぼっています。

ウェンディ：黒い霧？　……もしかして、アジュール村を襲った魔獣の瘴気というやつか!?

ＧＭ：おお。確かにウェンディの故郷を襲った瘴気によく似ています。ただ時を止めるような効果は出てはいなようです。

ウェンディ：そうか……。あんな光景はもう見たくないものだ。

ルシャナ：我が女神よ……。いずれにせよ状況の確認の必要はありますな。

ＧＭ：そして、町長のカダルは駆けつけた部下の報告を受けて皆さんに言います。「どうやら、露天掘りの採掘場で魔獣が出たようです」

ナッツ：アワワワワ恐ろしいのデス！

ジン：露天掘りの採掘場では、魔獣は出てないって話だったじゃん!?

ルシャナ：状況が変わったということでしょう。むしろ操業を続けていることが、この事態を呼び込んだのかもしれません。

ウェンディ：おおっ！　確か、先ほどルシャナは町長にその問題を指摘していたな。

ジン：すげぇじゃん！　この展開を読んでたみたいだ。

ルシャナ：いえ、悪い予感など当たらぬ方が良いのです。

ＧＭ：クールですね。

ウェンディ：ルシャナは頼りになるな！

ナッツ：デスなぁ…………。（ぼそりと）これで、墓穴さえ掘らなければ……。

ルシャナ：言うなぁぁぁぁぁっ!?（一同爆笑）

ウェンディ：……と、とにかく。魔獣調査の依頼は引き受けたのだ。採掘場に急ごう！

ＧＭ：「あ、ありがとうございます！」と町長は感かん激げきします。

ナッツ：おおお、恐ろしいのでやめマセンカ？

ウェンディ：もう引き受けたから！（笑）




　ウェンディたちは、大慌てで逃げる人の波に逆らい、露天掘りの採掘場へと向かう。

　目的地に近づくほど、黒い霧は濃こくなり、邪悪な息苦しさであたりを満たしていた。




ウェンディ：うむ。まさに瘴気というべき霧だな。

ジン：視界が悪ぃなぁ……。

ルシャナ：瘴気が濃くなっていますね。やはり、例の魔獣がこちらにいるのでしょう。

ＧＭ：瘴気の中心に近づくうち、遠く花の魔獣の存在を確認できるようになりました。苔こけむしねじくれた巨木のような形状で、枝えだや根のような触手や棘がたくさん。頭部は花と獣が混じったような形状で、他にも各所に小さな花が咲いています。

ナッツ：ほほう。まさしく〝花の魔獣〟、デスナ。

ＧＭ：ここで、皆さんはある現象を目にします。今いる場所から遠く離はなれた位置に、逃にげ遅おくれた鉱夫がいて、あっという間に触手に足を取られてしまいます。

ウェンディ：ええっ!?　なんとかして、助けられないか？

ルシャナ：ダメです！　飛び道具を持っていないので、対たい処しよ不ふ可か能のうです！

ＧＭ：ルシャナのいうとおり遠すぎますね。さて。ここで皆さんは【感知】判はん定ていをしてください。難なん易い度どは10で、ひとりでも成功すればＯＫです。




　この判定にルシャナ以外の三人が成功する。




ＧＭ：判定に成功した人は、鉱夫がどんどん衰すい弱じやくしていくのが分かります。具体的には【ＭＰ】を使いすぎたようなヤツれた感じです（笑）。

ジン：おい、何か吸すい取とられてるみたいだぜ!?

ナッツ：肌のツヤがなくなっているヨウナ？

ウェンディ：コラーゲンが奪うばわれてる!?




【ＭＰ】はコラーゲンではないと思います。




ＧＭ：花の魔獣とその鉱夫の姿すがたは、濃くなる瘴気に覆おおわれ、見えなくなってしまいました。

ウェンディ：そ、そんな！

ルシャナ：一いつ瞬しゆんとはいえ、花の魔獣の姿を見られたので、エネミー識別をできませんか？

ＧＭ：エネミー識別はできませんが、代わりに【知力】判定をしてみてください。

ルシャナ：（ダイスを振る）達成値は20です。

ＧＭ：おお、高い！　では数々のマジェラニカの魔獣を見けん聞ぶんし、知識も豊富なルシャナは、直感であの花の魔獣の分類が魔獣であることが分かりました。

ルシャナ：植物の特性が明らかなのに魔獣なのか……これはいったい。

ジン：ルシャナ。自分のカンを信じるじゃん。

ウェンディ：そうだな。ルシャナの判断力をわたしは信じる。それに……。

ルシャナ：それに？

ウェンディ：あいつには、《宿敵：魔獣》が通用する。今はそれが一番大事なことなのだ。

一同：大事なのはそこなのっ!?（一同爆笑）




　戦いの妖精ヴァルキリー。

　彼女たちはマジェラニカきっての戦闘民族であった。




ナッツ：あの書き取りが役に立つ!?　一生ついていきマス、ウェンディ様!!（笑）

ルシャナ：さて。避難している人に、あの魔獣はどこから出現したのです？　と尋たずねます。

ＧＭ：「アイツは山の中から歩いて出てきたんだ！」と怯えた顔の鉱夫が答こたえます。どうやら、山から町へと下りてきたようですね。

ジン：あの樹みたいな魔獣がてくてく歩いて来たのかよ!?（笑）

ナッツ：まるで、人里に下りてきた熊くまみたい迷惑さデスネ（笑）。

ＧＭ：「で、露天掘りの真ん中までやってきて、そのまま根付いちまったんだ」

ルシャナ：ふむ。とにかく魔獣が露天掘り採掘場に腰をすえたのは分かりました。

ＧＭ：さて発生中の瘴気は尋じん常じようでない濃さになり、近づけば無事ではすまないのは明らか。そんな中、逃にげ遅おくれて瘴気にまかれ、触手に捕とらわれてしまった人が大勢出ています。

ウェンディ：ひとりでもいいから、助けに行くのだ！

ＧＭ：では、瘴しよう気きの濃い地域とそうでない地域の境きよう界かい辺りで、逃げ遅れた人がいるのを皆さんは発見します。この人々を救出する判定に挑戦できます。

ジン：おっしゃ！　いっちょうやってやろうじゃん！

ＧＭ：では、以下の三名と一匹が要救助者となります。





・がれきに足を挟はさまれた女の子。

・自じ宅たくらしき場所で怒おこっている頑がん固こそうなおじいさん。

・瘴気に怯えて震える猫ねこ。

・そして、もうろうとして今にも倒たおれそうな美女。






ジン：また頑固者のおじいさんが出てきたじゃん（笑）。

ウェンディ：猫も救助対象なのか？

ジン：猫の飼かい主ぬしらしきおばあさんが、「ミーちゃんは？」と探さがし回まわってるとか？（笑）

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。

ナッツ：分かりマシタ。女の子、おじいさん、猫、美女を助ければいいのデスネ？

ＧＭ：はい。対象の元に向かい、救出の判定を行ないます。判定が可能なのはひとりにつき一回まで。また、どの能のう力りよく値を使うのかは、要救助者のもとまで行かないと分かりません。

ジン：つまり、手分けして救助に向かえってことじゃん。

ルシャナ：我々は四名で、救助対象も四つ。一回判定に失敗したらアウトですか……。

ＧＭ：判定に失敗しても実は対象を救出できます。判定の成否は救出に行く皆さんに、とあるハプニングが発生するかどうかに関わります。ダメージを負う可能性もあるのでご注意を。

ジン：要救助者を助けられないと、夢ゆめ見みが悪いからなぁ。優しいＧＭじゃん（笑）。

ナッツ：しかし、ハプニング……ろくなことにならなさソウナ？

ＧＭ：ふっふっふ。

ジン：じゃ、どの能力値を求められるのかを推測し、各人の担たん当とうを決めようじゃん。

ナッツ：がれきをどけるため、女の子の救助には【筋きん力りよく】が必要デショウナ。

ルシャナ：ふっふっふ。猫のところは、私がいきましょう！

ジン：なるほど。ルシャナは《アニマルエンパシー》で、意思疎そ通つうができるからな。

ウェンディ：やはりルシャナは動物好きか？（笑）
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ルシャナ：実は私（久保田）は猫が好きなんですが、猫アレルギーでして…………って、何言わすんですか！（笑）ルシャナは、あくまで適材適所を考えて…………。

ウェンディ：はいはい（笑）。




　──としばしの相談の後、担当は以下のようになった。


・女の子：　　　ウェンディ

・おじいさん：　ナッツ

・猫：　　　　　ルシャナ

・美女：　　　　ジン






ナッツ：おじいさんデスか。ワタクシ、ちょっと残念デス。

ジン：おじいさんがお前のご主人様かもしれないじゃん？（笑）

ナッツ：（素すに戻もどって）ご主人様は美女の方がいいんだよっ!?（一同爆笑）

ルシャナ：そ、そうだったんですか？（笑）

ＧＭ：担当も決まったことですので、順番に判定していきましょう。まずはウェンディから。




　ウェンディは、がれきに足を挟まれた少女のもとへと走った。




ＧＭ：女の子は、がれきに足を挟まれて、痛いたさのあまり泣いています。がれきをどける必要があるので、難なん易い度ど13の【筋力】判定をしてもらいます。

ウェンディ：予想どおり。（ダイスを振る）よし、達成値16で成功！　バルディッシュをふるって、がれきだけを綺き麗れいに吹ふき飛とばすぞ！

ＧＭ：その一いち撃げきにより、がれきは粉々に砕くだけます。もちろん、女の子には傷きずひとつなく。

ウェンディ：もう大だい丈じよう夫ぶだ。さぁ、わたしと一いつ緒しよにおいで、と手を差さし伸のべるぞ。

ＧＭ：女の子は「ありがとう、お姉ちゃん」と安心した顔で、その手を握にぎり返します。

ナッツ：女の子の救助完了、デスナ。




　ナッツは、とある一いつ軒けん家やの前まで走った。

　そこには玄げん関かん先さきにどかっと座すわり込こんだおじいさんがいる。




ＧＭ：おじいさんは家の前に座り込んで「誰が何と言おうと、ワシは動かん！　この家は死んだばあさんとの思い出が詰つまっているのじゃ！」と、動こうとしません。

ナッツ：……なるほど。動きたがらない理由は分かりましたが、放ってはおけないデス。

ＧＭ：では、説得するために、難易度13の【精神】判定をどうぞ。




　しかし、ナッツはこの判定に失敗してしまう。




ナッツ：うう、達成値が１足らずですか……。では、ワタクシは気がすすみマセンが、これも今回の仕事のウチ。と、這はい寄よる瘴気からおじいさんをかばいマス。

ＧＭ：では、ハプニングが起きます。ナッツは瘴気に蝕まれ、２ＤのＨＰロスを受けます……（ダイスを振る）７点ですね。

ナッツ：ＨＰロス!?　やはりロクなことじゃナカッタデス──っ!?（爆笑）

ＧＭ：あ、ハプニングの本命はこの後──次のシーンで判明します。

ナッツ：ナントォ──!?（一同爆笑）

ＧＭ：さて。おじいさんはナッツの行動に心うたれ「ワシのせいで誰だれかが死んだとなれば、天国のばあさんに顔見せできん」と呟つぶやいて、ナッツを抱かかえあげて一緒に逃げ出します。

ナッツ：最初からそうしろぉ────っ!!（一同爆笑）




　次はルシャナ──庭師は濃くなる瘴気の中、怯えて震ふるえている猫のもとへと走った。




ＧＭ：瘴気は濃さを増まし、猫はただぶるぶると震えています。

ルシャナ：《アニマルエンパシー》で声をかけます。ミーちゃん、こっちにおいで。

ＧＭ：猫は「助けてくれるにゃ……？」と返事をします。

ルシャナ：（優しい声で）そうですよ。そこは危険ですから、こちらへいらっしゃい。

ウェンディ：む……やはり動物好きだな。

ルシャナ：猫の警戒心を解くためですよ！（笑）

ＧＭ：猫は「分かったにゃ」と、ルシャナの方へと歩いてきます。

ウェンディ：スムーズに行きそうだ！

ＧＭ：ところが、ルシャナの目の前まで来たところで、「ははは、引っかかったにゃ！」と、爪つめと牙きばをむきだして襲おそいかかってきます。
















一同：ええぇぇぇ────っ!?

ＧＭ：この猫は〝外れ〟の選択肢でして、このようにいきなり襲いかかってくるのです。

ルシャナ：なぜだぁっ!?　どうしてメイジで【物理防御力】の低い私ばかりが、単独で襲われてしまうんだぁ──っ!?（一同爆笑）

ジン：確かにディディモゾイドの時もそうだった！

ウェンディ：今回《アニマルエンパシー》さえ取らなければ、自ら進んで猫を選ぶこともなく……って、これ、もしかして……。




一同：墓穴かっ!?




ルシャナ：ばかなぁ────っ!?（一同爆笑）




　見事に墓穴庭師ぶりを発揮するルシャナを、植物と融合したような猫の化け物が襲う！

　その鋭利な爪がルシャナに命中。ダメージは21点の物理ダメージ。

　だが────。




ルシャナ：《シールドガーデン》＋《プロテクトガーデン》を自分に使用。（ダイスを振る）……合計で24点止めましたから、ノーダメージです！

ＧＭ：ノーダメージですか!?　残念！

ルシャナ：こんなこともあろうかと思って、レビテートローブからフェザーアーマーに買かい換かえておいたのが正せい解かいだったようですね！（ドヤ顔）

ウェンディ：さすがルシャナ。準備がいいな。

ナッツ：この手際の良さがありながら、墓穴るのは、なぜナンデショウねぇ？

ルシャナ：知るかぁぁぁぁぁぁぁっ!?（一同爆笑）

ウェンディ：猫が戻ってこないと、おばあさんが悲しみそうなのだが……。

ＧＭ：最初にいったとおり、失敗しても要救助者を助けられます。

ルシャナ：ほう。

ＧＭ：手遅れではないので、無理矢理ミーちゃんを摑つかんで瘴気の圏けん外がいに引っ張り出せば、異形化は一いつ旦たんおさまりますよ。

ルシャナ：なんと！　手遅れっぽい演出でしたが（笑）。まだ、瘴気の中に滞在した時間も少ないのでしょう。盛大に引っかかれながらも、ミーちゃんを外に連れ出します（笑）。




　こうして猫を救出したルシャナはおばあさんにたいそう感謝されるのであった。




ウェンディ：ほっ、よかった。

ＧＭ：さて、次はジン。

ジン：ウェーイ！




　ジンは、見目麗うるわしい女じよ性せいのもとへと駆かけ寄よった。

　ふたりは瘴気にまかれそうになる。そこで【知力】で風向きを読む判定に挑むことになった。だが……《ダンシングヒーロー》を使ったうえで、ジンはこの判定に失敗してしまう！




ＧＭ：「ひぇぇぇぇっ！　化け物ぉ～っ！」とジンの魔性面に怯おびえて女性は立ちすくみ、脱出に手間取ってしまったという演出で。

ジン：しまったぁ！　魔性面をかぶったままだったじゃん!?

ルシャナ：こういう時は外せぇ────っ!?

ジン：この後、どんな言葉でナンパしようか考えていたら、仮面を外し忘れちゃってさぁ。

ウェンディ：ここで、ナンパすなぁ────っ!?（一同爆笑）
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ナッツ：ジンはチャラいから仕方ないデスねぇ（笑）。

ＧＭ：ジンは瘴気の濃い場所を突つっ切きってしまったため、２ＤのＨＰロスを受けます。（ダイスを振る）８点のＨＰロスです。美女は無事救出。

ジン：ぐっ！　苦しいが、美女を救出できただけでよしとするじゃん！

ＧＭ：さて。皆さんは救出活動の際さいに、瘴気の際きわまで行きましたので、中で何が起こっているのかを目にしました。

ジン：ほほう。

ＧＭ：瘴気の中では、ルシャナに襲いかかった猫と同じように、人々も植物と融ゆう合ごうしたかのような姿に変へん貌ぼうを遂とげ始めています。

ウェンディ：うわっ……!?

ルシャナ：はっ、ハプニングとはもしや……？

ナッツ：まさか、ワタクシたちも……。

ＧＭ：ふふふ。

ジン：や、やべぇ！

ＧＭ：さて。突とつ如じよ起きた惨さん劇げきは、一旦小康状態を迎むかえます。瘴気の拡がりは、露天掘りの採掘場から半径五〇メートル以内で収おさまり、町の中央部は侵しん蝕しよくされずにすみました。人々は町の東側にある大きな倉庫に避ひ難なんをした……というところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle03◆魔獣の傷きず跡あと




　瘴気の拡がりは一旦小康状態を迎え、人々の避難誘導も区切りがついた。

　ウェンディたちは、人々の状態を確認するために、避難所へと足を踏ふみ入いれた。




ＧＭ：ミドルフェイズ、３シーン目。シーンプレイヤーはルシャナ。全員登場になります。

ルシャナ：はい。

ＧＭ：舞台はラムプーラ東側にある倉庫です。普ふ段だんは鉱石の保ほ管かん場所として使っているようですが、今は急ごしらえの避難所となっていて、逃げてきた人々が集まっています。

ジン：（辛つらそうな声で）無事だったのは、たったこれだけか……。

ナッツ：まるでたくさん犠ぎ牲せい者しやが出たような台詞せりふデスヨ!?（笑）

ＧＭ：いえ、適当に言ったジンの台詞はあながち間違っていません。かなりの人数が瘴気の中に取り残されているようです。

ジン：適てき当とうに言ってみただけだったのに、当たってしまうとは……。

ナッツ：町の人々の多くは、猫のように瘴気にやられて変化してしまっているのデスネ。

ＧＭ：そうですね。実際、避難してきた人々の中にも、体の一部が植物……ツタのように変化してしまっている人たちがいます。

ウェンディ：うーむ。介かい抱ほうする手段はないのか？

ＧＭ：慌あわただしく診しん察さつして回っている医者によれば「瘴気に近づかず、安静にしていれば、一週間くらいで回かい復ふくするようだよ」との見立てです。

ルシャナ：瘴気から引ひき離はなすのが良いのですね。

ナッツ：しかし、瘴気に触ふれると、変化してしまうのだとしたら……先ほどのシーンで、瘴気によるダメージを受けた我々の体もきっと……。

ＧＭ：はい、実はナッツの言うとおり、先ほどのシーンでダメージを１点でも受けた人は、瘴気の影響が出始めます（邪悪化表を取り出す。左図参照）。
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一同：なんだってぇ──っ!?（笑）
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ＧＭ：先ほどダメージを受けた、ジンとナッツは、この表を振ってもらいます。

ジン：マジか！　ルシャナも回避に失敗したじゃん！（ちらっとルシャナを見る）

ルシャナ：誘さそわないでください（笑）。私はノーダメージでした。

ＧＭ：猫の攻撃を、貫かん通つうダメージにしておくべきだったと反省しています（笑）。

ルシャナ：どんな猫だよっ!?（爆笑）

ジン：で、この表の結果植物っぽい外見になるほか、何か問題はあるの？

ＧＭ：ありません。

ジン：ないのかよっ!?（爆笑）

ＧＭ：瘴気の被害の演出としての意味あいでして。基本的に瘴気から離れて一週間安静にしていれば、回復します。

ナッツ：なるほど。しかし、一週間も安静にしてはイラレナイでしょうなぁ。

ＧＭ：安静にしていない場合、本シナリオに設定されている瘴気の除去の条件を達成しないと、ふたりはシナリオ終了時に邪悪化完了するという。

ジン＆ナッツ：大問題じゃねぇ───かっ!?

ＧＭ：（気にせず）では、表を振ってください。

ジン：くっ！　よし、いくじゃん。（ダイスを振る）９だから、「汗が樹液になる」か。

ＧＭ：ジンの周囲に、セミやカブトムシが集まってきました。

ジン：来るなぁぁぁぁぁ───っ!?（一同爆笑）

ウェンディ：虫に大人気だな！（笑）

ジン：美女ならさておき、虫はどうでもいいじゃんっ!?（笑）　お、おい、ナッちゃん、お前は大だい丈じよう夫ぶか!?

ナッツ：（ダイスを振る）６なので、「肌が緑に、光を浴びると光合成を始める」デス。

ルシャナ：葉緑素ができたのですか!?

ナッツ：日向ひなたが心地よいデス。ワタクシ、ここで光合成しながらじっとしてイマス。あとは、よろしく……ガクリ。
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　ああ、ナッツロッカーよ。

　ご主人様に会えぬまま、キミは樹木になりはててしまうのか？




ウェンディ：待て待てぇ───っ！　わたしたちが調査しなきゃ、事件は解かい決けつしないんだぞ！（笑）

ナッツ：うぅ、仕方ないデスネ……よっこらしょ、と動き出します。

ウェンディ：それにしても、瘴気の影響は恐ろしい。ジンの肩に座ると樹液がついちゃうから、今はあんまり触りたくない……。

ジン：ウェーイ！　細かいこと気にするなって！（笑）

ウェンディ：女の子としては気になるのだっ！（笑）

ＧＭ：さて。避難してきた人々この事態を受け、不安でいっぱいです。

ルシャナ：そうでしょうね。

ＧＭ：ということで、違ちがう町へ避難しようという話も出てましたが、ここはマジェラニカ大陸なので、うかつに町から出ることもできません。

ジン：町の外には、魔ま獣じゆうがうろついているから、一いつ般ぱん人じんには危険じゃん。

ＧＭ：そんなわけで、これからどうするかについての話し合いは、平行線をたどっています。

ルシャナ：町長はどうしていますか？

ＧＭ：避難の指し揮きをしていました。今は一段落し「大変な事態になってしまった……」と肩を落としています。なお、衛えい兵へいたちの一部にも被害は出ているようです。

ウェンディ：魔獣を倒し、瘴気を断たつ以外、対たい処しよ法ほうはないんじゃないのか？

ルシャナ：それしかないかと。我々としてもジンとナッツが瘴気の影響を受けてしまっていますし、魔獣の調査をして、対処法を探さぐるしかありませんね。

ナッツ：瘴気の中から、取り残された人々が凶暴化して襲おそってくるとかはないデスカ？

ＧＭ：今のところは、ありません。

ジン：指先についた汗……もとい樹液をなめつつ……。

ルシャナ：なめんな！（笑）

ジン：町長に「瘴気を吸すわないように注意を促うながしておいた方がいいじゃん」と進言しよう。

ナッツ：ワタクシもつい日向に移動して、光合成を楽しんでいマス（笑）

ルシャナ：（ジンとナッツを見て）瘴気の影響は恐おそろしいですねぇ……。

ウェンディ：ルシャナが無事でよかった。三人とも影響を受けてたら、わたしは冷静でいられなかったのだ！（笑）

ＧＭ：さてここで、先ほどウェンディが助けた女の子が、母親に連れられてやって来ます。

ウェンディ：おや？　娘さんの名前は？

ＧＭ：えっ？　決めていませんでした……。

ウェンディ：じゃあ…………ララちゃんで。

ナッツ：きっと母親とふたりでやってきて、「うちの娘を助けてくださったそうで、本当にありがとうございました」とか言うんだな。

ＧＭ：じゃあ、それで（笑）。母娘は深々と頭を下げます。

ウェンディ：いや、これもハンターの務め。礼には及およばないのだ。……ララちゃんの怪我は、どうなんだ？

ＧＭ：ララは「ちょっと痛いたいけど、大丈夫だよ！」と元気そうに答えます。

ウェンディ：そっか、それはよかった。

ＧＭ：「お姉ちゃんは、ハンターなんだよね？」と聞いてきます。

ウェンディ：ああ。体は小さいが、れっきとしたハンターなのだ！（胸むねを張はる）

ＧＭ：「すごーい！　お姉ちゃんたちは、あの魔獣を倒しに来てくれるんだよね？」

ウェンディ：そうなのだ。ただ、少々困こまっている。思ったよりも魔獣が強そうでな……。

ＧＭ：「お、お姉ちゃんたちでも、無理なの……？」と泣きそうな顔になります（笑）。

ウェンディ：そんなことはないぞ！　わたしたちは魔獣を倒す！

ＧＭ：不安そうな顔のまま「……またマリィちゃんと遊べるかな？」と訊たずねます。

ウェンディ：マリィちゃん？　……あ、ララちゃんのお友達？

ＧＭ：「うん。でも、あの霧から逃げる時に、はぐれちゃって……ここにもいないし」

ナッツ：はっはっは、マリィちゃんも今ごろワタクシのような姿になっていマスヨ！

ウェンディ：余計なことを言うなぁぁぁ────っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ララは「うわあああん！」と泣き出してしまいますよ？（笑）

ジン：あー、泣いちゃったじゃん。甘あまい樹液舐なめさせたら元気になるかな？（笑）

ルシャナ：虫じゃないんですから！（笑）

ナッツ＆ジン：すみません。

ウェンディ：（シリアスな口調で）瘴気の侵しん蝕しよくは心も蝕むしばむのだな。




　改めて、魔獣の傷跡の深刻さを痛感するウェンディであった。




ウェンディ：と、とにかく〝ワイルドブルー〟が魔獣を倒す。信じて待っててくれ！

ＧＭ：ララはウェンディの方を見て「う、うん。信じてるから、ね？」と頷うなずきます。

ルシャナ：（咳せき払ばらいをして）ともかく、幼おさない少女にまで懇こん願がんされたのです。早急に調査に向かいましょう。

ウェンディ：うん、そうしよう、そうしよう！

ルシャナ：町長に、何か手がかりになりそうなものがないか、訊ねてみましょうか。

ＧＭ：カダル町長は「アサーバ先生ならば、何か知っているかもしれません」と答えます。

ジン：アサーバ先生？

ＧＭ：「医学の心得もある、学者の先生です。今は、避難所で怪我を負った人々を看みてくれています」

ルシャナ：では、アサーバ先生に話を聞きに行きましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、皆さんは、町長に連れられて避難所の一角で治療に従事しているアサーバのもとへとやって来ました。アサーバは、白衣を着た学がく者しや肌はだの初老の男性です。この町には、学がく術じゆつ調査のためにやってきていたそうです。

ルシャナ：診しん察さつ中にすいません。さっそくですが、話をうかがいたいですね。

ＧＭ：「今回の件は、ワシにもさっぱり分からん。遺い跡せきの調査のためにやって来たのだが、こんな事態になってしまって、調査はぜんぜん進しん展てんしていないのだ」

ルシャナ：遺跡？

ＧＭ：「うむ。もともとこの辺あたりは古代の遺跡があって、それを基き盤ばんとして発はつ展てんしてきた町だったのだ」

ウェンディ：その古代の遺跡とは、どんなものなのだ？

ＧＭ：「古い社やしろだ。我々の祖そ先せんがマジェラニカにやって来るより前のものではないかと言われている」

ナッツ：神を祀まつる、あの社デスか？

ＧＭ：「そうだ。その社の調査に来てみたら、肝心の社が撤てつ去きよされ、露ろ天てん掘ぼりの採掘場になってて、驚おどろいたわい」

一同：…………。

ルシャナ：遥はるかな過か去こにこの地に何かを封ふうじ込こめ、うかつに掘り起こさないようにと、社を建てていた可能性がありますね。

ＧＭ：「そうだな。それから、もうひとつ。町の北の方にある山にも、遺跡があるらしい。古代の研究所だったらしい。こんな事態でなければ、調査に行ったのだが……」

ルシャナ：古代の研究所……〝地の時代〟に作られた、ネヴァーフの研究所ですかね？

ＧＭ：アサーバ先生は「その可能性はあるな！」と頷うなずきますが、ここで急きゆう患かんが運はこび込こまれたため、会話はここで打ち切りとなります。

ルシャナ：人命優先ですから、仕方ありませんね。

ＧＭ：「いやいや、キミらと話すのは楽しかった。古代の遺跡について、時間がある時にまた話でもしよう」と、患かん者じやのもとへと去って行きました。

ルシャナ：これは大だい収しゆう穫かくですね。

ジン：どういうことじゃん？

ルシャナ：おそらく、あの魔獣は、山にある研究所とやらで生み出された可能性があります。それならば、あの不思議な生せい態たいも納なつ得とくがいきます。

ウェンディ：なるほど！　さすがルシャナは頭が回るな！

ナッツ：社が壊された結果、今の事態が生じたようでもありマスな。

ルシャナ：いえ。これはあくまで推すい論ろんなので、裏うら付づけが必要です。

ウェンディ：つまり、調査のために研究所に向かえばいいのだな？

ルシャナ：そうですね。

ＧＭ：では、話がまとまったところで、一旦シーンを終了しましょう。
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◆Middle04◆遺跡探索へ向けて




　ラムプーラ近郊の山には古代遺跡があるという。

　魔獣を倒す手がかりを求め、ウェンディたちは、探索の決意を固める。

　しかし、いきなり遺跡に乗り込むには、準備が不足しているようだ……。




ＧＭ：ミドルフェイズの４シーン目。シーンプレイヤーはナッツです。全員登場です。

ナッツ：ハイ。

ＧＭ：調査のために研究所に向かうことになりましたが、まずはある程てい度ど下調べをしておこうというシーンになります。簡かん単たんに言うと、情じよう報ほう収しゆう集しゆうのためのシーンです。

ジン：具体的に、どういうことを調べられるじゃん？

ＧＭ：項こう目もくは以下のとおりです。





・〝花の魔ま獣じゆう〟の生せい態たいについて　【感知】判はん定ていもしくは【知力】判定／難なん易い度ど：10

・〝花の魔獣〟のこれまでの活動について　【知力】判定／難易度：11

・撤てつ去きよされた社について　【精せい神しん】判定もしくは【幸運】判定／難易度：10

・古代遺い跡せきについて　【精神】判定／難易度：11






ウェンディ：わたしは《自然の友》を持っているのだが、魔獣の生態の調査に使えるか？

ＧＭ：はい、使えますよ。

ウェンディ：では、わたしは「〝花の魔獣〟の生態について」を調査しよう。

ルシャナ：私わたしは【知力】が高いので、「〝花の魔獣〟のこれまでの活動について」について調べましょうか。

ナッツ：ワタクシ、【精神】は５でゴザイマス。「古代遺跡について」の調査はお任まかせを。

ジン：じゃ、俺おれは「撤去された社について」を調べるよ。《ダンシングヒーロー》で判定のダイスを増ふやせるから、なんとかなるだろ（笑）。

ＧＭ：では、順番に判定をしていきましょう。まずは、「〝花の魔獣〟の生態について」です。

ウェンディ：《自然の友》を使用。２Ｄ＋５。（ダイスを振ふる）出目が７で達たつ成せい値ち12！

ＧＭ：成功ですね。ウェンディは文ぶん献けんをあたって、以下のようなことを調べあげました。





・〝花の魔獣〟は、魔ま力りよくのこもった石や、魔力が高い人間を襲おそう傾けい向こうが強い。

・〝花の魔獣〟に襲われた鉱こう山ざんに残っていたハイドラストーンは、魔力がすべて吸すい取とられてしまっていたらしい。






ルシャナ：なるほど。採さい掘くつ場じようや坑こう道どうに出しゆつ現げんしたのは、魔力に反はん応のうしてのことだったのかもしれないですね。

ウェンディ：鉱こう夫ふから魔力を吸い取っていたし、〝花の魔獣〟は魔力がエネルギー源げんなのかもしれないな。

ＧＭ：加えて続く内容も判明します。





・植物の根のような触しよく手しゆを持ち、速度は遅おそいものの、地上での移い動どうが可か能のう。

・黒い霧きりのような瘴しよう気きを放ち、それに紛まぎれて移動する。






ウェンディ：なるほど。

ＧＭ：次は「〝花の魔獣〟のこれまでの活動について」です。

ルシャナ：【知力】判定は２Ｄ＋７なので、楽勝ですよ。（ダイスを振る）ふふふ、出目は４。ぴったり11で成功（笑）。鉱山の資し料りように目をとおして調べました。

ＧＭ：では、ルシャナは以下のようなことを調べあげました。





・〝花の魔獣〟による最初の被ひ害がいは、二ヶ月ほど前に起こっている。

・〝花の魔獣〟の出現場所は、日を追うごとに、ラムプーラの町へと近づいていた。

・「黒い霧が蠢うごめいているのをみかけた」という目もく撃げき証しよう言げんがいくつか上がっているが、その霧の大きさは、ラムプーラに近づくほどに大きくなっていっている。






ルシャナ：つまり、魔力を吸きゆう収しゆうしながら移動を続け、一番ハイドラストーンが埋まい蔵ぞうされているであろう露ろ天てん掘ぼりの採さい掘くつ場までやってきた、ということですね。

ウェンディ：そういうことだったのか！

ルシャナ：露天掘りができるほどの鉱こう床しようですから、魔力の蓄たくわえはかなりのものでしょう。〝花の魔獣〟も居い座すわりたいのでしょうね。

ウェンディ：でも、それなら人々をどかせばいいだけなんじゃ……。

ルシャナ：瘴気を放って人々を邪じや悪あく化かさせているのは、眷けん属ぞくにして利用するためかと。

ＧＭ：そのようですね。衛えい兵へいたちの話によると、うかつに近づくと、〝花の魔獣〟の眷属と思わしき生物が迎げい撃げきに出てくるそうです。

ジン：防ぼう御ぎよ役をさせてるってことか……。

ＧＭ：情報は以上です。次は、「撤去された社やしろについて」です。

ジン：《ダンシングヒーロー》を使って、【精神】で判定じゃん（ダイスを振る）出目は10。達成値14で成功だ。

ＧＭ：では、ジンはラムプーラの長老から、この地に関する昔話を聞くことができました。

ジン：情じよう熱ねつ的てきなダンスを見せて、長老たちを喜ばせたとか、そんな感じでヨロシク！（笑）





・露天掘りの採掘場がある場所は、以前は社があった。

・ラムプーラの町ができる以前よりあったこの社は、この地を守護するものと言われていた。






ジン：土地を守るためにあったものを、なんで取とっ払ぱらってしまったんだよ!?

ＧＭ：長老曰いわく「事業家を名乗るフォッグという男が撤去した」とのことです。

ジン：……フォッグ？





・一年ほど前、フォッグという男が周囲の土地を高たか値ねで買い取り、社を撤去した。

・ほこらの撤去後、ハイドラストーンの採掘事業を拡かく大だいし、露天掘りの採掘場を完成させた。

・露天掘りの採掘場が完成したのは、二ヶ月ほど前のことである。

・露天掘りの採掘場が完成したのち、フォッグは採掘事業を格かく安やすで町長に売うり渡わたしたという。






ジン：（町長になって）「よいのですか、こんな安く……」

ナッツ：（フォッグになって）「よいのですよ。町の住民も喜ぶでしょう」

ウェンディ：これって、明らかに罠わなじゃないか！（笑）

ナッツ：ラムプーラを思うがゆえの行動が、かえって裏うら目めに出てしまったようデスネ。

ＧＭ：情報は以上です。最後に、「古代遺跡について」です。アサーバ先生に改めて対面し、彼かれから難むずかしい話を延えん々えんと聞くことになります。

ルシャナ：なるほど。長話に耐たえられるかどうかだから、【精神】判定なのですね（笑）。

ナッツ：では、光合成をしながら、話を聞きマショウ。（ダイスを振る）ファンブル。

一同：えええっ!?（笑）

ナッツ：日差しが心地よいデス……ぐー（寝ねた）。
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ウェンディ：遺跡の位置を聞き出さないと、調査に行けないよ!?

ナッツ：そういうわけにもいかないので、フェイトを１点使って、判定を振り直しマス。（ダイスを振る）今度は出目が８。達成値が13なので成功デス。

ルシャナ：きっと、うつらうつらしながらも肝心な内容は憶おぼえていたのでしょう（笑）。

ナッツ：ご主人様も、話の長い方デシタ……（しみじみ）。

ＧＭ：では、アサーバの話を要約すると、以下のような感じになります。





・ラムプーラの北にある遺跡は、超ちよう古こ代だいの魔獣研究所だったのではないかと言われている。

・古い文献には、研究所内には恐ろしい防衛システムがあるという記き述じゆつがあった。

・遺跡には、盗とう掘くつの痕こん跡せきがある。また遺跡のあるラムプーラ北側の山は、最近地じ盤ばんが緩ゆるんでおり、危き険けんである。






ＧＭ：この情報に加えて、遺跡の正確な位置を教えてもらいました。なお、アサーバ先生は今回の事件がおきて、遺跡を探索できないことを残念がっているのが印象的です。

ナッツ：了解デス。では、アサーバ先生に教えてもらったことを皆様に報告シマショウ。




　調べた情報を持ち寄り、〝ワイルドブルー〟の面々は、今後について話し合う。




ルシャナ：……というわけで、魔獣の研究所であること。距離的にも近いし、元は露天掘り採掘場にあった社がどういうものであったかのヒントもありそうですね。

ジン：状況を打開するヒントがある可能性はますます高まったじゃん。

ウェンディ：花の魔獣の弱点や駆く除じよ方法が分かるといいな！

ナッツ：……でも危険な防衛システムがあるとか……。さらにルシャナ様の推測どおり、〝花の魔獣〟が生み出された場所だとしたら、危険な魔獣もウロウロしていそうな……。

ウェンディ：わたしたちは《宿しゆく敵てき：魔獣》を持っている。問題ない！（笑）

ナッツ：そんな単純ナ!?（笑）

ジン：それに、このまま植物になっちまうのはどうよ？

ＧＭ：そうですね。今やジンはより身体が粘つき、ナッツはどんどん緑色に……。

ジン＆ナッツ：ひ、ひぃっ!?（爆笑）

ウェンディ：わたし個こ人じんとしても、魔獣については調査したい。そういう方針で進んでいたが、改めて遺跡に調査に行くべきだと思う。

ナッツ：はぁ、確かに植物になってご主人様に会えないのも困ります。遺跡に参りマショウ。

ルシャナ：あ、その前にひとつ。

ＧＭ：なんでしょう？

ルシャナ：アサーバ先生と協力関係を築きずきたい──遺跡の内部の情報を教える代わりに、こちらが持ち帰った情報やアイテムを分ぶん析せきしてもらえるよう、話をつけたいのです。

ＧＭ：分かりました。事情を聞いたアサーバ先生は、魔獣退治に関連することでもあり、ルシャナの提案を快かい諾だくしてくれます。

ウェンディ：さすがルシャナ。手回しがいい（笑）。

ジン：おっし！　準備を整えて、研究所に行こうじゃん！

ＧＭ：では、皆さんが北の山にある遺跡に向かうところでシーンを終しゆう了りようにしましょう。







◆Middle05◆古代の研究所へ




　ウェンディたちはラムプーラを出発し、町の北にある山を登った。

　町を見下ろせば〝花の魔獣〟の発する瘴気が半球状の形を取り、町の一角を覆い尽くしていた。悪性の腫瘍のような不気味さが一行の眉をひそめさせる。

「急ごう──」

　ウェンディの言葉に、皆頷いて、歩調を早めた。




ＧＭ：では先ほどのシーンを受け、皆さんで魔獣研究所と思しき遺跡に行くシーンになります。シーンプレイヤーはウェンディ。全員登場です。

ウェンディ：遺跡は町の北の山にあるんだったな。

ＧＭ：はい。皆さんはラムプーラの町の北方にある山を登っていくわけです。やがて、ナッツがアサーバ先生に教えてもらった遺跡の場所までくると、地じ滑すべりの跡を発見します。

ジン：地滑りねぇ。そういえば、この山って地盤が緩んでるって話じゃん？

ＧＭ：はい。で、その地滑りで、露わになった土ど砂しやの合間から、崩ほう壊かいしかけた石いし造づくりの壁かべが姿すがたをのぞかせています。

ウェンディ：壁？

ＧＭ：どうやらこの遺跡、最近まで地中にあったものが、地滑りの発生によって、再ふたたび地上に姿を現わしたようですね。その露出した壁の一部が破やぶられています。これが盗とう掘くつの跡……遺跡荒あらし達が侵しん入にゆうした場所のようです。

ナッツ：遺跡荒らしの話も出てマシタネ。この壁が破られているところ以外に入り口は？

ＧＭ：ありません。館の中に入るには、この壁の穴から入るしかなさそうですね。

ルシャナ：この穴あなから魔獣が出てきたのでしょうか？

ＧＭ：さすがに、それは分かりませんね。

ジン：他に侵入口がないのなら、ここから入るしかないじゃん。また、地滑りが発生して、生き埋めにならないことを願うしかないってね。

ＧＭ：では、皆さん、中に入るのですね？

ウェンディ：ああ。行くぞ、みんな！

一同：おうっ！




　ここで、読者の皆さんには遺跡の構造をあらかじめ公開させていただこう。

　それをご理解いただいたうえで、ウェンディたちがどのようにこのダンジョンを攻略していくのかをお楽しみいただきたい。
















　一同はエリア１へと侵入した──。




ＧＭ：中は、七五メートル×三〇メートルくらいの大部屋です。天てん井じようまでの高さは一五メートルほど。ジンも巨人化できます。

ルシャナ：この天井の高さ。魔獣の研究所というのは、本当のようですね。

ＧＭ：そして、部屋の奥おくには、扉とびらが三つあります。

ジン：扉かぁ。

ＧＭ：この部屋から上の階へと上がるための階かい段だんもあるのですが、土ど砂しやで埋うまっているため、それらの上りの階段は使用できません。

ジン：ふむ。では当面開けられそうな、三つの扉を見てみるか。

ＧＭ：入ってきた地点から見て、一番西側の扉は破は壊かいされていて、奥へと進むことができそうです。中央と東側の扉はちゃんと扉が閉しまっています。

ウェンディ：荒あらされているようだから、遺跡荒らしが来たのは間ま違ちがいなさそうだ！

ジン：うん。とりあえず、ある扉をひととおり［トラップ探たん知ち］をしたいじゃん。

ルシャナ：やっておきましょう。シーフであるジンの出番ですしね。




　こうして、この部屋にある三つの扉の罠を調べるジン。二メートル三一センチメートルの長身がそろりそろりと怪しい箇所を調べて回る。

　その結果は以下の通り。


・西側の扉（エリア２へ）：壊れており、罠はなく自由に通行できそう。

・中央の扉（エリア３へ）：罠はないが、扉には蔦つたが絡からみついていて、力尽くで押おし開あける必要がある。難易度13の【筋きん力りよく】判定。

・東側の扉（エリア４へ）：罠はないが、扉には蔦が絡みついていて、力尽くで押し開ける必要がある。難易度13の【筋力】判定。






ウェンディ：ふむ。西側の扉の先がどうなってるか、ちょっとのぞき見してもいいか？

ＧＭ：いいですよ。薄うす暗ぐらくて細かなところまでは見えませんが、部屋の奥に既に破壊されたハッチのようなものがあって、下になんなく行けるであろうことはうかがえます。

ウェンディ：先に進むルートみたいだナ。じゃあ……中央の扉、開けようか。

ジン：ハッチの先へと進むんじゃないの？（笑）

ウェンディ：一応、開けてみたいんだ（笑）。

ＧＭ：では、中央の扉の前です。どなたが開けますか？

ウェンディ：わたしがチャレンジする！　（ダイスを振る）13！　ピッタリ成功！　バルディッシュでドアを破壊するという演出で！（笑）

ナッツ：あわわわ（笑）。ウェンディ様、相変わらずアグレッシブデスね（笑）。




　扉を破壊した一同は中央の部屋を探索。古びた調度品の中で、下へ向かうと思われる隠されたハッチを発見する。だがその扉には鍵がかかっていた。




ウェンディ：鍵のかかった隠し扉かぁ……。

ルシャナ：とりあえず、ここはこのままにしておいて、右手の扉へと向かいませんか？　そちらに鍵がある可能性もありますし。




　そして東側の扉の開けるため【筋力】判定に挑む一行であったが、ウェンディをはじめとして全員がこれに失敗する。




ウェンディ：ＧＭ、再挑戦するにはどうしたらいい？

ルシャナ：そこまでしなくてもいいでしょう。ここはあきらめて、左手の扉の先へと進みませんか。遺跡荒らしが進んだルートのようですから、ある程度の安全は確かく保ほされているかと。

ウェンディ：ふむ。

ＧＭ：…………。

ルシャナ：なんだかイヤな予感がしまして（笑）。それに、中央の部屋（エリア４）の下へ向かう扉の鍵が東側の部屋（エリア５）にあるとしたら、そこにはエネミーか、トラップがあるのはまず間違いないでしょう。

ＧＭ：…………。




　大正解であった。

　読者の皆様はダンジョン図をご確認いただきたい。
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ルシャナ：まあ、東側の扉が開かなかったのはむしろ幸運だったかもしれません。

ジン：いい判断だと思うじゃん！　時間をかけてもしょうがないし！

ウェンディ：うむ。では西側の部屋から先に進もうか！

ＧＭ：了解です（ルシャナが墓穴を掘らないなんて……）。




　ワイルドブルーの面々はこの研究所の地下部分へと歩を進めるのであった。







◆Middle06◆喰うか喰われるか




　一階から研究所へと侵しん入にゆうしたウェンディたちは、上のフロアの探索を切り上げ、壊れたハッチを通って地下へと潜もぐってみることにした。

　ハッチから伸びる階段を降おりた先は、がらんとした部屋だった。




ＧＭ：次のシーンです。ハッチから下へと伸のびていた階段を降りた先は二五メートル四方の部屋（エリア５）です。特に何もありませんね。部屋の南にはひとつ普ふ通つうの扉があるので、そこから別の場所へ出られそうです。

ジン：じゃあ、扉を開けて、先に進もうじゃん。

ＧＭ：南の扉は、新たな部屋（エリア６）へとつながっていました。その部屋には、空っぽの檻おりがずらっと並んでいます。その扉はほとんど壊されていますね。

ウェンディ：檻か……。

ＧＭ：ええ。その中にはたくさんの骨ほねが転がっています。そのことから、かつては魔獣が入れられていたのではないかと推測できます。

ルシャナ：この遺跡が魔獣研究所なら、ここで魔獣のサンプルを飼育していたのでしょう。

ＧＭ：そして、生き残りと思しき魔獣が皆さんの前にたちはだかります。
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ウェンディ：おお、ついに戦闘か！（[image: ]わくわく）

ジン：やる気まんまんじゃん！（笑）

ＧＭ：なお、生き残っている魔獣は、赤い毛皮をしています。身体は獅し子しで、背せ中なかに生える翼つばさはコウモリ、尻しつ尾ぽはサソリで、顔は老人という魔獣です。

ルシャナ：その描写、どうみてもマンティコア！

ＧＭ：メタな読みをしないでいただきたい（笑）。では、仮称マンティコアは、皆さんを見ると、舌したなめずりをして、襲おそいかかってきます。

ナッツ：あわわ！　きっと仲間の魔獣や盗とう掘くつ者しやもこのマンティコアに食い殺されてしまったに違いありまセン！

ＧＭ：あ、正解です。散乱している骨の中には真新しい人間っぽいものもありまして……。

ナッツ：ひぃぃぃぃっ!?　ワタクシたち、喰われてしまうのデショウカ!?

ジン：うへぇ。凶暴な魔獣じゃん！
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ウェンディ：これは仕方ないな♪　襲いかかってくるなら、戦うしかないぞ♪

一同：なんで、嬉しそうなんですか!?（一同爆笑）

ルシャナ：いえ、むしろ〝狩りの女神〟として頼もしい心がまえかと（笑）。

ＧＭ：さて、配置を説明します。皆さんで１エンゲージ、そこから一〇メートル離はなれたところに魔獣がいます。では、戦せん闘とうラウンドを開始します。




●第１ラウンド

行こう動どう値ち

ジン　　　　　　15

ルシャナ　　　　10

マンティコア　　10

ウェンディ　　　７

ナッツ　　　　　４
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ＧＭ：第１ラウンドのセットアッププロセスです。セットアッププロセスで何か処理がある人は、……（確認して）……ジン、ルシャナ、ウェンディですね。マンティコアは特になにもありません。では、ジンから。
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ジン：ギルドサポートを使う？　俺はムーブアクションでスキルを使うから、《陣形》でエンゲージした方が楽なんだよねぇ～。

ウェンディ：じゃあ、《陣形》を使って移動しよう！　みんなで一緒にいないと、《ガーデン：荒こう野や》の効こう果かを受けづらいし（笑）。

ジン：では、ギルドサポートの《陣形》を使用するじゃん。




〝ワイルドブルー〟は瞬時に、対マンティコアのフォーメーションを組む。

　ウェンディ、ナッツ、ジンが魔獣めがけて突進。後衛にルシャナが残るという形だ。




ジン：そして俺は《ジャイアントグロース》。巨きよ大だい化かして、ダメージを上じよう昇しようさせるじゃん。

ＧＭ：この遺跡は天井が高いので、無事巨大化できました。次はルシャナ。

ルシャナ：《ガーデン：荒野》を、ウェンディたちがいるエンゲージへ。これに、パッシブの《ルートディビジョン》の効果が乗りますから、対象はウェンディ様、ジン、ナッツの三名になります。（ダイスを振る）錬れん金きん術じゆつ判定でファンブルを振ってしまったので、フェイトを１点使用します。（ダイスを振る）今度は出目が８だったので、成功。我が女神を含めた三名には、命中判定に＋１Ｄのボーナスが入ります。

ウェンディ：了りよう解かいだ。次はわたしの番。《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》。防ぼう御ぎよを捨てて、攻こう撃げきに集中するぞ！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。まずはジンから。

ジン：マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションは武器を使って普通に攻撃！　判定直前に《ダンシングヒーロー》を使うじゃん。

ＧＭ：ギルドサポートの《宿敵：魔獣》の効果が発動しますので、命中判定とダメージにボーナスが入りますよ。

ナッツ：おお、あのツライ書き取りをした意味がありましたネ！

ウェンディ：だろう？（笑）

ジン：特訓の効果を見せるじゃん！　命中判定は……（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は７。達成値が12で、魔獣は回かい避ひ失敗。

ジン：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）出目は28。色々合計して、65点の物理ダメージです。

ＧＭ：ジンのソードブレイカーがマンティコアを引き裂きますが、まだ健在です。

ルシャナ：ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションが《シャープネスガーデン》。（ダイスを振る）発動成功。ウェンディ様、ジン、ナッツは、ダメージに＋12点のボーナスが入ります。

ＧＭ：ダメージに＋12点!?　《宿敵：魔獣》に加え、ルシャナの庭園術で不利になりまくりだ!?　魔獣は「この水晶の荒野は居い心ごこ地ちが悪い」という表ひよう情じようをしています（笑）。

ルシャナ：これがバフ師しの仕事なのです（笑）。

ＧＭ：次は、マンティコアの攻撃。まず、ムーブアクションとマイナーアクションを使って、エンゲージからの離り脱だつを試みます。魔獣は間合いを取りたがっているのです（笑）。

ジン：当然妨ぼう害がいするじゃん。俺と【行動値】対決だな。

ＧＭ：そうですね。（ダイスを振る）こちらは15です。

ジン：（ダイスを振る）20だから、こっちの勝ち！

ＧＭ：では、魔獣は飛び上がったところを、ジンの巨大な手にグワシッと足を摑つかまれてしまいました。ジンの強い粘ねん着ちやく力を持つ手に摑まれてマンティコアは不機嫌そうです。

ジン：樹液かっ!?　症状が進行してるしっ！（笑）

ＧＭ：さて、マンティコアのメジャーアクションは《ウィルブレス：毒（３）》。対象は、ジン、ウェンディ、ナッツ。ペナルティは受けていますが、命中判定で２Ｄ振ふれるので……（ダイスを振る）クリティカル！

一同：なんだってぇ────っ!?




　マンティコアの獅し子しの口からまき散らされるどす黒い吐息ブレス。

　それは触ふれただけで、人を害する邪悪なる──毒。




ジン：（ダイスを振る）12で回避失敗じゃん。

ナッツ：（ダイスを振る）クリティカルなんてするわけない！　回避失敗！

ウェンディ：（ダイスを振る）回避失敗！

ＧＭ：（ダイスを振る）21。38点の貫かん通つうダメージです。

ルシャナ：《シールドガーデン》。フェイトを１点使用。（ダイスを振る）皆さんのダメージを21点軽けい減げんです。

ジン：じゃあ、17点ダメージと、バッドステータスの［毒（３）］を受けたわけじゃん。

ナッツ：貫通ダメージは厄介デスな。

ウェンディ：毒消しを使った方がいいかな？

ルシャナ：我が女神よ……このラウンドで倒たおしてしまえば、［毒（３）］の効果はちょっとですみますよ？

ウェンディ：では、わたしの一撃で決めてしまおう。

ＧＭ：させるかぁぁぁぁっ!?




　ウェンディはバルディッシュを一閃した。

　──結果は、彼女の宣言どおりとなった。




ＧＭ：（もっと粘れると思ったのに）…………。ウェンディのバルディッシュがマンティコアを切きり裂さきました。魔獣は戦せん闘とう不ふ能のう。腹を見せて横たわります。

ウェンディ：やった──っ！




　この後、残った行動で、ナッツは毒消しを使い、ヒールを自分にかけた【ＨＰ】を全快させた。盾たて役として自分の【ＨＰ】を万全の状じよう態たいにしておきたいという意図だ。

　続くクリンナッププロセスで、ウェンディとジンは［毒（３）］のダメージを受け、戦闘は終了した。




ウェンディ：思ったよりダメージが蓄ちく積せきしちゃったのだ。

ＧＭ：では、ドロップ品を振りましょう。

ルシャナ：ギルドマスターである我が女神が振るといいかと。

ウェンディ：（ダイスを振る）10！

ＧＭ：魔獣の皮、[image: ]Ｇ相当です。

ナッツ：ふぅ。一時は、喰われるかと思いましたが、喰ったのはウェンディ様でしたナ。

ウェンディ：喰ってないから！（一同爆笑）　ともあれ、すまないな、マンティコア。だが、ハンターとしては、こうやっていくしかないのだ。

ジン：俺たち〝ワイルドブルー〟だからな（笑）。そして勝利の踊りを踊るじゃん！




　この後、部屋を探索した一行は、東側の壁に次の部屋（エリア７）に至る隠し扉を発見。

《ヒール》やハイＭＰポーションを用いて回復した後、その扉を通って探索を続けることとなった。
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◆Middle07◆時を超えた知識




　ウェンディたちは、探索を続ける。

　かつて魔獣の生態を研究していたと思われる部屋を巡り、そしてその先へ……。




ＧＭ：次のシーンです。皆さんは隠し扉を開けて、その先へと進みました。

一同：はい。

ＧＭ：隠し扉は、新たな長方形の部屋（エリア７）へとつながっていました。この部屋は、研究に使っていたようで、手しゆ術じゆつ台だいらしきものや解かい剖ぼう器具といったものなどが置かれています。器具類は錆さびつき、手術台も古ぼけた染しみだらけで、使われたのはかなり昔のようです。
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ナッツ：ふむふむ。

ＧＭ：部屋の南側の奥には扉があります。さらに、部屋の北側には階段があって、その先にはハッチがあります。

ルシャナ：たぶん、最初のフロアの中央の部屋（エリア３）にあった隠し扉に続いているんだと思います。ハッチが開くか確認しておきましょう。

ＧＭ：はい。鍵がかかっていたハッチは内側から簡単にあきました。ルシャナの想そう像ぞうどおり、最初のフロアの中央の扉から入った部屋へと通じていますね。

ルシャナ：これで、脱出ルートがひとつ確保できましたね。

ジン：ウェーイ！　この部屋を探索してみるじゃん！




　ということで、この長方形の部屋を探索する一行。

　東側の部屋（エリア８）に通じる隠し扉と、ハイＭＰポーションを２本と、ハイＨＰポーションを４本発見する。

　手にしたポーションで【ＭＰ】の回復処理をした後、今後の方針の話し合う一行。




ジン：で、東側の隠し扉と南側の奥にある扉、どちらに進むかじゃん？

ナッツ：うーむ。

ルシャナ：（マッピングしてきた地図を見て）……南側の扉を行くのがよいかと思います。

ウェンディ：どうしてだ？

ルシャナ：このダンジョンの構造を見ると、三つの入り口から、この長方形の部屋（エリア７）で一旦合流する構造に見えます。入れなかったため、最初のフロアの東側（エリア４）の部屋からのルートがどうなっているかは推測することしかできませんが、そちらで戦闘やトラップをクリアするとやはりこの部屋（エリア７）に来ると思われます。

ウェンディ：ふむ。

ジン：あ、そうか。ここでＨＰポーションやＭＰポーションが手に入ったということは……。

ルシャナ：そう。ＧＭは各ルートの突とつ破ぱにあたって消しよう耗もうしたＰＣをこの部屋で回復させて、南の部屋（エリア９）に進ませたい──という意図でダンジョンを作ったと推理できます。




　ちょっ!?　ＧＭの思考を読まないでいただきたい！

　ま、正解なんですけどね。

[image: ]




ルシャナ：そう考えると、ダンジョンクリアのための重要なアイテムや情報が東回りのルートにある可能性も低いでしょう。東側の選択をした方が有利すぎますからね。

ウェンディ：なるほど。説得力があるな。なら、南側の部屋に回ろうか。




　ＧＭは右側の部屋からのルートをもっとも難易度の高いルートと設定していた。

　くわしくはダンジョンマップをご確認いただきたい。

　なおこの時、ＧＭの脳内で、出番の失ったインフェストアントクイーンと、配下のアリたちが哀しみの涙を流していたのは、読者の皆さんと私だけの秘密である。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、特に仕掛けもない扉をくぐり、皆さんは南側の新たな部屋（エリア９）に入って来ました。そこは神秘的な青い光に満たされた一室で、中央に円えん卓たくが置かれています。円卓について調べる場合【知力】判定で調査が可能です。

ジン：その円卓はどんな感じ？　近づいてみようじゃん。

ＧＭ：直径三メートルほどの円卓で、部屋の中央に置かれています。

ウェンディ：ふむふむ。

ＧＭ：円卓の卓たく上じようには魔ま法ほう陣じんが描えがかれていて、魔法陣の上には宝玉が置いてあります。そしてウェンディたちが近づくと、その青い宝玉がふわんと浮うかび上あがります。

ウェンディ：これは妙みように怪あやしいが……どうすればいいのだ？

ＧＭ：円卓を観察、いじるなどして調べてみてください。【知力】判定をどうぞ。

ルシャナ：【知力】なら、私がやりましょう。（ダイスを振る）達成値が12……。フェイトを使って振り直ししておきます。（ダイスを振る）達成値は13です。

ＧＭ：この円卓は古代の錬れん金きん術じゆつの技ぎ術じゆつによって作られたもので、情じよう報ほう記録装そう置ちになっています。質問者が中央の宝玉に手をかざすと、情報が伝わってくるものと思われます。

ルシャナ：分かりました。では、私が試してみましょう。

ＧＭ：ルシャナが宝玉に手をかざすと、青い光が強くなり虚こ空くうに映えい像ぞうを投とう影えいし始めます。「ここは、魔獣を研究するための施し設せつだ。質しつ問もんなどに回答する」

ジン：おお、質しつ疑ぎに応おう答とうしてくれるのか！　これはすごいじゃん！

ウェンディ：じゃあ〝花の魔獣〟について聞きたい。

ＧＭ：宝玉はウェンディの発言を認知すると、「よく来たなヴァルキリーの少女──〝狩りの女神〟よ」と反応を返します。「あなたの問いならなんなりと答えよう」とも。

ウェンディ：おお！　ここは〝狩りの女神〟ゆかりの研究所なのか！

ジン：いい感じじゃん！

ウェンディ：色々聞きたいことはあるが、まずは〝花の魔獣〟について知りたいのだ。




　そして一行は〝花の魔獣〟についての情報を宝玉に質問し、分かったのは以下のとおり。


・花の魔獣はラフレシアンといい〝七つの封ふう印いん〟と呼よばれる強力な魔獣の一体である。

・〝七つの封印〟は、かつてこの大陸で起こった神と魔の戦いにおいて、邪じや悪あくな魔族の勢せい力りよくが製せい造ぞうした七体の魔獣だ。






ジン：神と魔の戦いって、いきなりスケールがでかくなってきたじゃん！

ウェンディ：七体の魔獣って、わたしの村を襲ったのはこいつら!?

ＧＭ：それはこの記録装置には回答できないことですが……。〝七つの封印〟という言葉を聞いたウェンディの脳裏で、ラフレシアンらしき影を〝あの日〟に見た記憶が甦よみがえります。

ウェンディ：くっ、もっと〝七つの封印〟について教えてくれ！

ＧＭ：では、以下のようなことが判明します。





・〝七つの封印〟の共通点は、それぞれの個こ体たいにあった方法で、他の生物を邪悪化させたり精神を制せい御ぎよしたりして、魔の勢力を増ふやす活動をすることがあげられる。

・また、第一話で倒したディディモゾイドも〝七つの封印〟の一体である。

・〝七つの封印〟は様々な種別の生命体の特性を取り込んで進化する特殊な魔獣である。そのためラフレシアンは、植物の外見的特徴を持ちながらも分類上は魔獣とされるのだ。






ジン：ディディモゾイドも〝七つの封印〟だったんかいっ！

ナッツ：超巨大オカマグロとのコンビは恐ろしい破壊力デシタからね（笑）。

ルシャナ：……ふむ。なるほど。ラフレシアンが魔獣に分類されるのは、こういう事情だったのですか。〝七つの封印〟の他の個体については分かりますか？

ＧＭ：「データが欠損していて分かりません」

ウェンディ：……役に立たないな。

ＧＭ：宝石が、赤く明めい滅めつします（一同爆笑）。

ジン：怒おこってるじゃん！（笑）

ＧＭ：「地滑りで、記憶領域が破損しなければ……」悔しそうに言い訳します。

ルシャナ：と、とにかく（笑）。改めて、「ラフレシアン」について調査しましょう。

ＧＭ：では、次のようなことが判明します。





・他の人や鉱こう物ぶつから魔力を吸収して、成長していく魔獣である。

・ある程度成長すると、人を邪悪化させる瘴しよう気きのドームを作り、三日ほどで最終形けい態たいへと変へん貌ぼうを遂とげる。

・その後、瘴気のドームは大爆ばく発はつを起こし、半径約一〇〇キロメートルに瘴気をまき散らす。






ウェンディ：半径約一〇〇キロメートルに瘴気が!?

ジン：おいおい、ラフレシアンは、もうドーム作ってるよ!?

ＧＭ：瘴気の大爆発によって、人々や動物が邪悪化させられ、妖魔・魔獣が大発生したという事じ件けんが過か去こにあったそうです。この時はそこで止まりましたが、そこからさらに放置すると、大陸中に瘴気がまき散らされる予測もあります。

ルシャナ：ミーちゃんが邪悪化されたような悲劇が、大陸中に……。

ジン：たった三日でアウトって……ヤバイじゃん！　残り時間はどれくらい!?

ＧＭ：事件が起こり、調査をして一日が終わりました。本日の探索でまる一日経過。探索から無事戻れば明日一日は余よ裕ゆうがありますよ？

一同：余裕ねぇ────っ!?

ＧＭ：なお、ラフレシアンの動きについての動画などもおさめられていて、それによって、皆さんはラフレシアンの急所について学習することができました。これにより、ラフレシアンと戦う際には、命中判定に＋１Ｄのボーナスを受けることができます。

ルシャナ：おお、それはありがたいですね。

ＧＭ：枝えだを攻撃してはらちがあかない、狙うなら幹とか、そういう情報が判明したわけです。

ルシャナ：そうだ、社については？

ＧＭ：露天掘り採掘場の上にあった社は、ラフレシアンの好物であるハイドラストーンの大鉱脈を隠すための封印でした。まあ、フォッグなる謎の人物に破壊されたのは、既にご存じのとおり。

ナッツ：前回のエンディングでも示し唆さされていましたが〝七つの封印〟に協力している人物がいるのデショウね。

ウェンディ：それがフォッグか？

ジン：ま、今それを詮せん索さくしてる時間はないんじゃん？

ウェンディ：た、確かに。だが、〝狩りの女神〟について質問させてくれ。

ＧＭ：分かりました。では、以下のことが判明します。





・太古の神と魔の戦いの際に、神の戦士として戦ったヴァルキリーたち。それが〝狩りの女神〟である。

・魔獣と戦う宿命を背負い、魔獣の放つ瘴気を無効化する対魔獣武具で武装していた。

・その対魔獣武具の欠片が、このダンジョンの保管室にあるらしい。






ウェンディ：太古の魔獣との戦いで活躍したわたしの姉たちがいたのだな。

ルシャナ：特に瘴気を無効化する武具はラフレシアンとの戦いのため、ぜひほしいですね。保管室を探さがさなくては。

ＧＭ：すると、その言葉を待っていたかのように、部屋の東側の壁がシャカッと開きます。

ウェンディ：これが父様母様から聞いていた、ヴァルキリーの顔パスというやつか？

ジン：顔パスって何!?




　ヴァルキリーに変な能力をつけないでいただきたい。

[image: ]




ウェンディ：あはは。ちなみにこの宝玉を持っていったら、意味あるだろうか？

ＧＭ：「それは無意味だ〝狩りの女神〟よ。宝玉は情報を伝える投影装置にすぎない。我が本体はこの部屋全体だ。とても持ち運べるものではない」と宝玉は言います。

ウェンディ：……そうか、残念だ。導みちびかれているようだし、このまま進もう。

一同：了解。

ＧＭ：「〝狩りの女神〟の幸運を祈る」と記録装置は呟き、活動を停止します。

ナッツ：うう、なんかこの先、危険がありそうナ？

ＧＭ：はっはっは。では、皆さんが扉を通とおり抜ぬけるところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle08◆戦乙女の試練




　ウェンディに反はん応のうしたかのように開いた隠かくし扉とびら。

〝ワイルドブルー〟はその先へと進むことにした。

　小さな戦乙女は、我知らずたぎる熱い思いを感じていた。〝狩りの女神〟の武具にまつわるアイテムがこの先に待っているのだから。




ＧＭ：ミドルフェイズの８シーン目。全員登場になります。皆さんを誘いざなうかのように開いた扉をくぐると、新しい部屋（エリア10）にたどり着きます。

[image: ]

ウェンディ：はーい。

ＧＭ：そこには、剣けんを持ち、鬼おにのような顔をした番人が立って、待ち受けていました。
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　この番人は『ディスカバリーガイド』に登場するヤクシャというエネミーのデータを調整したエネミーである。




ウェンディ：番人か？　ここにあるという武ぶ具ぐの欠片がほしいのだ。顔パスは効きくか？

ＧＭ：効きません！（笑）　番人は「ここにあるものは、資し格かくある者にしか渡わたせない。資格なき者は立ち去るがいい。資格ある者は我を倒してそれを証明せよ」と言います。

ルシャナ：……つまり、戦って奪うばい取とれと？

ウェンディ：分かった。力で証明できるのならば、やってみせる！

ジン：では、俺おれも武ぶ器きを構かまえるじゃん。

ナッツ：話し合いでカタをつける方がワタクシ好みなのデスが（笑）。

ＧＭ：そうもいきません（笑）。皆さん全員で１エンゲージ、そこから五メートル離はなれた位置に番人がいます。では、戦せん闘とうラウンドに突とつ入にゆうです。




●第１ラウンド

行こう動どう値ち

番人　　　　　　21

ジン　　　　　　15

ルシャナ　　　　10

ウェンディ　　　７

ナッツ　　　　　４
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ウェンディ：番人、思ったより【行動値】が高い！

ＧＭ：セットアッププロセスで処理がある人を確認しますね。…………行動するのは、ジン、ルシャナ、ウェンディということで。番人も処理があります。ではまず、番人が《聖せい樹じゆの森》を使用。シーン全体を密みつ林りんとして扱あつかいます。

ルシャナ：室内が突とつ如じよ密林に変化しましたよ（笑）。

ウェンディ：ナッちゃん、周りが森になったから、がんばれるよな？（笑）

ナッツ：ワタクシは光合成をして、やる気満々になりマシタ（笑）。




　ナッツ──エクスマキナを辞めてませんか？




ジン：次は、俺だな。《ジャイアントグロース》を使用。《超ちよう大おお型がた》になるぞ！

ルシャナ：番人の方が【行動値】高いから、向こうからこっちに近づいてくると踏んで……《ガーデン：荒こう野や》を自分たちがいるエンゲージにかけます。（ダイスを振ふる）発動成功。ここから動かない限かぎり、みんな命中に＋１Ｄのボーナスが入ります。

ナッツ：今、室内では密林と水晶の荒野がせめぎ合っていマス（笑）。

ＧＭ：戦場が混沌としてきましたね。次は、ウェンディ。

ウェンディ：《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》。攻こう撃げきに集中する！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。まずは、番人の行動からです。

ウェンディ：はい。

ＧＭ：ムーブアクションでウェンディたちのエンゲージに移い動どう。マイナーアクションで《バッドステータス付ふ与よ：スタン》。メジャーアクションは、夜や叉しや双そう剣けんを使ってウェンディへ攻撃。（ダイスを振る）34。

ウェンディ：（ダイスを振る）14で回かい避ひ失敗！

ナッツ：《カバーリング》。ウェンディ様を守りマス。

ＧＭ：《スラッシュブロウ》を使用。ダメージは13Ｄ振ります。（ダイスを振る）45。合計で、[image: ]点の物理ダメージです。ゴウンッ！　と番人の重たい一いち撃げきが、襲おそいかかります。

ナッツ：《プロテクション》を使いマス。しかし、[image: ]点の物理ダメージデスか……。できれば、ルシャナ様に《シールドガーデン》で援えん護ごして欲ほしいのデスが？

ルシャナ：分かりました。《シールドガーデン》。（ダイスを振る）18点軽けい減げんです。

ナッツ：自分へ《プロテクション》。（ダイスを振る）23点軽減。44点ダメージを受け、［スタン］も受けマシタ。「おーうっ！　今、ワタクシはリアクションができマセーン！」

ウェンディ：すまない、ナッちゃん！

ナッツ：ふふふ。光合成パワーでへっちゃらデース（笑）。

ウェンディ：ああ、さらに植物化が進行して……むしろ心配になったぞ！（笑）

ＧＭ：さて、次は、ジン。

ジン：俺は待機。様子を見るじゃん。

ルシャナ：私わたしの番ですね。メジャーアクションで《シャープネスガーデン》。（ダイスを振る）発動成功。皆さんのダメージに＋12点のボーナスが入ります。

ナッツ：ルシャナ様の作る荒野は、我われ々われのバイオリズムを向上させマスね（笑）。

ジン：俺も、ハイになって思わず踊りたくなるじゃん！

ウェンディ：わたしも、負ける気がしなくなるぞ！




　ルシャナの庭園術には怪しい効果があるようだ。
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ルシャナ：ないですからっ!?（笑）

ウェンディ：次はわたしだな。バルディッシュを構え……とりゃ──っ!?




　しかし、この攻撃を番人はクリティカルで回避。

　ウェンディのバルディッシュは空むなしく残像を斬ったのみ。




ウェンディ：くっ、武具は、簡かん単たんには渡してくれないようだ！




　この後ナッツと待機を解除したジンが次々と番人を攻撃。

　それぞれ45点と67点の物理ダメージを与えるが番人を倒すにはいたらず。

　クリンナッププロセスとなり、ウェンディが《フックダウン》でハイＭＰポーションを使い、13点回かい復ふくしてこのラウンドは終了した。




●第２ラウンド

行動値

番人　　　　　　21

ジン　　　　　　15

ルシャナ　　　　10

ウェンディ　　　７

ナッツ　　　　　４
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ＧＭ：第２ラウンドに入ります。では、セットアッププロセスです。

ジン：《ステップ：ファイア》。ダメージにボーナスが入ったよ。

ルシャナ：《ガーデン：荒野》。もちろん、自分たちがいるエンゲージにかけます。（ダイスを振る）発動成功。

ウェンディ：《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスです。

ナッツ：ワタクシが動きマス。《クイックヒール》で自分へ《ヒール》をかけマス。（ダイスを振る）27点回復。

ＧＭ：「我わが一撃に恐おそれをなし、備そなえたか……」

ナッツ：ハイハイ。あなたの一撃は痛いたそうデスカラね（笑）。

ＧＭ：番人ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《バッドステータス付与：スタン》。メジャーアクションは、夜叉双剣を使ってウェンディへ攻撃。《地形適応：密林》の効こう果かつきで……（ダイスを振る）命中はクリティカル。

一同：なにぃ────っ!?

ルシャナ：い、イヤなところで。

ウェンディ：だ、大だい丈じよう夫ぶだ、わたしには仲間がいる！

ナッツ：それは、ワタクシに盾たてになれということですねぇ────!?

ウェンディ：ナッちゃん、すまんがそのとおりだぁ────!!（一同爆笑）




　はっ！　と番人の剣の前に身をさらしたナッツが、ウェンディを《カバーリング》＋《アイアンカバー》。自らの《プロテクション》とルシャナの《シールドガーデン》のおかげで、98点もの物理ダメージを21点ダメージに押さえ込む。




ＧＭ：番人の攻撃はナッツを切きり裂さいたが、ナッツは何とか耐えました。

ナッツ：なんとか耐えマシタァ～!!（笑）




　続くジンはルシャナの支援を待ち、待機を選択。

　ルシャナは《マジックブラスト》と《フィジカルエンチャント》で全員の【器用】判定に＋２させた。




ＧＭ：次は、ウェンディです。と、ここで「お前が〝狩りの女神〟だと言うのならば、私に攻撃を当ててみろ！」と番人が挑ちよう発はつの言葉を発します。

ウェンディ：分かってる！　でも、いつものように体が動いてくれないんだ！




　時が止まった故郷アジュールの村。

　ラムプーラの町の避難所で不安な日々を過ごす人々。

　彼女の双肩に多くの人々の運命がかかっている。

　まだ幼き彼女にとって重すぎる使命だった──。
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ＧＭ：「お前は、〝狩りの女神〟自身の宿命に気づき始めたのだろう？　その宿命の重さを受け止め、前に進む力がないと言うのならば、この場で死ぬがいい！」




　番人の突き刺さるような言葉を払いのけるように、

　ウェンディは決然と顔を上げ言い放った。




ウェンディ：（凛りんとした声で）そうだな。この試練に負けるようであれば、わたしは死んでもかまわない！　だが、〝狩りの女神〟として誓いは絶対に護る！　今ここで──




　──お前を倒し、わたしの強さを証明してみせる！




ＧＭ：「良い覚悟だ！」とニヤリと笑う番人。

ジン：か、かっこいいじゃん、ウェンディ！

ウェンディ：（素に戻って）……うぅ、でもここで倒しきれなかったらどうしよう～っ!?

一同：そこでヘタれるなぁ────っ!?（一同爆笑）

ルシャナ：大丈夫です我が女神よ！　けっこうナッツとジンが【ＨＰ】を削ってますから……。ほら、仲間を信じて！

ウェンディ：そ、そうだな、ルシャナ。わたしは自分と仲間を信じる！　ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションが《フェイタルハント》。命中判定にフェイトを１点使っておく。（ダイスを振る）31。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は……11。惜しいっ、クリティカルせず！

ウェンディ：よかったぁぁ──っ!?　クリティカル回避されるかと思った。

ＧＭ：残念。達成値18で回避失敗です。

ウェンディ：《スラッシュブロウ》。これで、４Ｄ＋74点ダメージ。（ダイスを振る）92点の物理ダメージ。番人、これでどうだぁ────っ!?




　小さな身体を精一杯使い、ウェンディはバルディッシュの巨大な刃やいばを振り下ろす。

　その一撃を受けた番人は、頭とう頂ちようから綺き麗れいに両りよう断だんされた。

　そして──。




ＧＭ：「見事だ。お前を狩りの女神と認みとめよう」と、番人は両断されたまま呟き、光の粒子となって消えていきます。そして、天てん井じようから金きん属ぞくの欠片かけらがふわりと落ちてきます。

ルシャナ：これが〝狩りの女神〟の武具の欠片……でしょうね。

ウェンディ：その身の内に守っていたのだな……。

ＧＭ：なお、放っておくと、金属は床ゆかに落ちますよ。

ウェンディ：落ちる前にダイビングキャッチで受け取るのだ！（笑）

ＧＭ：ウェンディが触れると、〝狩りの女神〟の武具から青い清せい浄じような光が放たれます。

ナッツ：目がぁ、目がぁ!?

ジン：なんで、ムスカ大佐みたいなリアクションしてんだよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：光を浴びて、ジンの汗あせは樹じゆ液えきでなくなり、ナッツは光合成ができなくなりました。

ウェンディ：ほっ。ふたりが元に戻もどった。ここが邪悪化解除のフラグだったんだな。

ナッツ：なんか、寂さびしい気持ちになりマシタ（笑）。

ジン：だから、なんでだよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：この金属の欠片を所持するギルドは七つの封ふう印いんが放つ瘴しよう気きを無効化できます。ルール的な捕捉をしますと、効果が受けられるのは、ウェンディ、ジン、ナッツ、ルシャナの四名のみ。いきなり避ひ難なん所じよの人々を助けられるわけではないので、注意してください。

ナッツ：くっ。我々四人だけという制せい限げんがなければ、町の人々を次々とギルドメンバーに勧かん誘ゆうして効果を分わけ与あたえるのデスが……（笑）。

ルシャナ：そういうわけにはいかないようですからね（笑）。

ＧＭ：さて、今までの戦闘などの影響か、ズズズと地じ響ひびきが鳴なり響いてきます。このままだと、この遺跡は崩ほう壊かいして地中へと埋うもれてしまうのではないかと推すい測そくできます。

ウェンディ：しまった！

ジン：どうしたじゃん？

ウェンディ：東回りのルートのエネミーを倒したかったのだが!?




　戦いの妖精ヴァルキリー──マジェラニカきっての戦闘民族であった。




ウェンディ：ドロップ品もぉ～っ！

ルシャナ：そんな場合じゃないですから（笑）。と、とにかく最短ルートで逃にげましょう！

ウェンディ：あ、じゃあせめて宝玉は持っていく！　アサーバ先生のお土産にしよう。

ＧＭ：わ、分かりました（笑）。では、崩壊していく遺跡から、皆さんが逃にげ出だしたところで、シーンを終了します。







◆Middle09◆探たん索さくを終えて




　ウェンディたちが脱だつ出しゆつすると、遺跡は地じ滑すべりに巻まき込こまれて崩壊してしまった。

　やって来た時には空高くに昇っていた太陽も、今は地へと沈しずもうとしている。

　ワイルドブルーは、日が落ちる前にラムプーラの町へと戻もどることにした。




ＧＭ：ミドルフェイズ、９シーン目になりますね。全員登場になります。館を脱出して山を降りた皆さんは、町長のもとへ首しゆ尾びを報ほう告こくしにきました。

一同：はい。

ＧＭ：町長のカダルと、学者のアサーバが町役場の一室で、顔をそろえています。アサーバは「研究所はどうだった？　山の方で地滑りが発生したようだが……」と訊たずねてきます。

ナッツ：とりあえず、館での出来事を、プロジェクターで投とう影えいしてみせるデス。

ジン：プロジェクター!?　そんな機き能のうあるのか!?（笑）

ナッツ：『ＡＲ２Ｅ』のデザイナーである菊きく池ちさん自身が、『デスマーチ』でエクスマキナの演えん出しゆつを好き勝手にやったんだから、これくらいはやってもいいはず！（笑）　というわけで、館での一部始終を、ダイジェスト版ばんで投影するのデス！

ＧＭ：「なるほど……」とふたりは映えい像ぞうをじっくりと眺ながめます。

ウェンディ：記録装そう置ちについていた宝玉を、アサーバ先生に渡すのだ。記録装置の本体は、研究所とともに沈んでしまったのだ。

ＧＭ：「まさか本当に救い出されるとは、〝狩りの女神〟よ、感謝する」と宝玉が言います。が、本当にこの宝玉には記録とか入ってないですよ。

ジン：しょうがねぇじゃん。巨きよ人じんの俺でも、さすがに、あの装置全部は大きすぎて持ってこられなかったんだし（笑）。

ウェンディ：そして、とっても大切なもの……〝狩りの女神〟の武具の欠片を持って帰ってきたのだ！　と見せよう。

ＧＭ：アサーバ先生は「これは興味深い」と、宝玉と武具の欠片をそれぞれ食い入るように見つめます。

ルシャナ：では、肝心の瘴気が飛散する件けんに関して、カダル町長に話しましょうか。

ナッツ：そうデスね。町民に話すとパニックが起きるので、固く口止めをしてから、話をしておいた方がいいと思いマス。

ルシャナ：では、このまま放置すると、ラフレシアンの瘴気が爆発的に拡散することを町長に説明しましょう。

ナッツ：しかも、どれほど遠くへ逃にげようとしても、爆ばく発はつしてしまえば、きっと瘴気に取とり込こまれてしまいマス。きっと、避難はあまり意味がないでショウ。

ルシャナ：ええ。瘴気拡散の半径は約一〇〇キロメートルですが、そのうち瘴気は拡がっていき、やがては大陸を覆おおうことになるとか。

ＧＭ：「えぇぇぇぇっ!?　大陸レベルの事件じゃないですか!?　応援を呼びましょう！」

ウェンディ：これが明日にも爆発しそうなのだ。

ＧＭ：「えぇぇぇぇっ!?　で、ではどうすれば」とカダル町長は、崩れ落ちそうになる精神を必死に保たもちながら聞きます。

ウェンディ：わたしたちがなんとかしよう。遺跡で花の魔獣と対決できる手しゆ段だんを手に入れた。だから、放っておくことはできない！

ＧＭ：「おおっ!!　なんと頼もしい」

ルシャナ：見事なお覚悟です。

ジン：できそうなの他にいないしな。ただ、倒たおせるかどうかは、俺たちの腕うで前まえ次第じゃん？

ナッツ：ああ、恐ろしい……皆さんは勇ゆう敢かんデスね。ワタクシはこのまま……。

ジン：おっとナッちゃん。ギルドから抜ぬけて単たん独どく行動するのはやめた方がいいと思うよ。

ナッツ：なんでデス？

ジン：狩りの女神の加か護ごから外れると、また瘴気にやられて、光合成を始める身体になっちゃうじゃん？

ナッツ：し、しまったあぁぁぁぁぁっ!!（一同爆笑）　ワタクシ、この一件が片かた付づくまで、ギルドから抜けることができマセン！　ウェンディ様を守まもり抜ぬくしかない。

ウェンディ：ナッちゃんが残ざん留りゆうしてくれてよかった！（一同爆笑）

ＧＭ：さて。カダルは、決戦に趣く衛えい兵へいたちを護衛につけると申し出てきます。

ウェンディ：う～ん。それだと、衛兵さんたちが邪じや悪あく化かしてしまう。

ナッツ：瘴気に触ふれると正気を失うので、あまり瘴気ドームに近づかない方がいいのデス。

一同：…………。




　ナッツ渾こん身しんの親父ギャグであった。
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ジン：さっきまでびびってたのに、余裕じゃん？（笑）

ナッツ：はっはっは。

ＧＭ：さて、衛兵はあくまで瘴気ドームの外側にいる眷けん属ぞくなどの露つゆ払はらいとして働くという提てい案あんです。中まで入ると、逆に敵になりかねないし。

ウェンディ：なるほど。そういうことなら、お世話になろう。

ルシャナ：あと、体力は回復しないと厳きびしいだろうから、今こ宵よいひと晩ばんは休息を取りたいですけどね。

ウェンディ：休息……温泉とかないかなぁ（笑）。

ジン：あ、いいじゃん。鉱山町だから、温泉もありそうだ。

ナッツ：エクスマキナにも効くといいですなぁ。

ＧＭ：じゃ、温泉があったということで。「では、今こん晩ばんは休息を取って、体力を回復してください。宿と温おん泉せんをご用意してあります」ということで、ひと晩宿で休息を取ることによって、【ＨＰ】と【ＭＰ】が４Ｄ点ずつ回復します。

一同：やった！

ウェンディ：ゆっくり温泉に浸つかろうっと♪

ジン：今晩は体を休めておいて、決戦は明日……だな！

ＧＭ：では、今宵は宿で休息を取ると決まったところで、シーンを終了します。







◆Middle10◆刹せつ那なの幻影




　今宵は宿で休息をとり、ラフレシアンとの戦いに万ばん全ぜんの態たい勢せいで挑いどむこととなった。

　ウェンディはさっそく露天風呂に向かい、遺跡探索によって疲ひ労ろうした体を癒いやす。

　ひとり静かに湯に身を沈めるウェンディのもとに小さな来らい訪ほう者しやが現われた。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはウェンディ。せっかくなので、さっきの提案をうけて舞ぶ台たいは露天風呂の女湯。人がいないので、ウェンディは疲つかれ切きった体を湯に浸ひたし、のんびりとくつろいでいるところです。

ウェンディ：はーい。決戦前に一息つくようなシーンをしようってことですね。

ＧＭ：はい。そんな感じです。温泉につかってゆっくりしているウェンディ。ややあって、露天風呂に、女の子がやってきます。ウェンディが救出した……。

ウェンディ：ララちゃんか！

ＧＭ：はい。せっかく大竹さんが名前をつけてくれたキャラなので、再登場してもらおうかと（笑）。「お姉ちゃん、一いつ緒しよに入っていい？」と言って、湯に浸つかりにきます。

ウェンディ：もちろんだ。

ＧＭ：では、ララは嬉うれしそうに湯に浸かって言います。「町は噂うわさで持ちきりだよ。〝狩りの女神〟様が、瘴気の中に魔獣を倒しに向かうって。それって、お姉ちゃんだったんだね！」

ウェンディ：ああ。……わたしは、この町を守りたかっただけなんだ。と照れたように笑う。

ＧＭ：「そっか。私もお姉ちゃんがいなかったら、今ごろどうなっていたか分からない」

ナッツ：植物になって、光合成していたと思いマス。

ウェンディ：またナッちゃんが身もフタもないことを!?（笑）

ルシャナ：想像しちゃったじゃないですか!?（笑）

ジン：今いいシーンなんだから！（笑）

ナッツ：し、失礼シマした（笑）。

ＧＭ：き、気を取り直して「……ねぇ、どうしてお姉ちゃんは、そんなに強いの？」

ウェンディ：わたしは強くなんかないさ。

ＧＭ：「そんなことないよ！　きっと、すごい修しゆ行ぎようを積んだんでしょ？」

ウェンディ：たしかに、物心ついた時には、ハンターとして修行を積んでいたな。

ＧＭ：「やっぱり」

ウェンディ：だが、わたしは人間の村で育ち、修行を積んだのだ。ただ、わたしは本当はヴァルキリーで、……〝狩りの女神〟になる定めだのだと教わったのだ。

ＧＭ：「そうなんだ……」　ララは静かにウェンディの話に耳を傾かたむけています。

ウェンディ：わたしが〝狩りの女神〟になる祭りの晩、わたしが育った村は、魔獣に襲おそわれて、呪われ、時が止まってしまったのだ。わたし自身も呪われ、成長できなくなった。

ＧＭ：「…………」ララは黙だまり込こんでしまいます。

ウェンディ：村を襲った七体の魔獣を倒し、村の呪いを解くことがわたしの願いなのだ。

ＧＭ：女の子はウェンディに抱だきついて「お姉ちゃん、そんなにつらい運命を背せ負おっているなんて……！」と言います。

ウェンディ：では、ララちゃんを抱きとめ。頭を撫でながら言うのだ──。




「──確かに、わたしは一度すべてを失った。

　よくしてくれた人々も、行く場所もなくなってしまって、辛つらい思いをした。

　だが、良い仲間達に巡めぐり会あえた。彼らは、わたしの心を少しずつ癒やしてくれている」




ジン：いい話じゃん！

ルシャナ：おお、我が女神よ（[image: ]感動している）。

ナッツ：外野は黙りマショウ（笑）。

ジン＆ルシャナ：はーい（笑）。

ウェンディ：あっ、そうだ！　ここで、ララちゃんには、わたしの背せ中なかにある痣あざに気づいて欲しい！　この痣は、お湯に浸かると浮うかび上がる特とく殊しゆなもので……。

ナッツ：白しろ彫ぼりみたいなものデスね？　あたたまって肌はだに赤みが差すことにより、白い彫ほり物ものが浮かび上がって見えるという……。

ウェンディ：そうそう！　では長くなってしまったな……と一旦湯を出ようとする。

ＧＭ：ララは立ち上がったウェンディの背を見て、「あれ、これは……？」と訊ねてきます。




　ウェンディの背中にはふたつの羽根のような痣があった。

[image: ]




ウェンディ：「ああ、背中の痣か。これは〝狩りの女神〟の証あかしらしい」と言い……そして、一瞬だけ、本来の姿……一五歳さいくらいの外見になったあと、再ふたたび元の姿に戻るのだ。

ＧＭ：おお！　プリプレイで言っていた少しずつウェンディの時が動き出しているという演出の一環ですね！　ララは「あ、あれ？　今……？」と困こん惑わくします。

ウェンディ：だが、一瞬元の姿に戻ったことは、わたし自身は気づいていないのだ（笑）。ん、どうした？　と返す。

ＧＭ：なるほど。じゃあ、ララは目をこすりながら「ううん、なんでもない」と言います。

ウェンディ：では、温泉から上がろうかな。

ＧＭ：と、そこへララが「お姉ちゃんが魔獣を倒せる日、そんなに遠くないと思うよ！」と声をかけます。

ウェンディ：それは嬉うれしいな、にっこり笑って返事をしよう。

ＧＭ：微笑ほほえみを交わすウェンディとララを月が優やさしく見守っていた……というところで、シーンを終了しましょう。







　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆破滅の種子を討て！




　翌日朝。町長や避難所の人々に見送られ、〝ワイルドブルー〟は露天掘り鉱床へと向かう。

　そこは魔獣ラフレシアンのテリトリー。半球状の瘴しよう気きのドームが拡がっている。

　その境界にたどり着くと、ドームの中から異形の眷けん属ぞくたちが姿を現わした。




ＧＭ：さて、クライマックスフェイズです。もちろん、全員登場。準備を整えた〝ワイルドブルー〟とラフレシアンの決戦のシーンとなります。

一同：了解！

ＧＭ：皆みなさんは、ラフレシアンの瘴気ドーム、その外がい縁えん部にたどり着きました。すると、気配を察知したのか、瘴気内部から半ば眷属化しつつある人間たちがぞろぞろと現あらわれます。

ルシャナ：防ぼう衛えいに来ましたか。

ジン：元町の人だし、倒すわけにはいかないじゃん。瘴気から隔離すればまだ助かるし。

ウェンディ：ああ、傷きずつけるわけにはいかない。

ＧＭ：「魔獣の眷属は我われ々われが排はい除じよいたします！」と町の衛兵たちが彼らの相手をします。

ジン：は、早く！　早く町へ戻もどるじゃん！（笑）

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ。少々瘴気を浴びても問題はないと、アサーバ先生から聞いてきました！」

ウェンディ：しかし、無理はよくないぞ！

ナッツ：昨日までのワタクシのように、光合成ができるようになりマスよ？（笑）

ＧＭ：彼らも町を守るため、協力したいのです。が、戦っているうちに、髪かみがタンポポの綿わた毛げのようになったり、肌はだが緑色になったりする人が出ますが。

ルシャナ：髪がタンポポの綿毛!?　風が吹ふいたら抜ぬけるのでは？（笑）

ウェンディ：十分だ、皆さんの気持ちは伝わった！（笑）

ルシャナ：あとは私たちに任せ、皆さんは下がってください。

ＧＭ：「すまない、あとは頼たのんだ！」と、衛兵たちは下がっていきます。

ウェンディ：皆、町を守りたい思いは一いつ緒しよなのだな！

ジン：ウェーイ！　さっさと行って、さっさと倒してこようじゃん！

ＧＭ：そうして進んでいくと、瘴気が濃こい空間に出ます。普通の人間ならたちまち邪悪化してしまうような場所ですが……ここで、〝狩かりの女め神がみ〟の武ぶ具ぐの欠片かけらが、輝かがやきを放ちます。

ウェンディ：では「〝狩りの女神〟の加か護ごよ！　道を拓ひらきたまえ！」と武具の加護を願おう。




　ウェンディの言葉に応こたえるように、武具の欠片が銀色の光を放つ。

　すると、光は真っ直ぐに伸びて瘴気を退しりぞけ、〝ワイルドブルー〟が進む道を切り開く。




ウェンディ：よし、行こう！　みんな、わたしのそばから離はなれないでくれ。

ＧＭ：そして、道を進んでいったその先に存在するのは──。




　雲を突つくほどに巨きよ大だいな世界樹じゆのごとき姿すがたに成長した、

〝花の魔ま獣じゆう〟こと、ラフレシアンであった。




ジン：でかっ!?

ルシャナ：こんなに巨大に成長するとは……。

ナッツ：この地の鉱こう脈みやくに溜たまる魔ま力りよくが、それほどまでに強かったのデスネ。

ウェンディ：ふっふっふ。これは《超大型》だな。

ＧＭ：ええ、《超大型》です。やはり気になるところですね（笑）。

ルシャナ：我が女神よ、一いち応おう、《アニマルエンパシー》を使って呼よびかけておきます？

ウェンディ：なら、ラフレシアンにわたしの村を襲おそったことがあるか、聞いて欲ほしい。

ルシャナ：分かりました。では、《アニマルエンパシー》を使って、「我が女神──ウェンディ様の村を襲ったことはありますか？」と問いかけてみましょう。
















ＧＭ：「死ね！」

一同：…………は？

ＧＭ：ラフレシアンはただ「死ね！」としか答えません。

一同：はいぃ────っ!?

ＧＭ：あ、いえ。こいつ、植物の影響かあんまり知性ないんで。ま、しょせん魔獣？

一同：魔獣ぅぅぅぅ────っ!?（一同爆笑）

ウェンディ：お、おのれぇ～っ！　ウェンディは真っ赤になって怒ります！

ルシャナ：ウェンディ様、す、すみません。……はっ、これもまた墓穴なのか!?

ジン：あ、確かにそうじゃん！（笑）　《アニマルエンパシー》を提案しなければってね。

ルシャナ：し、しまったぁぁぁ───っ!?（一同爆笑）

ウェンディ：いいんだルシャナ。……悪いのは、あくまであのアホな魔獣（わなわな）。

ルシャナ：お、恐れ入ります。

ウェンディ：わたしはラフレシアンをにらみつけて言う。大地が泣いている。これ以上、この地に生きる人々を巻まき込こむな！　もうお前の好きにはさせないぞ!!　そして……。




〝狩りの女神〟の力をもって、わたしは──

























一同：おぃぃぃ────っ!?（一同爆笑）

ナッツ：ウェンディ様から、殺意が漂ただよってキマシタ（笑）。

[image: ]

ジン：ウェンディ、調子出てきたじゃん！（笑）

ウェンディ：や、やり直しっ！（笑）　「お前を、浄じよう化かしてやろう!!」




　今さら、本能を隠す必要もないかと。




ＧＭ：ラフレシアンは、咆ほう哮こうとともに触しよく手しゆを持ち上げ、迎げい撃げきの態たい勢せいを取ります！

ウェンディ：望むところだ！

ＧＭ：配置ですが、皆さんは全員で１エンゲージ。そこから一〇メートル離はなれた位置に、ラフレシアンがいます。

ウェンディ：勝利条じよう件けんは、ラフレシアンの討とう伐ばつ？

ＧＭ：はい。ラフレシアンを倒せば、戦闘終しゆう了りようになります。では、戦闘ラウンドを開始しましょう。




●第１ラウンド

行こう動どう値ち

ジン　　　　　　　15

ルシャナ　　　　　10

ラフレシアン　　　８

ウェンディ　　　　７

ナッツ　　　　　　４

[image: ]




ＧＭ：さて、第１ラウンドのセットアッププロセス何らかの処理をする人を確認します。……（各人の処理を確認し）……ジン、ルシャナ、ウェンディですね。ラフレシアンも行ないます。では、ジンから始めましょう。

ジン：まずはギルドサポートの《陣形》を使おうじゃん。

ウェンディ：それでいこう！




《陣形》により、ルシャナを残し、ウェンディ、ジン、ナッツが脱だつ兎とのごとく走り出す。

　三人はラフレシアンに肉にく薄はく。そのエンゲージに突入した。




ジン：改めて、俺自身のセットアッププロセスの処理をするじゃん。《ジャイアントグロース》を使用。瘴気に汚よごされた大地の怒いかりを受けろ！　と言いながら、巨きよ大だい化かする！

ＧＭ：ジンがぐんぐん巨大化していくのを見たラフレシアンは、警戒に身を震ふるわせます。

ルシャナ：次は私。《ガーデン：荒こう野や》を、我が女神のいるエンゲージにかけます。（ダイスを振ふる）判はん定ていは成功。《ルートディビジョン》の効こう果かにより、ウェンディ様、ジン、ナッツの三人は命中判定に＋１Ｄです。

ウェンディ：ありがとう！

ジン：ミドルフェイズで弱点が判はん明めいしてるから、さらに命中判定に＋１Ｄできるな！

ウェンディ：これなら攻こう撃げきが楽に当たりそうだ！

ＧＭ：さて、次はラフレシアン。オリジナルエネミースキルの《魔力チャージ》を使用します。触手を地面に突つき刺さして、地中から魔力を吸すい取とり始めました。

ルシャナ：どのような効果なんですか？

ＧＭ：魔力をチャージして攻撃準じゆん備びをしている、とだけ言っておきましょう。ただし、触手が突き刺さっているため、ラフレシアンの【移い動どう力】は０になり、移動できなくなりました。

ウェンディ：いったい何を企たくらんでいるんだ？

ＧＭ：ふふふ、それは後でのお楽しみ。次はウェンディ。

ウェンディ：《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》！　【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が減げん少しようする代わりに、ダメージが上昇。攻撃に専せん念ねんする構えを取るぞ。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移うつります。ここで、ラフレシアンがイニシアチブプロセスでスキルを使用します。《開花》というオリジナルエネミースキルです。

ウェンディ：花が、咲さいた？




　ラフレシアンの全身に、怪しい色の花が咲き乱みだれていく。

[image: ]




ＧＭ：これもまた、攻撃のための下準備とだけ言っておきましょう。

ルシャナ：着々と準備を整ととのえているのが怖こわいですね。

ＧＭ：ラフレシアンの行動は以上です。次は【行動値】が一番高いジンの番です。

ジン：ムーブアクションが《ディセクトエッジ》、マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションはソードブレイカーでラフレシアンを攻撃。命中判定は、支し援えん込みで５Ｄ振れる。（ダイスを振る）出目は17だから、命中は28！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は８。達成値は12で、回かい避ひ失敗です。

ジン：《ピアシングストライク》でダメージを増ふやす。（ダイスを振る）出目は22だから、59点の物理ダメージ。１点でもダメージが通ったら、［放心］が入るぜ？

ＧＭ：（計算をして）ラフレシアンはまだ元気ですが、［放心］を受けました。ジンの重たい一いち撃げきによって、全身がぐらぐらと揺ゆれています。

ジン：これ以上、この町の人を瘴気にさらすわけにはいかないじゃん！

ＧＭ：次は、ルシャナの番です。

ルシャナ：ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《シャープネスガーデン》。対象は、ウェンディ様、ジン、ナッツの三人です。（ダイスを振る）クリティカルしたので、【ＭＰ】消費なしですね。

ウェンディ：すごい！

ルシャナ：コストがかなり節約できました！　皆さんのダメージが、12点上昇です。

ジン：ありがとう、ルシャナ。助かるじゃん！

ＧＭ：さて、次はお待ちかねのラフレシアンの番です。

ウェンディ：待ってないよ！（笑）

ＧＭ：ムーブアクション、マイナーアクションともになし。メジャーアクションで、オリジナルエネミースキルの《高こう濃のう度ど瘴気散さん布ぷ》を使用。シーン全体攻撃で、対象はＰＣ全員です。

ルシャナ：何ですと!?（笑）

ＧＭ：ラフレシアンは高濃度の瘴気を広こう範はん囲いでまき散らします。全員、難なん易い度ど12の【筋きん力りよく】判定を行なってください。失敗した場合は、［毒（３）］と［スタン］が付ふ与よされます。

ジン：［スタン］はやばいぞ!?　リアクションがマイナス１Ｄされるじゃん!!




　どす黒い瘴気が花の魔獣から放出される。

　禍まが々まがしいその色を警戒し、〝ワイルドブルー〟は必死に回避を試みる。

　ウェンディ、ナッツ、ジンは一旦後方に飛び退のいて回避に成功したのだが……。




ルシャナ：（ダイスを振る）出目は６。くっ、回避失敗しました。まあ、後方の私が［スタン］を受けてもあまり影響はないでしょう。

ＧＭ：では、ルシャナにだけ、［毒（３）］と［スタン］が入ります。さて、次はウェンディの番です。

ウェンディ：いくぞ！　ムーブアクションで《ハンターズハンド》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》＋《ヘビーハント》！　さらに《ボルテクスアタック》も乗せるぞ！

ＧＭ：シナリオ１回しか使えないスキルをここで使いますか！

ウェンディ：出だし惜おしみはしない（ダイスを振る）……達成値は28！

ＧＭ：こちらの回避判定は２Ｄです。（ダイスを振る）９。達成値は13で、回避失敗です。

ウェンディ：よし、《スラッシュブロウ》も使用！　色々足して……ダメージは、８Ｄ＋[image: ]だぞ！

ＧＭ：な、なにぃ～っ!?　そんなにダメージ大きいんですか!?

ナッツ：ウェンディのダメージは、とても５レベルＰＣとは思えない数字デス（笑）。

ウェンディ：バルディッシュの重量が20だから、《ヘビーハント》の効果で、攻こう撃げき力りよくに20点足されるのだ！（笑）

ＧＭ：……なんか、《超大型》税ぜいを払はらっている気分になりました。

ウェンディ：（ダイスを振る）出目が32だから、[image: ]点の物理ダメージ！

ＧＭ：げぇ──っ!!　まだ健在ですが、さすがに痛い！




　軽やかに跳ちよう躍やくした〝狩りの女神〟は、その分ぶ厚あつく重い刃やいばを勢い任せに魔獣に叩き込む！

　したたかに幹をえぐられた花の魔獣は軋きしむがごとき苦悶の叫びを上げる。




ウェンディ：わたしの村を呪った報いだ。許ゆるさないぞ！

ルシャナ：では、《アニマルエンパシー》で通訳。

ＧＭ：ラフレシアンはウェンディをにらみ、巨体を揺らしながら叫びます。「……死ね！」

ジン：魔獣──っ!?　語彙が貧困過ぎじゃん!?（笑）

ウェンディ：ぬぅ、お前こそ死ねっ！

ジン：同レベルじゃんっ!!（一同爆笑）
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ナッツ：次はワタクシの番デスナ？

ＧＭ：いえ、ここで発生するイニシアチブプロセスで、ラフレシアンがスキルを使用します。

ウェンディ：何っ!?

ＧＭ：オリジナルエネミースキルの《魔力吸きゆう収しゆう根》を使用！　地下を這はう根が、皆さんの足元からどどどっと突つき上がり、魔力を奪うばうために絡からみつこうとします！　効果は、《魔力チャージ》を使用したラウンドに使用でき、場面（選択）に２Ｄ＋５点のＭＰロスを与える攻撃をします。

ジン：根が、根がーっ!?（一同笑）

ウェンディ：思ったより根っこが厄やつ介かいだ！（笑）

ルシャナ：なるほど。《魔力チャージ》は《魔力吸収根》使用のための条件でしたか。

ＧＭ：はい。なお、与あたえたＭＰロスの合ごう計けい値ちだけ、特定のスキルのダメージが上昇しますので注意してください。

ジン：ずいぶんいやらしい効果じゃん！　《インタラプト》する？

ルシャナ：まだ、敵の手の内が不明です。《祝福》も残してますし、様子を見ましょう。

ウェンディ：うむ。そうしよう。

ＧＭ：では、命中判定をします。……（ダイスを振る）出目は10。命中は19です！

ウェンディ：みんながんばってよけるんだっ!!




　しかし、ジンとルシャナは回避失敗。ナッツはウェンディを《カバーリング》。

　三人はラフレシアンの根に絡み取られ、【ＭＰ】を吸い取られてしまう。

　結果、ジンとルシャナは13点、ナッツは26点の【ＭＰ】を失ってしまった。




ジン：やばいぜ！　【ＭＰ】の残りが13点になっちまった！　踊おどりのキレが落ちて、次の攻撃が鈍にぶるかもしれないじゃん。

ウェンディ：ナッちゃん、かばってくれて、ありがとう！

ナッツ：いえいえ。ウェンディ様が【ＭＰ】切れで攻撃できないと困こまりマスから。

ＧＭ：イニシアチブプロセスでのスキルの使用が終わりましたので、イニシアチブキャラクターはナッツになります。

ナッツ：ここは攻撃をいたしマス！　ムーブアクションはなし。マイナーアクションで、ＭＰポーションをぐびりと飲みマショウ。（ダイスを振る）８点回かい復ふくしマシタ。

ＧＭ：む、一息ついてきましたね。

ナッツ：メジャーアクションは、通つう常じよう攻撃デス。色々と支援をいただいて、なんと５Ｄで命中判定！　ワタクシが、５Ｄも振っていいのデショウカ!?（笑）

ウェンディ：これが仲間の力だ！　気にせず魔獣を殴るんだ！

ナッツ：分かりました、ウェンディ様！　受けてみよ、必殺、光合成おたまアタック！
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　ナッツが自らの得物──おたまをフルスイング！

《ファランクスアタック》を用いた必殺技は、見た目以上の威力を持つ。

　ぐわんと、ラフレシアンのボディが打たれ、52点の物理ダメージを魔獣に与えた。




ＧＭ：光合成はもうないでしょ！（笑）　ラフレシアンの幹みきが振しん動どう、花びらが舞い散ります。しかし、敵は健在！

ウェンディ：やはり、そう簡かん単たんには倒たおれてくれないな！　ふ、それでなくては！

ＧＭ：相変わらず前向きですね！（笑）　さて、全員が行動済ずみになりましたので、ラフレシアンが《二回行動》を使用。未行動状じよう態たいとなります。

一同：うわーっ!?

ルシャナ：ジン、これはちょっと見過ごせません。

ジン：おうよ！　《インタラプト》で、その《二回行動》を打ち消す！　俺は手近な根っこを一本ひっつかんで、力ちから任まかせに引ひき抜ぬくって演出で！

ＧＭ：では根っこを引っこ抜かれ、ラフレシアンはバランスを崩くずします。ビームはあらぬ方向へ放たれ、近くにあった山を粉ふん砕さいしてしまったという演出で！（笑）

ナッツ：山が、消えマシタァァァァ──ッ！（一同爆笑）

[image: ]

一同：なんだってぇ───っ!?

ジン：冷ひや汗あせもんじゃん!?（笑）

ウェンディ：遺跡のあった山みたいに地盤が緩んでいただけかもかもしれんぞ？　みんな、必要以上に恐れるな！

ルシャナ：我が女神よ、何という闘志！（笑）

ＧＭ：ウェンディは自ら引っ張るタイプのリーダーですね。さて、クリンナッププロセス。ここで《纏まとう瘴気》という、パッシブのオリジナルエネミースキルが効果を発揮します。

ウェンディ：まだスキル使ってくるの!?（笑）

ＧＭ：はい。胴どう体たいに咲いた小さな花々から、瘴気を散布します。効果は、エンゲージしている任にん意いのキャラクターに、５点のＨＰロスを与あたえます。

ジン：うおっ!?　もしかして、最初にやってきた伏ふく線せんは、ここで回かい収しゆうされるのか!?

ＧＭ：そのとおり！　イニシアチブプロセスで《開花》をしましたので、ＨＰロスに＋５点されます。ウェンディ、ジン、ナッツは、10点のＨＰロスを受けてください。

ウェンディ：これは痛いたい！

ジン：ＧＭ、殺しに来てるじゃん!?

ＧＭ：いえいえ、皆さん生き残ってくださいね。

ナッツ：『サヴァイヴ！』（生きろ！）ってことデスか!?（笑）

ジン：こうなると、《二回行動》を《インタラプト》で潰つぶして正解だったじゃん。

ウェンディ：確かに。大ダメージをギリギリでしのいだところで、このＨＰロスを受けたら小ダメージでも洒落にならなかったろうしな。

ルシャナ：これだけ多彩な攻撃をしてくる敵ですから、クリンナッププロセスで何か仕掛けてくるかな……と思いまして（笑）。

ＧＭ：くっ、読まれてましたか。と、ともかくルシャナは［毒（３）］を喰らっているので、その処しよ理りをしてくださいね？

ルシャナ：うう、【ＨＰ】が15点減りました。そうそう。基本的にラフレシアンは、イヤなコンセプトで、データを組まれてるんですよね～。

ＧＭ：ふっふっふ。では、第１ラウンド終了です。




●第２ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　15

ルシャナ　　　　　10

ラフレシアン　　　８

ウェンディ　　　　７

ナッツ　　　　　　４
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ＧＭ：では、第２ラウンドに入ります。まずはセットアッププロセスから！

ジン：《ステップ：ファイア》で、攻撃力を９点上昇させる。炎ほのおの精せい霊れいよ、力を貸かしてくれっ！　紅くれないの型を踊おどると、巨大化した俺の体が赤く高こう揚ようする。

ＧＭ：さらに攻撃力を上げましたか！

ルシャナ：さて。私は再ふたたびウェンディ様たち三人に、《ガーデン：荒野》。錬れん金きん術じゆつ判定は……（ダイスを振る）またクリティカルです！

一同：おおおーっ！

ルシャナ：【ＭＰ】の消費がないなんて、嬉うれしすぎます！（笑）

ＧＭ：さすがはアムルタート家の庭にわ師し。エコですね（笑）。

ルシャナ：ということで、お三方の命中判定に＋１Ｄされます。

ウェンディ：ルシャナ、ありがとう！

ＧＭ：次はラフレシアン。前のラウンドと同じく、《魔力チャージ》。改めて大地に根を突き刺し、魔力を吸収していきます。

ウェンディ：次はわたしだな。《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》！　これで【ＭＰ】が残り２点になった！（笑）

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ります。まず、ラフレシアンがまた《開花》を使用。再び花が咲き乱れ、これにより、クリンナッププロセスに与えるＨＰロスが15点になります。

ナッツ：何と！　《開花》の効果は累るい積せきするのでゴザイマスか!?

ＧＭ：はい。

ウェンディ：早くカタをつけないとマズいな。

ＧＭ：ラフレシアンによるスキルの使用が終わりました。ジンのメインプロセスです。

ジン：俺の番……って、さっき吸すわれたせいで【ＭＰ】が足りねぇじゃん！（笑）

ルシャナ：待機するという手もありますよ。私が《エンチャントウェポン：風》でジンたちに支援を飛ばしてから攻撃してもいいと思いますから。

ジン：（少し考え）いや、ここは、俺が［放心］を入れて、少しでもラフレシアンの命中を下げておく！　ウェンディ、《祝福》を使わせてくれ！

ウェンディ：分かった、《祝福》承しよう認にんだ！

ジン：これで【ＭＰ】全ぜん回かい復ふくだ！

ＧＭ：ふっふっふ、こちらもそれを待っていましたよ。皆さんの【ＭＰ】が少ない状態で魔力を吸い上げても、あまりデータ的なうまみがありませんからね！（一同笑）

ジン：また吸われてたまるか！　ムーブアクションで《ディセクトエッジ》、マイナーアクションが《ソードダンス》、メジャーアクションはソードブレイカーでラフレシアンをぶん殴なぐるじゃん！




　ジンは巨体に似合わぬリズミカルなステップで、ソードブレイカーを繰り出す。

　鈍どん重じゆうなラフレシアンには躱かわしようのない一撃に見えたが……。




ＧＭ：（ダイスを振る）……あ、クリティカル！　幹をぐにゃりとまげて、ジンの攻撃をラフレシアンはさらっと回避しました（笑）。

一同：なにぃ────っ!?（一同爆笑）

ジン：クリティカルされちゃ何もできねぇじゃん！

ナッツ：ピンチ感が増してきマシタね（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ。余よ裕ゆうを持って回避したラフレシアンは、挑ちよう発はつするように触手を動かします。次はルシャナのメインプロセスです。

ルシャナ：ムーブアクションで《マジックブラスト》、マイナーアクションはなし、メジャーアクションが《エンチャントウェポン：風》。ウェンディ様たち三人の攻撃を、〈風〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージに変へん更こうさせます。（ダイスを振る）発動成功しました。

ウェンディ：わたしは《フェイ：ヴァルキリー》を持っているので、魔法ダメージには３点のボーナスが入るのだ。ありがとう、ルシャナ！

ＧＭ：次のイニシアチブプロセスでラフレシアンがまた《魔力吸収根》を使用！　皆さんの【ＭＰ】を吸収しますよ！　ちなみにダメージが上昇する特定のスキルを使用するまで、与えたＭＰロスの合計値は累積しますので。

一同：ぎゃーっ!?（笑）

ＧＭ：再び地面から根っこが飛び出します。今度はバッドステータスを受けてないので、命中判定で３Ｄ振れる！　（ダイスを振る）出目は11なので、達成値が20です！




　全員回避失敗。再び魔獣の根っこに魔力を吸い取られる一同！




ナッツ：あ、ウェンディ様を《カバーリング》しておきマスね。

ＧＭ：了解です。（ダイスを振る）ジンとルシャナは11点の、ナッツは22点のＭＰロスを受けてください。今回与えたＭＰロスの合計は44点ですね。

ジン：ま、これくらいなら、このラウンドは何とかしのげると思うじゃん。

ＧＭ：思ったほど【ＭＰ】を削けずれなかった……。しかし、ここでラフレシアンのメインプロセス！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションは《吹ふき飛とばし》。メジャーアクションは、ルシャナに向かって、オリジナルエネミースキルの《種子バルカン》で攻撃！

ルシャナ：《種子バルカン》の効果は？

ＧＭ：射しや撃げき攻撃です。ダメージが通ると、［ノックバック（２）］、さらに《吹き飛ばし》の効果で一〇メートル移動させられるので、注意してください。

ルシャナ：分かりました。

ＧＭ：地面を突つき破やぶって、ラフレシアンの根が出しゆつ現げんします。先せん端たんには緑色のさやがついているのですが、そのさやがパカッと開いて、ぎっしり詰まった種が連続発はつ射しやされます。

ルシャナ：皆さんを十分強化した今、バフ師としてもう倒れても後こう悔かいはありません！（笑）

ウェンディ：倒れちゃダメなのだ、みんな無事に勝つんだ！（笑）

ルシャナ：おお、我が女神よ、そのお言葉に従います！




　ウェンディの言葉を受け、燃え上がったルシャナは、フェイトを３点使用。

　嵐のような種子の弾幕を見事に回避する。




ルシャナ：ふ、私の領域では、思いどおりに攻撃できないと思いなさい。──と、私自身が作り出した地形、水晶の荒野を活かして回避した……という演出で（笑）。

ＧＭ：くっ！　やりますね！

ルシャナ：ただし、これで私のフェイトは０になりました。《シールドガーデン》の底上げはできなくなりましたので、皆さん、あんまり大ダメージを受けないように（笑）。

ウェンディ：ルシャナが倒たおれない方が大事なのだ。だから、何の問題もないのだ！

ＧＭ：次は、ウェンディ。

ウェンディ：ムーブアクションで《ハンターズハンド》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》。命中判定で５Ｄ振れるから、クリティカルして欲しい。（ダイスを振る）……６が三個こある！　クリティカル！

ＧＭ：それは無理ぃ──っ!!　（ダイスを振る）出目は10。回避失敗です。

ウェンディ：ダメージロールに、フェイトを３点使用。これで、11Ｄ振れる。ふっふっふ。いい加か減げん、死ね！

ＧＭ：あのぅ。

ウェンディ：なんだ？

ＧＭ：……ウェンディさん。もしや魔獣の思念に影響されてませんか？

ウェンディ：ああああああっ！　い、今のはなし！　なしということで！（一同爆笑）

ルシャナ：わ、我が女神よ（笑）。

ウェンディ：「天へと帰るといい！」って言ったってことで！　魔獣になんか影響されてない。（ダイスを振る）出目は39。[image: ]点の〈風〉属性、魔法ダメージ！　どうだっ!?

ＧＭ：ラフレシアンはまだ健在。

ウェンディ：やっぱり死ねっ!!

一同：ちょっと待てぇ──っ！（一同爆笑）




　どうにも抑えきれぬ殺意であった──。




ナッツ：で、ではワタクシの番ですが、たいしたことはできないのデス。ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションはメイスでラフレシアンに殴なぐりかかりマス。（ダイスを振る）６は一個もない代わりに、５が三個も出マシタ。命中は27デス！

ＧＭ：（ダイスを振る）達成値７で、回避失敗。

ナッツ：ダメージは２Ｄ＋29点。（ダイスを振る）38点の〈風〉属性、魔法ダメージ、デス。

ＧＭ：ラフレシアンはちょっとよろめきましたが、まだ生きています。皆さんが行動終了になったところで、ラフレシアンが《二回行動》を使用します！

ルシャナ：ふふふ。さあ、《シールドガーデン》を飛ばす目め障ざわりな私を狙ねらうといいですよ。

ＧＭ：そんなに無理して墓穴を掘りにいかなくても……。

ルシャナ：違ちがぇ────っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ルシャナへの攻撃も魅力的ですが（笑）。やはりここは尋常でない殺意を放つ、ウェンディを狙ねらいます。ムーブアクション、マイナーアクションはなし。メジャーアクションで《ラフレシアンビーム》！

ジン：さっき放とうとしていたビームか！

ＧＭ：はい。頭部に咲いている花に魔力を収しゆう束そくさせてビームに変へん換かんし、足元にいるウェンディめがけて放ちます。（ダイスを振る）６が三個出てますね。クリティカルです！

一同：は？

ＧＭ：クリティカルです。
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一同：なんでだよぉぉぉ────っ!?（一同爆笑）

ジン：さっき俺の時に出したじゃん！

ウェンディ：しかも６が三つ!!

ナッツ：（素に戻って）いかん、かわたなの出目が絶ぜつ好こう調ちようだ！（笑）

ルシャナ：ええ。話には聞いていたが、かわたなの出目は本当にどうかしてますね！（笑）




　ＧＭを務めた時のかわたなのダイス目の良さは、定評がある。

　特に拙せつ著ちよ『デスマーチ』シリーズをお読みの方はその暴ぼう虐ぎやく振ぶりをご存じのことであろう。

　未読の方はぜひお読みいただきたい。宣伝♪　宣伝♪




ウェンディ：とにかく回避……（ダイスを振る）出目は６。クリティカルしなかったので、回避失敗！　死ぬ死ぬ、死んじゃうかもしれない！（笑）

ナッツ：ウェンディ様を《カバーリング》！　む、これは上からの攻撃デスね──ウェンディ様、ワタクシを持ち上げてください。

ウェンディ：わ、分かった。ゴメンといって、ナッちゃんを抱えあげます。

ナッツ：では改めて上から来るビームを盾で受け止めます。




　ＧＭはダメージを算出。《魔力吸収根》で与えたＭＰロスの合計値分が上乗せされたこの一撃は、[image: ]点の〈光〉属性魔法ダメージという結果となった。




ウェンディ：ナッちゃんが木っ端みじんになっちゃう!?




　光が爆発した──。

　ラフレシアンのビームはウェンディをかばったナッツに直撃。まばゆい光球を形作る。




ウェンディ：ナッちゃーん！（悲鳴）

ナッツ：しかし、ここで《アフェクション》を使用。ダメージを０点にシマス。光をはじき飛ばした後、ワタクシは何事もなかったよう地に降り立ちます。
















ウェンディ：よ、よかった……（安あん堵どのため息）。

ナッツ：ふっふっふ。ラフレシアン、いい光デシタネ。ワタクシの中で、すべてがデンプンに変化しマシタ（一同爆笑）。

ＧＭ：オチをつけんなぁ──っ!?（笑）　というか光合成はもうできないし！（笑）

ナッツ：（しれっと）ワタクシは日々進化しているのデス。

ウェンディ：ありがとう、ナッちゃん。キミがいなかったら、わたしは死んでいた……。

ナッツ：はっはっは。仲間を守るのが、ワタクシの仕事なのデス。

ジン：ナッちゃん、活躍したからって調子よくね!?（一同爆笑）

ＧＭ：確かに（笑）。では、ここで、クリンナッププロセスとなります。ラフレシアンにエンゲージしている人は、15点のＨＰロスを受けます。

ウェンディ＆ジン＆ナッツ：はーい。

ＧＭ：ルシャナは［毒（３）］を受けているため、15点のＨＰロスを受けてください。

ルシャナ：分かっています（笑）。

ウェンディ：わたしは《フックダウン》を使って、ハイＭＰポーションを一本使用。（ダイスを振る）18点回復したので、【ＭＰ】は全ぜん快かいだ。

ＧＭ：では、これで第２ラウンドを終了します。




●第３ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　15

ルシャナ　　　　　10

ラフレシアン　　　８

ウェンディ　　　　７

ナッツ　　　　　　４

[image: ]




ＧＭ：さて、第３ラウンドに入ります。まずはセットアッププロセス。

ルシャナ：私は《ガーデン：荒野》。対象はまた、ウェンディ様たち三名です。（ダイスを振る）判定成功しましたので、命中判定に＋１Ｄのボーナスが入ります。

ジン：やった！

ＧＭ：次はラフレシアン。これで三度目になる《魔力チャージ》です。地下のハイドラストーンから、がんがん魔力を吸い上げていきます。

ナッツ：ハイドラストーンの魔力がなくなってしまうと、ラムプーラの収しゆう入にゆうが……（笑）。

ウェンディ：ああ。早く退たい治じしないと、町の産業がダメになってしまうじゃん！

ＧＭ：さて、次はウェンディ。

ウェンディ：《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》！

ＧＭ：以上ですね。では、イニシアチブプロセスに入ります。ラフレシアンがまた、《魔力吸収根》を使用します。

ジン：くっ、止めようがない。

ＧＭ：ジンにメインプロセスを渡わたしてしまうと、バッドステータスによるペナルティを喰らってしまいますからね。先手を打つしかないのです。

ウェンディ：むむ、ラフレシアン、案外賢かしこい！




　この《魔力吸収根》をジンのみ回避成功。ラフレシアンは〝ワイルドブルー〟から【ＭＰ】を30点吸収する。

　続いてジンのメインプロセス。

　今回は危なげなく、ソードブレイカーをラフレシアンのボディに突き立てたジン。

《ピアシングストライク》とフェイトを３点使用して、93点の魔法ダメージに［放心］を与えるという大戦果！




　しかし……。




ＧＭ：（計算をして）けっこう痛い！　でも、まだ生きていますよ！

ジン：くそぉ、まだ駄目だったか！




　そして続くルシャナは、念のためムーブアクションで、八メートル後こう退たい。マイナーアクションで毒消しを飲み、［毒（３）］を回復。メジャーアクションは、《フィジカルエンチャント》を使い、ジンの【敏びん捷しよう】を２点上昇させた。




ジン：助かるぜ！　【敏捷】が10になって回避しやすくなったじゃん。

ＧＭ：さて、イニシアチブプロセスで、ラフレシアンがまた《開花》を使用します。

ウェンディ：これで、《纏う瘴気》のＨＰロスが20点になった……。

ＧＭ：今度は、ラフレシアンのメインプロセス。ムーブアクション、マイナーアクションともになし。メジャーアクションは、ウェンディに向かって《ラフレシアンビーム》！

ジン：［放心］が入ってるから、少しは当たりにくくなってるはず……。

ＧＭ：命中判定のダイスが４Ｄから３Ｄに減少してます。（ダイスを振る）達成値は15！

ウェンディ：うう、少しぐらい当たりにくくなってもダメっぽいのだ。……（ダイスを振る）出目は５。達成値９で、回避失敗！

ナッツ：ウェンディ様を《カバーリング》デス。

ＧＭ：ダメージは、６Ｄ＋45。（ダイスを振る）出目は21なので、66点の〈光〉属性、魔法ダメージです。先ほど同様、ビームがナッツに直撃します！

ナッツ：もう《アフェクション》もないし、ワタクシ、ピンチ？（一同笑）

ルシャナ：なんとかしてみましょう！　ナッツへ《シールドガーデン》＋《プロテクトガーデン》。（ダイスを振る）ダメージを17点軽けい減げんです。

ナッツ：自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）19点軽減。ルシャナ様の支援も引くと、21点ダメージを受けマス。

ウェンディ：ナッちゃん、大だい丈じよう夫ぶか!?

ナッツ：【ＨＰ】が残り20点になりマシタ。まだ生きてマス！（笑）

ジン：でも、クリンナッププロセスで、《纏う瘴気》によるＨＰロスが20点くるよ？

ナッツ：あ。

一同：……。

ルシャナ：……だ、大丈夫です！　ナッツは自分のメインプロセスが来たら、ＨＰポーションを飲めば生き延びられます！

ナッツ：そのとおりデスネ！　よかったデス！（笑）

ＧＭ：ふふふ、その前にナッツを仕し留とめればいいわけです。皆さんだいぶ追い詰められてきましたね。ラフレシアンの行動は終了し、次はウェンディのメインプロセスです。

ウェンディ：こっちも消しよう耗もうが激しいからな。だが、負けるわけにはいかん！　なぜならわたしたちの勝利を町の人々が待っているんだ！　だから……。

一同：…………。

ウェンディ：ラフレシアン──貴様をここで仕留める！

ルシャナ：我が女神が必殺の決意を！　では、それを《アニマルエンパシー》で通訳。

ＧＭ：む。ウェンディが、激しい殺意をラフレシアンに向けている！　ではこちらも……。




　ラフレシアンもウェンディを強敵と認め、邪悪なる咆ほう哮こうをぶつけた──。

　天地を震わさんばかりの、その叫びの意味するところは………




「死ねっ!!」




　──の一言であった。




一同：魔獣ぅ────っ!?（一同爆笑）

ウェンディ：やはり魔獣は許せんな！（笑）
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ルシャナ：くっ、なんという原始的な殺意と殺意のぶつかり合いだ！（わなわな）

ジン：確かにマジェラニカっぽいけどさぁ！（笑）

ナッツ：ウェンディ様、冷静に、冷静にデス！（笑）

ウェンディ：ありがとうナッちゃん。すーはー（[image: ]深呼吸をしている）。

ジン：よし改めて攻撃じゃん！

ウェンディ：うむ。いくぞ！　ムーブアクションで《ハンターズハンド》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》！　瘴気に捕とらわれた町の人々をわたしたちは救うんだっ！（ダイスを振る）……達成値は27！




　町の人々を救いたい──。




ＧＭ：（ダイスを振る）達成値13で回避失敗！




　幼き〝狩りの女神〟の真しん摯しな祈りを込めた一撃が、魔獣を直撃した。




ジン：よし、当たった！　いいぞ、ウェンディ！

ウェンディ：フェイトの最後の１点、使用するぞ。ダメージロールは６Ｄ＋85。（ダイスを振る）……[image: ]点の〈風〉属性、魔法ダメージ！　どうだぁ────っ!?




　わずかに残った力を振り絞り、その巨大な刃を──。

　ウェンディは振り抜いた！




ＧＭ：……む（計算している）。さすがに耐たえられない！　実はかなり追い詰められていたラフレシアンですが、ウェンディの強きよう烈れつな一撃によって、命めい脈みやくを絶たたれてしまいます！

一同：おおおぉ────っ!!




　その一撃は、ラフレシアンの胴体とも言える幹を、完全に切せつ断だんしていった……。




ＧＭ：ふたつに断ち切られたラフレシアンは、〝ずずん……〟と大きな音を立て、大地に倒とう壊かいしていきます。

一同：倒れるぞぉ────っ!!（笑）

ＧＭ：くっ、悔しいっ!!（一同爆笑）　思いっきり伐ばつ採さいされてしまった。と、ラフレシアンが倒れたので、戦闘ラウンドはこれで終了です。

ウェンディ：やったぁ────っ、大勝利っ!!
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ナッツ：ふ～、助かりマシタ……（笑）。

ジン：やったじゃん、ウェンディ！

ＧＭ：ラフレシアンが倒れると同時に、強風が辺りを覆おおっていた瘴気を、吹き飛ばしていきます。瘴気に覆われて濁にごっていた空は、徐じよ々じよにその青さを取り戻していくのです。

ナッツ：やはり、晴れた空は気持ちがいいデスネ。光合成、光合成♪

ＧＭ：だからもうできませんってば！（笑）

ルシャナ：我が女神よ。ディディモゾイドに加えて七つの封印をまた一体倒しましたね。

ウェンディ：ああ。これもみんなのおかげだ!!

ジン：ウェーイ！　照れくさいこと言うなって！（笑）




　一同は勝利の感かん慨がいにふける中、邪気に色あせていた町は、あるべき姿を取りもどしていく。

　そして、そんな彼らの耳に聞こえてくる声があった──。




ＧＭ：そして、瘴気が消えると同時に、町の人たちが歓かん声せいをあげながら、皆さんのもとへと駆かけ寄よってきます。

ウェンディ：なんとか、期待に応えられたみたいだな！

ジン：一件けん落着ってとこじゃんっ！

ＧＭ：では、クライマックスフェイズを終了します。

一同：はーい！







　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆運命の歯車




　ラフレシアンは倒れた。瘴気によって邪悪化しかけていた人々も、元に戻っていった。

　町は平穏を取り戻したのだ。




ＧＭ：それでは、エンディングフェイズに入りましょう。皆さんがラフレシアンを倒したことにより、瘴気は消え失せ、邪悪化しかけていた人々も、元に戻りました。

ウェンディ：よかった！

ＧＭ：町の人々は、皆さんの功こう績せきをたたえ、祝しゆく賀が会かいを催もよおしてくれましたが……翌よく日じつには、すぐに仕事を再さい開かいします。

ジン：ずいぶんと仕事熱心じゃん。

ＧＭ：建物や採さい掘くつ場じようの被害が大きくて、すぐに修しゆう繕ぜんに取りかかる必要があるのです。




　ラフレシアンの残した破壊の爪つめ痕あとは甚じん大だいだ。

　だが、魔獣による脅威も去り、人々の表ひよう情じようは明るい。




ＧＭ：そして、今日は皆さんが、カイラーシャに戻る日。修繕の音が響ひびく中、町長のカダルが皆さんのもとにやってきます。「このたびは、まことにありがとうございました」
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ルシャナ：いえ、これが我々の仕事ですから。

ＧＭ：「本来ならもっとお礼をするべきなのですが……」

ウェンディ：報酬のことなら気にしなくていい。それよりは、町の税ぜい収しゆうは、復ふつ旧きゆうのために使うのが筋すじだろう。

ＧＭ：「ありがとうございます」

ウェンディ：そういえば、ララちゃんたちはどうしてるんだろう？

ＧＭ：彼女はこの場に元気な姿を見せます。「お姉ちゃんありがとう！　マリィちゃんも帰ってきたよ！」

ウェンディ：なるほど。では、花の種を渡わたそう。「これは、わたしの故こ郷きように咲さいていた花の種でな……」と、由来を説明して渡すのだ。

ＧＭ：「もらっていいの？　大切にする。お姉ちゃんの故郷も、元に戻もどるといいね」

ウェンディ：ああ、そのためにも、もっとがんばらねばな！

ジン：ウェンディ、友達ができてよかったじゃん！（笑）

ＧＭ：ジンやルシャナ、ナッツにも声がかかりますよ。




　ラフレシアンの瘴気があふれ出した時、〝ワイルドブルー〟に救われた美女や、ミーちゃんとおばあさん、それに頑固なおじいさんたちが口々に、感謝の言葉を述べていく。




ジン：いや、照れるじゃん！（へらへらと笑う）

ルシャナ：ま、おばあさんとミーちゃんが無事でよかった。

ナッツ：頑固なおじいさんが光合成をする身体にならなくてヨカッタデス。

ジン：あれ、ナッちゃんは光合成できる身体を気にいってなかったっけ？

ナッツ：実はちょっと未み練れんがありマス！（笑）

ＧＭ：最後に、アサーバが声をかけてきます。「キミたちのおかげで、命拾いし、再び学がく術じゆつ調ちよう査さに専念できるよ。ありがとう」

ウェンディ：礼には及およばない。

ジン：そうそう。学術調査、大変だろうけど、がんばって！

ＧＭ：アサーバは「七つの封印の話は聞いた。残念ながら私の知識にはないことだった。役にたてなくて申し訳ない」とウェンディに声をかけます。

ウェンディ：そうか……。




　幼き〝狩りの女神〟は思い起こす。

　アジュール村を襲った魔獣と思しき七つの封印。

　その一柱ラフレシアンが、戦いの場で発散した憎悪にも似た激しい殺意を……。




ウェンディ：（ぼそりと）厳しい戦いが続くのだろうな……。

ＧＭ：そんなウェンディに「だが、古代の知識が必要な時は声をかけてほしい。できる限り力になろう」と、アサーバは連絡先を教えてくれます。

ウェンディ：ありがとう。その時は、ぜひ頼らせてほしい。

ルシャナ：では、我が女神よ、参りましょうか──。

ウェンディ：ああ。みんな、カイラーシャに帰ろう！

一同：おうっ！

ＧＭ：では、これにて、セッションを終了いたします。皆様、お疲つかれ様さまでした！

一同：お疲れ様でしたー！




　かくして、花の魔獣は〝ワイルドブルー〟によって倒された。

　だが、七つの封印のうち、残りの五体は、いったいどこにいるのか？

　そして、大陸各地で蠢うごめく彼らの目的は何なのか？




　ウェンディたちの運命の歯車は、ゆっくりと回り始めたのだった──。





『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・サヴァイヴ！』




第二話「七つの封印」




─ＦＩＮ─









　　　　あとがき




　いやぁ〝殺意〟って本当にいいですね。




〝殺意〟とは、本リプレイの紅こう一いつ点てん、ウェンディのプレイヤーである大竹みゆさんの代だい名めい詞しでございます。

　昨年完結した、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』のピアニィのプレイぶりが、そう呼よばれるきっかけでした。

　一見物ぶつ騒そうな響ひびきですが、私わたしとしてはとてもポジティブに受け止めています。

　ＴＲＰＧを経けい験けんした皆みなさんなら共感していただけるでしょう──。

　誰だれしも自分が作りあげたＰＣを愛している、ということを。

〝殺意〟と呼ばれる戦せん闘とうへのこだわりも。

　少女、ウェンディに課せられた悲ひ愴そうなまでの宿命も。

　すべては自分のＰＣに対する思い入れの表ひよう現げんにほかなりません。

　ロールプレイでの熱い台詞せりふ。ＰＣの生死の際さいに発する生なまな発言。データへの執しゆう着ちやく。

　それらはすべて本気で取り組んでいる証あかしなのです。

　そして、その〝殺意〟の魅力は、本書でもいかんなく発揮されています。

　実じつ際さい遊んでみて、大竹さんにプレイヤーをお願いして良かったと、再さい認にん識しきしました。

　ぜひ、毎回真しん剣けん勝負でセッションに挑いどむウェンディと仲間たちの物語に、次巻以い降こうもおつきあいいただけるよう、お願いさせていただきます。

　さて、この『サヴァイヴ！』は魔ま獣じゆうの大陸マジェラニカを舞ぶ台たいとしたリプレイです。

　ＧＭが何を考えて物語を提てい示じし、冒ぼう険けん者しやたちがいかに戦ったかを触ふれていきましょう。ネタバレに類する内ない容ようもありますので、未読の方はご注意を。




●第一話：進しん撃げきの魔ま黒こく

　すべてをマグロが持っていくかに見えて、〝墓ぼ穴けつ〟と〝殺意〟が美味しいとこどりをした──という感じですね（笑）。

　プリプレイで説明したように、『マジェラニカ大陸』を描えがくことが本シリーズの目的のひとつ。魔獣、大自然とともに暮くらす人々が描けていると思われたなら、今回のシナリオは成功でしょう。

　なぜ、マグロなのかは……。

　タイトルのダジャレを思いついたから、というわけではありません。念のため（笑）。

　もうひとつのテーマは、スケール感。

　とにかく。でっかく──。

　全長一キロの魔獣の上を戦場にしたのもその一いつ環かんです。これから〝ワイルドブルー〟は、とにかくでっかい魔獣や自然と渡わたり合あうことになるでしょう。

　今後の雰ふん囲い気きを摑つかんでいただければというところですね。




●第二話：七つの封ふう印いん

　このお話のひとつのテーマに、人々の生せい活かつ圏けんに踏ふみ込こんできた魔獣がもたらす災さい厄やくを描くというものがありました。

　カトゥーラの村で起きたことの拡かく大だい版ばんですね。ラムプーラの町はカトゥーラよりかなり大きい町ですが、それだけに魔獣対たい策さくは鈍どん重じゆうな感じです。というか、カトゥーラのフットワークが飛とび抜ぬけて軽いのですが（笑）。

　未知の魔獣の脅きよう威い。町を襲おそった理由は何か？　倒たおすためには何をすべきなのか？　ＰＣ達が条じよう件けんを整えて、魔獣に反はん撃げきを加える過か程ていを楽しんでいただければ幸いです。

　また、このエピソードから、宿しゆく敵てきである魔獣「七つの封印」へウェンディが迫せまる物語が本ほん格かく的てきに始まります。

　その存在の多くは未いまだ謎なぞに包まれたまま。現げん在ざいお約束できるのは、個こ性せい豊ゆたかな大魔獣が次々と出しゆつ現げんするであろうこと。

〝ワイルドブルー〟の冒ぼう険けん行は激はげしさを増ますでしょうが、ウェンディなら嬉き々きとしてその嵐あらしの中に乗り出していくような気がしてなりません（笑）。

　彼かの女じよと仲間たちのこれからの活かつ躍やくに、目が離はなせませんね。




●その他

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　スキルガイド』を導入したリプレイです。また『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　ディスカバリーガイド』に掲載された世界設定も大きく取り上げています。妖精族フェイや、巨人族ネフィリム、そして魔獣の大陸マジェラニカに魅力を感じましたら、ぜひこれらのサプリメントを手にとってみてください。

　また、「はじめに」にも掲載したとおり、富士見書房さんのウェブサイト『富士見書房公式ＴＲＰＧ ＯＮＬＩＮＥ』（https://ssl.fujimi-trpg-online.jp/）にて、『サヴァイヴ！』の前日譚にあたるエピソードが公開される予定です。ギルド〝ワイルドブルー〟のメンバーの出会いや、楽しくも命がけな最初の冒険が描かれます（笑）。

　そちらもぜひご覧ください。

『ＡＲ２Ｅ』の展開は『サヴァイヴ！』以外にも進んで行きます。

　たのあきらの新作リプレイ『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・エスピオナージ』が六月発売予定で進行中です。一風変わった、陰いん謀ぼう渦うず巻まく冒険譚になる予定だとか。お楽しみに！

　また、菊池たけしも新作リプレイ企画を構想中！　例によって面白いことを考えているみたいなので、続報をお待ちください。




　最後に本書に関かかわった皆みな様さまに謝しや辞じを述のべさせていただきます。

　さて、今回のセッションで激しい冒険に挑んでくれたプレイヤーの皆様。どうもありがとうございます。次回はさらに命がけの冒険を用意しますのでお楽しみに。

　イラストの猫猫猫ねこびよう・ねこさま。ステキなイラストをどうもありがとうございます。

　魅み力りよく的てきなキャラのビジュアル。マグロを始めとした魔獣たちのど迫はく力りよく！　本書の魅力を大変に引き出してくれましたね。

　富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編へん集しゆうの皆様。厳きびしい進行にご対たい応おういただき、大変感かん謝しやしております。

　そして、本書を最後まで読んで暮れた皆様。ドキドキワクワクしていただけましたでしょうか？　もしそうなられに勝まさる喜びはありません。

　願わくば、次巻もまた手にとっていただけますように──。





二〇一四年三月二〇日




田中信二












アリアンロッド2E・リプレイ・サヴァイヴ！①




戦乙女は荒野を駆ける！








田中信二／F. E. A. R.
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